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発刊にあたって

この報告書は、平成 3年度農業基盤整備事業の施工に先立ち、佐賀市

教育委員会が平成 3年度に発掘調査を実施した篠木野造跡 2~5区 ・琵

琶原遺跡 2~3区の発掘調森報告書であります。

今回の調査の結果、篠木野遺跡では縄文時代から江戸時代にかけての

遺構・遺物を検出しました。検出した主な遺構は、掘立柱建物 ・井戸・

士墟・溝．甕棺墓などがあります。特に中世に属する溝は、周辺に所在

する当時期の集落をめぐる可能性があるものであり、近世に属する遺構

・遺物は集落及び生活の様子を知ることのできる発見でした。

また琵琶原遺跡では、昭和 55年度に実施した発掘調査で検出した弥

生時代の集落の一部である遺構を検出し、土壊からは甕・壺．鉢等の一

括資料として良好な弥生土器が大員に出土しました。

この報告書に収録されたこれらの貴重な資料が、郷土の歴史研究や文

化財に対する認識と理解に少しでも役立てれば幸いです。

最後になりましたが、調査を行なうに際しまして多大なるご協力をい

ただきました地元の方々はじめ関係各位に対しまして、心から厚く御礼

申し上げます。

平成 5年 3月

佐賀市教育委員会

教育長 里予仁］ 仔基
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1.本書は、久保泉西部地区の農業基盤整備事業に伴い、平成3年度に実施した篠木野遺跡2

区・ 3区・ 4区・ 5区、琵琶原遺院2区・ 3区の発掘調査報告書である。

2.調査は、佐賀県農林部の委託と国庫補助を受けて、佐賀市教育委員会が実施した．

3.調査地の所在及び規模などは、以下のとおり。

篠木野遺跡

遺跡登録番号 2036・3053・5022 遺跡略号 SGN-2・3・4・5 

調査地 佐賀市久保泉町大字上和泉 開発面積 428, 000出

讀査対象面積 16, 610m 調査実施面積 2. 34orn 

調査期間 平成3年6月26日～同年10月16日

琵琶原遺跡

遺跡登録番号 1023・2029・3027・5015 遣跡略号 BWB - 2•3 

調査地 佐賀市久保泉町大字川久保 開発面積 428, OOOrri 

調査対象面積 16, 610rri 調査実旋面積 7 8 Orri 

調査期間 平成3年7月3日～同年11月118

4.発掘調査・整理作業・報告書作成の分担は、以下のとおり。

表土除去：山豊建設株式会社 空中写真：有限会社空中写真企画

全体遺構実測：新栄地研工業有限会社 遺構・遣物写真：角信一郎

個別遺構実測：角信一郎 遺物復元 ：西ノ首金子

遺物実測：大木和子

製図：大木和子



5.調査記録類・出土遺物は、佐賀市文化財責料館（佐賀市本庄町大字本庄1121番地）で

一括保管している。

6.本書の執筆・編集は、角がこれにあたった．

凡例

1.遺構については略記号を用いる。調査遺跡毎に連番号をつけ、番号の前に遺構分類記号を

つけた。分類は以下のとおり。

SB：掘立柱建物 SD:溝 SE：井戸 SK：土墟

SJ：甕棺墓 SX：不明遣構 P:小穴 SA：槽列

2.原則として、遺構の測定値はm単位、遺物のそれはcm単位とした。

3.表示した方位は、すべて座標北 (G.N.)である。

4.土器類の実測図のうち、断面白ヌキのものは土師器、瓦器、陶磁器、黒ヌキのものは須恵

器としている。
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I.序説

I.序説

1.調査にいたる経過

平成3年度の久保泉西部地区における農業基盤整備事業は42. 8haという広範囲で施工

計画がなされた。これに先立ち、平成2年11月に当該地区の埋蔵文化財の確認調査を実施し

た。調査は掘削計画にある水路予定地や高畑部分を中心に行なった。試掘坑の掘削は基本的に

掘削機で行なったが、掘削機の搬入が不可能な箇所は人力によって行なった。この調査の結果

篠木野逍跡と琵琶原姐跡で16,610niにわたる追跡の広がりを確認した。この調査結果を

もとに佐賀県農林部、佐賀県文化課（現文化財課）、佐賀市土地改良課、佐賀市教育委員会の

4者で埋蔵文化財の保護に関する協議を実施した。その結果、水路建設により止むお得ず削平

される 3, 120ni（篠木野遺跡2, 3 4 0面・琵琶原遺跡78 0出）について発掘調査を実

施することになった。

発掘調査地は篠木野瑣跡で4地点 (2~5区）、琵琶原遣跡で2地点 (2~3区）計6地点

にまたがることになった。発掘調査は平成3年6月26日から開始し、平成4年1月22日に

すべての現場作業を終了した。また、 4区の発掘調査を実施中、近接した工事計画箇所（調査

対象地外）で、甕棺墓が検出されたため調査を実施し、 4区の調査記録として本書に収録した

。出土遺物の整理作業および発掘調査報告書作成は佐賀市文化財資料館で行なった。

2.調査の組織

調査主体佐賀市教育委員会

平成3年度（発掘調査）

事務局佐賀市教育委員会文化課

文化課長 中野和彦

文化係長 野口義通（庶務担当）

文化財係長福田義彦

事務吏員 甲木亮ー（庶務担当）

角信一郎（調査担当）

平成4年度（報告書作成）

事務局佐質市教育委員会文化課

文化課長 中野和彦

文化係長 野口義通（庶務担当）

文化財係長福田義彦

事務吏員 増田耕輔（庶務担当）

角信一郎（報告書担当）

発掘作業員 井上ミツェ・江ロケサエ•宮地富子・小副川勝美・小副川富子・鳥谷ヨシノ ・ 杉

町スミ子 ・ 野中ッタエ•松林キミ子・杉町英子・金崎タキヨ • 福田スマ子 ・ 前山澄

江・野田富子

調査協力 佐賀県教育委員会 • 佐賀県農林部・佐賀市土地改良課 ・ 久保泉土地改良課 ・ 地元各

位
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II.遺跡の位置と環境

Il.蒻帷眉と魏
1.遺跡の位置

佐賀市は佐賀県の東南部に位置し、東は神埼・千代田 ・諸富町、西は大和・ 三日月町、北は大

和町、南は東与賀 ・川副・諸富町と接している。市の北部には脊振山系が連なっており、その

南麓には舌状丘陵が派生している。また南には沖積平野が有明海沿岸まで広がっている。 今

回調査を行なった篠木野遺跡と琵琶原遺跡は、北東から南西へ流路をとる巨勢川により、南と

北に分割され、南に篠木野遺跡、北に琵琶原遺跡が位置している。

篠木野遺跡は、前述した丘陵の先端部、または微高地状高まり及びその縁辺部に位置し、位

琵琶原遺跡は、丘陵の縁辺部に位置し、北西から南東にむっかって傾斜している。

遣跡の所在する久保泉町は、佐賀市の北東部にあたり開発の手はほとんど及んでおらず、大

部分は田、畑等の農地として利用されている。

2.歴史的環境

佐賀市内には数多くの迫跡が存在しているが、その大半は市内北部の脊振山麓部一帯及びそ

こから南に広がる平野部に集中している。

縄文時代の遺跡は、金立開拓遺跡I) （早期・前期・後期）、大門遺跡2) （前期・後期・晩期

）、来迎寺遺跡3) （中期 ・後期）で調森が行なわれ、各時期の士器・石器が検出されている。

丸山追跡4)、黒土原遺跡”では、晩期の埋葬施設である支石墓群が検出されている。支石墓に

ついては、村徳永瑣跡に近年まで存在していたらしく、また今回調査を行なった篠木野遺跡3

区に接する畑にも支石墓が現存している。

弥生時代になると選跡数は増加し、遺跡の分布も山麓部一帯から平野部南域まで広がる。琵

琶原遺跡6) （後期）、泉三本栗逍跡”（前期～中期）、立野遺跡8) （中期）、村徳永遣跡”(

中期～後期）、大野原遣跡I0) （後期）で各時期の集落遺跡が調査されており、とくに琵琶原

遺跡では50軒を超える竪穴住居を検出し、村徳永迫跡では多数の竪穴住居及び、 1 0 0棟を

超える掘立柱建物が検出されている。また、埋葬婚跡として、東千布遺跡＂） （中期）、増田

遣跡I2)• 津留遺跡I 3) （前期末～中期）では現在までに500基を超える甕棺墓群が検出され

ており 、 とくに津留迫跡では、朝鮮系無文士器を用いた甕棺墓、 三連式 • 四連式甕棺猛などの

外に数例の特殊な埋葬形態が確認されている。その他、鍋島本村南遺跡＂）では、擬朝鮮系無

文土器・細形銅剣・石製把頭飾・細形銅か鋳型が検出されている。

古墳時代では、琵琶原遺跡、泉三本栗遺跡、久富遺跡＇ 5)、徳永遺跡I6)、大野原遺跡、原ノ

町遣跡＂）、東高田遺跡 I8)などで集落遺跡の調査が行なわれている。とくに東高田遺跡では、

後期に属する竪穴住居、掘立柱建物を多数検出している。墳墓には、銚子塚古墳＇ 9)• 関行丸

古墳20) （以上前方後円墳）、舟形石棺を検出した熊本山古墳2I)、西隈古墳22)、円墳群の丸

-3-



II.逍跡の位置と環境

て一＼＼，汎讃輩fJ屹祠ビ『＼i，， ¥ ¥ 

①金立開拓遺跡②大門遺跡 ③来迎寺遺跡④丸山遺跡 ⑤黒土原遺跡⑥泉三本栗遺跡

⑦立野遺跡 ⑧村徳永遺跡⑨大野原遺跡⑩東千布遠跡 ⑪久富遺跡 ⑫徳永遺跡

⑬原ノ町遺跡 ⑭東高田遺跡⑮関行丸古墳⑯帯隈山神籠石⑰大日遺跡 ⑱古村遺跡

⑲上和泉遺跡 ⑳北宿遺跡 図澤木野遺跡図琵琶原遺跡

Fig. 2
 

周辺主要遺跡分布図(1/25,000) 
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II.遺跡の位置と環境

山遺跡など外に脊振山系南麓一帯には多くの古墳が存在している。これらの他に、朝鮮式の山

城とされている帯隈山神籠石がある。

奈良時代では、大日遺跡23）、古村遺跡”)、原ノ町遺跡25)、東高田遺跡などで集落遺跡が

調査されている。その中で、大日遺跡は、竪穴住居を伴わない掘立柱建物群が、原ノ町遺跡で

は整然と配列された掘立柱建物群が検出されており、これらの集落は同時期の他の集落遺跡と

様相を異にしている。

平安時代では、上和泉遺跡26)、泉三本栗遺跡、古村迫跡、徳永遺跡などで集落遺跡の調査

が行なわれている。特に徳永遺跡1区では、 1 0数棟の掘立柱建物に伴って畑状の瑣構を検出

しており、当時の集落の様相をうかがい知る事のできる資料として注目される。

中世については、近年調査例が増加している。村徳永遺跡や本村遺跡では、館がある屋敷地

を区画するような溝が検出されている。また徳永逍跡2区では、一辺10 0~130mを測る

比較的大規模な溝が方形に巡る館跳が検出されており今後の調査成果に非常に興味がもたれる。

近世については、篠木野遺跡1区27）、北宿遺跡28)、草場遺跡29)で調査が行なわれおり、

草場遣跡では屋敷地を区画すると思われる溝及びそれに伴う士塁や、寺院などの特殊な施設の

存在を示すような遣構・遣物が検出されている。

園

l)ぼ臆籟齢1975;『金靖m』:t9戟tmm笞10集
傾県9育委齢1984; 『九州籠睛直濃§翡競蘭房員員査齢9(4) 釘漬〖蒻』 ：t難競眉員賣9告詣77集

2)t肺討委員会1972;『俎韮l績』：打磁諏齢謀8集

t賃醸育委員会1973;『刈＂構ー 2次即卜』：t賃蚊化屑難齢闘9集

3)佐賃醸棘胎1990;『親寺蒻』：t昨競蹟籟告9虜27集

4)傾罷討委齢1986;『暉暉躙輯競蘭房観査屑鵠（5)A骰抽蒻』：t罷競籟査齢蒻84集

5)謹龍棘齢1987;『酎直蒻』：傾譴謹籟告9笞19集

叫難討委齢1981;『魏屈構』：傾較傾駁罷9虜13集

7)t9龍育委員会1987;『泉三本艮蒻』：OOIt蘭員査齢諄18集

8)佐貴市粒委齢1989;『踵蒻・牒永蒻』：t9戟傾扉罷訊27集

9)印訂委員会1989;『け駐蒻』：傾直競蘭員資罷9虜26集

印＇f委員会1989; 『立＇蒻•H直永鵡』：傾較t眉員籟甜苔27集

積貫臆育委員会1990;『H債永蒻』：t貰較t眉員籟鵠虜32集

tm棘員会1991;『雌永蒻』：積罰滋翡査罷諄34集
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II.遺跡の位置と環境
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14)珈 9輯胎；1991r昌駄掴蒻l• 21!1/J騒J:U較傾駁罷訊35集

15)H直難委員会；1992,A衛鵡』：t衝敗t川籠齢9船8集
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18) Iii市難魏会；1992『ほ幌蒻・庚翻翡・易翡・誼蒻・輯蒻』：t9較傾難齢9ぼ8集
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22)H醸育委胎1975;『醸胡U:t賃醸育委員会昌

23)mm齢1989:『KB蒻J:lil皿腹籟告詣25集

24)H扉9育蚕員会1990;『甜量尉fj¥J: t'直競蘭員査齢訊28集

25)積臆育魏会1992;『gI/)罰謹・東圃蒻・属蒻・＇誼蒻・輯韮』：t,市競蘭駁齢計詔8集

26) t罰i討委員会1988:'上誼韮A·B·C躯—』:tmt"憧罷詣20集

＇上甜蒻—D·E躯ー』：蜘傾駁罷難21集

27)t貫臆育委員会；『り猷薗'-K躯—•lfflJIg』：佐賃菊競屑靡’'船7集

28)t肺駐委齢1992:rll/JIJ鵡•nHI蒻・駄鵡・誼蒻・輯蒻J:Iii放は靡齢訊38集

29)t難訂蚕齢県積3牝籟扉難
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篠木野遺跡2• 3 • 4 • 5区

(SGN-2・3・4・5)  
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m．篠木野遺跡

Ill．債木＂債ー2•3•4•5k-

1.調査の概要

調査は掘削機による表土除去作業から開始した。表土は高畑部分の4区で100cm程を測ったほ

かは30~40cm程度で、基盤は褐色及び黄褐色の砂質土であった。

表土除去後、 2区から3区、 4区、 5区の順に人力による掘削及び記録調査に入った。

調査は、まず調査区全体に国土座標を基準に5m方眼の基準杭を設定した。この5m方眼を1/

100の遺構配置図、1/20の全体頚構図作成時の基準とした。方眼の名称は2・3+5区全体を包括

できるように最も南に位置する5区のX=+34K310• Y=-63K885の交点を基準とし、そこか

ら東にAA·AB·AC ・・・・、北に 1•2·3· ·· として各区画をAA-l·AB-2 ·

AC-3のように表示した。

遣構検出が終了した部分から1/100の遣構配置図を作成し、遣構番号の設定、遺物の取り上

げに利用した。完掘した遺構は1/20の全体道構図に記録し、特に必要な遺構は1/20及び1/10の

個別遣構実測を行なった。

2.遺跡の概要

2区水田下にあり、耕作士直下30cm程で黄褐色粘質及び砂質士の基盤を検出し、遺構埋土

は褐色、黒褐色、灰褐色土で検出した。また、調査区のほぽ東半分は自然の落ち込みになって

おり、暗褐色土の遺物包含層が堆積していた。その上に埋土が灰褐色土の遺構が切り込んでい

た。遺構検出面の標高は調査区全域でほぽIL7m程を測る。検出した遺構は土墟、溝、井戸、

掘立柱建物、柵列状遣構、小穴等であり、縄文時代、弥生時代、中・近世の時期に属するもの

であるが、開墾時による削平をかなり受けており遺構の残存状況は良好といえるものではなか

った。

縄文時代の遺構は土墟のみを検出した。これらの土墟には遺物を検出しなかったものがほと

んどであったが、底面のほぽ直上で遺物を検出した土壊と平面・断面形及び埋士状況が類似す

る迫構を当該期の土攘としてとらえることとした。

弥生時代の遺構には甕棺墓があるが、そのほとんどが削平され下半部の一部が残存している

だけのものであった。

中世の追構は溝、柵列状遺構を検出した。建物の存在は確認できなかった。溝はいずれも調

査区外に展開するためその規模及び性格を把握することはできなかったが、周辺に所在する当
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2.追跡の概要
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Fig. 3 篠木野遺跡調査区設定図(1/20,000) 
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2.造跡の概要

該期の集落を区画する溝である可能性が高い。

近世の遺構は土墟、溝、掘立柱建物を検出した。特に溝は南北及び東西に延びる溝で当該期

の集落を区画する溝であることが考えられる。また士墟には溜め舛としての性格を有すると思

われるものもある。

以上遺構の概略を述べてきたが、2区の主体をなすのは中世から近世にかけて営まれた集落

跡と言うことがいえる。

3区 畑地下にあり、耕作土から30cmから50cmで暗黄褐色士の基盤を検出し、遺構は埋土が

黒褐色、褐色土で検1:1:1した。検出面の標高はIOmから10.2mを測り、南が高く北で低くなって

いる。幅5mほどの東西に細長い調査区であるため検出した遣構も少なく古墳時代に属する土

攘を3基検出したにすぎなかった。

4区 高畑部分にあり、耕作土から約50cmのところ旧耕作面と思われる屈が20cm堆積してお

りその下に1層はさんで暗黒褐色士の遺物包含層が約30cm堆積している。包含屑直下で褐色土

の基盤を検出し、遣構は黒褐色・暗褐色土で検出した。検出面の揉高は10. 3a~l0. 4mを測り南

で高く北で低くなっている。検出した遺構は掘立柱建物と小穴のみである。また調査区に近接

した地点で弥生時代の甕棺墓を6基検出した。すべて上半部を削平されており残存状況は良好

とはいえなかった。甕棺墓は隣接した4区内では検出されておらず、甕棺墓群の主体は現篠木

野集落内に展開すると思われる。

5区 畑地下にあり、耕作土か30cmから40cmで暗黄褐色士の基盤を検出し、遺構埋土は暗褐

色土で検出した。検出面の標高は8.2mから8.3mで西側がやや低くなっている。検出した遺構

は縄文時代、古墳時代に属する土壕、井戸、小穴である。調査範囲が狭いため検出した遺構も

少なく遺構の一部は耕作等により攪乱を受けており、遺構の残存状態は良好とはいえなかった。
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 4 篠木野遺跡2区遺構配置図
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3.調査の記録 (2区）

3.調査の記録 ー2区一

(1) 中世の遺構と出土遺物

a)欄列状遺構

S A 1 0 5 (Fig. 5} 

DH・ DI -146・147グリッ

トで検出した。 SD009• SDO 

48と切り合い関係にあり本遣構

が切られている。掘立柱建物の

柱穴と思われたが並列する小穴

は確認できなかった．全長は5m

で柱穴の掘方平面形は直径0.2

~0.3mの円形を呈し、深さは0

.4m前後である。埋土は褐色

を基調としてている。遣物は検

出していなが、埋土状況から当

該期遣構と判断した。

b)溝と出土遺物

SDOOl(Fig.4) 

DF-147~D F-149グリッ

トにかけて検出した。 SD002 

と切り合い関係にあり本遺構が

後出する。一部のみの検出でそ

の大部分が調査区外に展開する

。検出面の標高は11.7m前後で

ある。幅lm~l.5m、深さ0.I 

m~0.2mを測り、断面形は逆

台形状を呈し、 壁は緩く立ち上

がる。埋土は上層から暗褐色

土・褐色土の2層に大別でき自

然堆積による埋没状況を示して

『

Oガヽク

ー
c 

◎
 

J
 

E

Z
l
憾
墜

四

に

口

[
`
 

9
9

9

 

999

9
9
•
9,

' 

。
2m 

いる。埋土中から土師器 ・瓦器

•青磁器を検出した。 Fig.5 SA105柵列実測図(l/40)
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Fig. 6 SD  O O 1出士遺物実測図 (l/3) 

SD0 0 1出土遺物(Fig.6) 

士師器皿（1) 口径8.5cm、底径6.8cm、器高l.・2cm。体部内外面に横ナデ調整、内底にナデ調

整。回転糸切り底である。黄白色を呈する。

瓦器椀(2•3) 2は復元口径14.3cm。器面調整は口縁部内外面に横ナデ調整、体部内外面にナ

デ調整。 3は復元高台径6.8cm。器面調整は内外底にナデ調整、高台部に横ナデ調整。 2は淡灰

色、 3は灰黄色を呈する。

青磁碗（4) 龍泉窯系縞蓮弁文碗である。復元口径16.6cm、釉色は暗緑色である。

鉢（5) 瓦質の鉢である。復元口径25cm。器面調整は端部に横ナデ調整、体部外面にナデ

調整、内部にハケ目調整。外面灰黄色、内面暗褐色を呈する。

S DO O 2 (Fig.4) 

DF  • DG-145~D F-149グリットで検出した。 SD001と切り合い関係にあり本遺構が

後出する。南北に延び、やや北西にふれる溝であり、調査区外に展開している。検出面の標高

は11.7m前後である。幅0.6m前後、深さ0.3m~0.4m、底面の幅0.2m前後を図り、断面形は

逆台形状を呈している。埋土は3層に大別でき自然堆積による埋没状況を示している。埋土中

から土師器・瓦器・須恵器等を検出した。
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3.調査の記録 (2区）
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Fig.7 SD002出土遣物実測図(l/3)
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皿篠木野遺跡

SD002出土遺物(Fig.7) 

土師器坪(6• 7) 6は復元口径14.3cm、復元底径9.9cm、器高2.7cm。端部及び体部外面に横ナ

デ調整、内底にナデ調整後の指押さえ痕を有する。回転糸切り底で板状圧痕を有する。 7は復

元口径9.1cm、復元底径6.6cm、器高2cm。内外面ナデ調整。回転糸きり底で板状圧痕を有する

。6は淡褐色、 7は淡黄褐色を呈する。

瓦器椀(8・9) 8は復元高台径6.9cm。器面調整は内外面にナデ調整、高台部に横ナデ調整。

外面淡褐色、内面暗褐色を呈する。 9は復元口径17.3cm。端部から体部外面に横ナデ調整、内

部ナデ調整．内外面に黒班を有する。淡褐色を呈する。

青磁碗(10) 復元口径17.2cm。釉色は暗緑色である。

鍋（11) 士師器の鍋である。体部外而は斜め及び縦方向のハケ目調整、内面は斜め及び横方

向にハケ目調整。口縁上部に回転縄文を施す。暗褐色を呈する。

鉢(12・13) いずれも須恵器である。 12は復元口径22.6cm。器面調整は端部に横ナデ調整、

体部内外面にナデ調整。淡灰褐色を呈する。 13は復元口径23cm。器面調整は端部横ナデ調整、

体部内外面ナデ調整。端部から体部外面に釉がかかる。暗灰褐色を呈する。

SD003(Fig.8) 

DK-146~DN • D0-151グリットで検出した。調森区のほぽ中央を南西から北東方向に

蛇行しながら延びる溝であり、調査区外へさらに展開している。 SK016と切り合い関係にあ

り、本遺構が前出する。検出面の標商は、 11.6m~11. 7m程である。幅l.7m~2.3m、深さ0.

3m~0.4mを測る。断面形は逆台形状を呈しており壁は緩く立ち上がる。埋土は4屈に大別で

き自然堆積による埋没状況を示している。埋土中から瓦器・青磁器等を検出した。

S D003 出土遺物（Fig. 9•10)

土師器皿(14) 復元底径8.5cm。器面調整は内外面ナデ調整。回転糸切り底である。淡黄褐

色を呈する。

瓦器椀(15) 復元口径16.4cm、高台径5.4cm、器高5.7cm。器面調整は端部に横ナデ調整、体

部内外面にナデ調整、高台部に横ナデ調整。体部内外面に黒班を有する。淡灰色を呈する。

鍋(16・17・18) 土師器の鍋である。器面調整はいずれも体部外面斜め及び縦方向にハケ目謂

整、体部外面に斜め及び横方向にハケ目調整。 口縁上部に16• 18は植物の茎状のもので押圧し

てあり、 17は回転縄目文を施す。

石鍋(I9) 滑石製である。復元口径36cm。暗褐色を呈する。

青磁皿(20• 21) 20は復元口径8.5cm、底径3.4cm、器高3.7cm。外面底部以外は全面施釉され

ている。釉色は淡緑色を呈する。 21は復元口径10.2cm、底径4.9cm、器高2.3cm。外面底部以外

は全面施釉されている。釉色は暗緑色を呈する。

青磁碗(22• 23 • 24 • 25) 22は復元口径16.1 cm。内外面に施釉されている。釉色は淡緑色を呈

-16-



3.調査の記録 (2区）

する。 23は外面に蓮弁文を持つ。復元口径15cm。釉色は暗緑色を呈する。 24は復元高台径5.8

cm。内外面に施釉されている。釉色は暗緑色を呈する。 25は復元高台径5.6cm。内面から店台

畳付部まで施釉されている。釉色は暗緑色を呈する。

① 明褐色土
②暗灰褐色土
① 明灰褐色粘質土
④淡褐色土（賞褐色粘土プロック混入）

A A 

•"""“ u""" 

麟
B 白

｀ ゚
一゚ご ー乙只

..ll 

゜
゜

「

Iノ
ー9 

m
 
-• 

~
 

i
 
゜

10m 

Fig. 8 SD O O 3溝実測図 (l/ 40 • l /200) 
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Fig. 9 SD  O O 3溝出土迫物実測図① （1/3) 
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 1 0 SD  O O 3溝出士追物実測図② (1/3 • 1/4) 

(2) 近世の遺構と出土遺物

a)掘立柱建物と出土遺物

S B 1 0 1 (Fig. 11) 

10c~ 

DR・ D S-150~152グリットで検出した。南西部の柱穴2個は溝攪乱により削平されてお

り確認できなかった。検出面の標高は11.6m~11. 7mを測る梁行2間・桁行3間以上の南北棟建

-19-





3.調査の記録 (2区）

隅丸長方形を基調としており、長軸を桁行方向にとる。掘り方は深さ 0.3~0. 5mを測る

素堀のものである。柱穴掘方の埋土は暗灰褐色土及び黄褐色砂質土で柱痕の埋士は明灰褐色を

基調としている。柱穴掘方の埋土より陶器、瓦質土器を検出した。

出土遺物（Fig.13) 

壺？（66) 瓦質土器。復元口径16.2cm。器面調整は内面から口縁下位にかけて横ナデ調整、

4 

冒： 替 P4 P2•P3 
1．灰褐色土
2．晴灰鳩色土
3隋灰褐色土（②より睛（淡灰色砂混入）

゜
3m 

Fig. 1 2 SB102掘立柱建物実測図 (l/60) 
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：
 三＝ニ／
゜

10e層

Fig. 1 3 SB 1 0 2掘立柱建物出土遺物実測図 (1/3) 

その下位にハケ目調整の後に横ナデ調整。色調は褐色を呈する。

陶器揺鉢(67) 復元口径31.2cm。口縁部のみに施釉されている。器面調整は内外面に回転横

ナデ調整の後、内面に約8本単位の揺り目を施している。

SB 1 0 3 (Fig. 14) 

DP・ DQ-151グリットで検出した。 Plの切り合い前後関係は不明。検出面の標高は11.

7m前後である。梁行1間・桁行2問の南北棟建物で、主軸をN-14'-Wにとる。各柱穴の平面形

は長軸o.7~0. 9m、短軸0.6~0.7mを測る不整形な楕円形を呈する。掘り方は深さ0.2~0.5mを
測る素掘りおよび2段掘りのものである。柱穴掘方の埋土は灰褐色を基調としている。土師器

陶器、瓦質士器片を検出した。

出土遺物（Fig.15) 

鉢(68) 瓦質士器である。底径37. 4cm。器面調整は体部内面に横方向にハケ目調整、外

面に縦方向にハケ目調整、底部内外面に不定方向にハケ目調整。色調は暗灰褐色を呈する。

SB 1 0 4 (Fig. 16) 

DI -148グリットで検出した。 Plが攪乱を受け上半部が削平されており、 P3がSK043と

切り合い関係にあり本遺構が後出する。検出面の標高は11.6m前後である。梁行1問 ・桁行2間

の南北棟建物である。主軸をN-16'-Wにとる。柱穴の平面形は長軸0.6~0.8m ・短軸0.3~0. 

5mを測る隅丸長方形を基調としていおり、長軸は桁行方向にとる。柱穴掘り方は深さ0.3~0. 

4mを測り、素掘り、 2段掘のものである。柱穴掘方の埋土は灰褐色度を基調としている。追物

は検出していない。
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 1 4 SB 1 0 3掘立柱建物実測図 （l/3) 

゜
10cm 

Fig. 1 5 SB 1 0 3掘立柱建物出土遺物実測図 (1/60) 
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Fig. 16 

b)土壕と出土遺物

SK  O O 5 (Fig. 17) 

DU-152グリットで検出した。半分が調査区外に展開する。検出面の標高は11.8m~11. 9 

mである。平面形は隅丸方形をなすと思われ、検出した部分の最大径はl.3mを測る。断面

形は深さ0.3m前後を測る逆台形状を呈し、壁はややきつく立ち上がる。底面は平坦である。

埋土は灰褐色土を基調としており、自然堆積による埋没と判断する。埋土中から陶器を検出し

SB104掘立柱建物実測図 (l/40) 

た。

出土遺物（Fig.18) 

陶器碗(26) 姦台径4.3cm。内面、外面中位まで施釉されており、下位に釉垂れしている

。釉色は灰白色を呈する。
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3.調査の記録 (2区）

L J ( f ＼ 』 こ 5c帽l

Fig. 18 SK005財揖舷覇（1/3)

SK O O 6 (Fig. 19) 
標高12m

DU-151・152グリットで検出した

鳳 コ
。東側の一部が調査区外に展開する。

検出面の標高は11.8m前後である。平

面形は楕円形をなすと思われ、検出し

゜
lm 
た部分の長軸I.7m、短軸I.4mを測る

。断面形は深さ0.4mを測る逆台形状

Fig. 1 7 SK  O O 5土墟実測図 （1/30) を呈し、壁はややきつく立ち上がる。

底面は平坦である。埋土は灰褐色土を基調としており、自然堆積による埋没と判断する。埋土

中から陶器を検出した。

出土遺物（Fig.20)

陶器碗(27) 底径3.1cm。内面、外面注意まで施釉されており、下位に釉垂れしている。釉

色は暗緑色を呈する。回転糸きり底である。

S K O O 7 (Fig. 21) 

DU-151グリットで検出した。検出面の標高は11.7m前後である。平面形は長軸1.9m、短

軸l.2mを測る不整形な楕円形状を呈している。断面形は深さ0.2mを測る逆台形状を呈し、北

東部分に段を有する。底面はほぽ平坦で南側でやや下がる。埋土は灰褐色土を基調としており

、自然堆積による埋没と判断する。埋土中から陶器・磁器片を検出したが図化できるものはな

かった。

S K O 1 6 (Fig. 22) 

DQ • DR-149グリットで検出した。 SD015と切り合い関係にあり、本遺構が後出する。

溜め舛状の性格を有すると思われる土壊であり、検出面の標高は11.7m前後である。平面形は

長軸3.8m、短軸3mを測る不整形を呈している。断面形は0.3m~0.4mを測る逆台形状を呈し

ており、底面はほぼ平坦であるが南側で深くなっている。埋土は灰褐色士に黄褐色土が混入し

たものを基調とし、 自然堆積による埋没と思われる。埋土中から土師器、瓦質士器、磁器、陶

器を検出した。
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Fig. 1 9 SK  O O 6土塙実測図 （1/30) 

SK O 1 6出土遺物（Fig.23) 

土師器皿(28) 完存。口径6cm、底径3.6cm、器高I.3cm 

。器面調整は、内外面回転ナデ調整。回転糸きり底である

＼士ぐ＇
0 5c• 

一
。淡褐色を呈する。

磁器碗(29·30•31) 29は高台径4.5cm。全面に施釉され

ている。釉色は白色を呈する。 30は店台径4.5cm。全面に

Fig. 20 SK006財直靱翻 （1/3) 施釉されている。高台畳付部と内底部に目跡がある。釉色

は灰白色を呈する。 31は高台径4.5cm。全面に施釉されており、内底部に目跡がある。釉色は

淡黄灰色を呈する。

陶器碗（32) 復元高台径4.2cm。内面、体部外面に施釉されており、高台部に釉垂れしてい

る。釉色は内面灰褐色、外面黒茶色を呈する。

甕(33・34) いずれも瓦質土器である。 33は復元口縁径27cm。器面調整は口縁上部に横ナデ

調整、体部内面に横方向にハケ目調整、外面に斜め及び縦方向にハケ目調整。内面暗灰褐色、

外面灰黒色を呈する。 34は復元底径24cm。器面調整は内面横方向にハケ目調整、外面斜め方向
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 2 1 SK  O O 7土塙実測図 （1/30) 

にハケ目調整。内面灰褐色、外面黒灰色を呈する。

SK018{Fig.24) 

DN  • D0-150グリットで検出した。 SD003、SD031、SD033、SD034、SD062と切

り合い関係にあるが、 SD003より後出すること以外、他の溝と前後関係は確認できなかった

。溜め舛状の性格を有すると思われる土墟である。検出面の標高は11.7m~11. 8m程である。

平面形は長軸5.4m、短軸2.lmを測る東側がすぼまった不整形な隅丸長方形を呈している。断

面形は深さ0.5m~0.1mを測る逆台形状を呈しており、底面はやや起伏があるもののほぽ平坦

である。埋土は灰褐色土を基調としており自然堆積による埋没と思われる。埋土中から瓦質土

器、磁器、陶器、土製品等を検出した。

出土遺物（Fig.25 ・26) 

揺鉢(35• 36) いずれも瓦質土器である。 35は復元口径27cm。器面調整は端部に横ナデ調整

、体部外面にナデ後ハケ目調整。内面はハケ目調整後4本単位の揺り目を施している。色調は

内面灰褐色、外面暗灰褐色を呈している。 36は復元口径23.3cm。器面調整は体部外面にハケ目
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ヽ

標嵩12m

冒 ． 二

゜
2m 

調整。内面はハケ目調整の後に

3本単位の揺り目を施す。色調

は灰褐色を呈する。

火鉢(37• 38) いずれも瓦質

士器である。 37は復元口径34cm

。器面調整は口縁部上場に横ナ

デ調整、体部外面にナデ調整、

底部にハケ目調整。内面に斜め

及び横方向にハケ目調整。色調

は黒灰色を呈する。 38は復元口

径34.8cm. 2条の突帯を有し、

突帯の上位にスタンプを配して

いる。器面調整は外面に横ナデ

調整、内面にハケ目調整．色調

は内面灰褐色、外面黒灰色を呈

する。

磁器碗（39) 復元店台径は5.

6cm。全面に施釉されているが

、高台畳付部のみ釉がはぎ取ら

れている。釉色は淡緑白色を呈

Fig. 2 2 SK  O 1 6土墟実側図 (1/30) する。

陶器皿(40) 復元高台径は3.6cm。内面、体部外面中位にまで施釉されており下部に釉垂

れしている。釉色は緑灰色を呈する。

鉢(41) 瓦質土器である。器面調整は端部に横ナデ調整、体部内面にハケ目調整。体部外面

に煤が付着している。

羽釜(43) 最大径25cm。器面調整は、鍔部に横ナデ調整、胴部内外面に横ナデ調整。鍔部の

下位に煤の付着がみられる。

土製人形(44) 高さ8.4cmを測り、褐色を呈している。

SK019(Fi2.27) 

DN-149・150グリットで検出した。検出面の標裔は11.7m前後である。平面形は径1.6m前

後の南西部分がやや突出した不整形な隅丸方形状を呈している。断面形は深さO.lmを測る逆

台形状を呈している。底面はほぽ平坦であるが中央部分が高くなっている。埋士は黒褐色士の

単屈で炭化物が混入していた。迫物は埋士中から士師器・陶器・磁器等を検出した。
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3.調歪の記録 (2区）

て二~8 、¥//

、三9,三

I 33 

,' ー

゜
10cm 

Fig. 2 3 SK  O 1 6出土遺物実測図 (1/3) 

出土遺物（Fig28)

土師器小皿(45・46) 45は完存。口径6•5cm、底径2. 7cm、器謁l.4cm。器面調整は内外面回

転横ナデ調整。回転糸きり底である。内外面に煤の付着が認められる。 46は復元口径6.3cm、

底径3.1cm、器高I.7cm.器面調整は内外面横ナデ調整．回転糸きり底である。いずれも褐色を

呈する。

青磁碗(47・48) 47は復元高台径4.3cm。全面に施釉されているが、高台塁付部のみ釉がはぎ

取られている。内底部に目跡がある。釉色は暗緑色を呈す。 48は復元口径5.6cm。高台内面以

外は施釉されている。釉色は暗緑色を呈す。
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に L
A
 

』

ーロロ
標高12m

言

゜
2m 

Fig. 24 SK018土塙実測図 (1/60) 

磁器染付皿(49) 復元口径12.9cm、高台径4.5cm、器高3cm。全面に施釉されており、高台畳

付部と高台内面に目跡がある。内面には花文と思われる文様を配す。やや青みがかった灰白色

を呈す。

陶器皿（50・51) 50は復元口径15cm。内外面施釉されている。釉色は緑灰色を呈している。

51は復元口径22.3cm。内外面施釉されている。釉色は内面淡灰色、外面茶灰色を呈する。

陶器壺（52・53) 52は復元口径9.2cm.内外面に施釉されている。釉色は黒色を呈する。 53は

復元口径は12.6cm。内面回転横ナデ調整。内外面に施釉されている。釉色は内面茶褐色、外面

は口緑部分が黒褐色、その下位は緑灰色を呈する。

陶器鉢（54・55) 54は復元口径16.3cm。内外面施釉されている。釉色は暗灰褐色を呈する。

55は復元口径17.9cm。内面、体部外面中位まで施釉されている。釉色は内面灰褐色、外面黒灰

色を呈す。

鍋（56)瓦質士器

陶器揺鉢(57) 復元口径40.8cm。口縁部内面のみ施釉されている。器面調整は体部外面横ナ

デ調整、内面横ナデ調整後10本単位の揺り目を施している。色調は外面赤褐色、内面淡黒灰色

を呈している。
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 2 5 SK  O 1 8出土迫物実測図① （1/3) 
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Fig. 2 6 SK018出土遣物実測図② (1/3) 
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3.調査の記録 (2区）

SK041 (Fig.29) 

DJ -147グリットで検出し

た。 SE040と切り合い関係に

あり、本追構が後出する。検出

面の標高は11.6m程である。平

面形は長軸2.7m、短軸l.9mを

測るほぽ隅丸長方形状を呈して

いる。断面形は深さ0.7mほど

の逆台形状を呈しているが東側

の壁面がきつく立ち上がるのに

対し、西側はやや緩く立ち上が

る。底面はほぽ平坦である。埋

士は7層に大別でき、自然堆梢

による埋没状況を示している。

迫物は底面からやや浮いたとこ

ろでつぶれたような状態の瓦質

の甕と染め付け皿、宝珠を検出

した。

出土遺物（Fig.30)

磁器染付皿(58) 口径12.6 Fig. 2 7 SK  O 1 9土城実測図 (l/30) 

高台径4.6cm、器高3.2cm。全面に施釉されており、裔台畳付部に目跡がある。口緑部はわずか

し i
 

ー」

標高12m

言 二

0
.
 

1m 

な波を以てめぐり、内面には暗青灰色の釉で花文と虫と思われる文様が描かれている。釉色は

灰白色を呈している。

甕(59) 瓦質土器である。口径64.4cm、底径40cm、器高61.7cm.器面調整は口縁端部横ナデ

調整、内外面全体に不定方向にハケ目調整が施してある。色調は内面暗灰色、外面淡灰褐色～

明茶灰色を呈する。

宝珠(60) 高さ21.5cm、最長断面径15cmを測る。
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Fig. 2 8 SK O 1 9出士遺物実測図 (l/3・ l/1) 
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3.調査の記録 (2区）

コ

標高12m

｀
 

＼
 

① 灰褐色土 ⑤黄褐色砂質土
② 灰褐色土（責畠色土プ0汐混入）⑤淡褐色土（責椙色粘土プロック混入）

／ ③褐色土 ⑦ 暗褐色土（責楊色砂胃土混入）
④ 禍色土（費褐色給土プnック混入）

標高12m

｀
 

ー

1

、・
I 
I 

゜
2m 

Fig. 2 9 SK  O 4 1土墟実測図 (l/40) 

S K O 4 2 (Fig. 31) 

D I -149グリットで検出した。検出面の標高は11.6m~11. 7mである。上場の一部を削平

されている。平面形は長軸1.6m、短軸1.2mを測る不整形な隅丸長方形状を呈している。断面

形は深さ0.5m程を測る逆台形状を呈しており、底面は平坦である。埋士は灰褐色士で、自然

堆積による埋没と思われる。遺物は埋土中から陶器を検出した。
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Fig. 30 SK041出土遺物実測図 (1/3 • 1/ 4 • 1/8) 
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3.調査の記録 (2区）

じ

コ

ヽ

8
E
N
l
憾
藍

旦

叫
a
 

A 標高12mA

□ ロ`
Fig. 3 1 SK  O 4 2士墟実測図 (1/30) 

SK042出土遺物（Fig.32) 

陶器皿(61) 復元口径11.8cm。外面底部を除いて施釉さ

れている。回転横ナデ調整。釉色は淡黄褐色を呈する。

゜
Im 

-= 
SK O 4 3 (Fig. 33) 

DI -148グリットで検出した。検出面の標店はll.7m 

程である。平面形は長軸1.5m、短軸l.lmを測る不整形 Fig.32 SK042枇揖舷覇（1/3)

楕円形を呈している。断面形は深さ0.6m~0. 7mを測る逆台形状を呈しているが、壁はきつく

立ち上がる。底面は平坦である。坤士は灰褐色士を基調とし、自然堆積による埋没と思われる

。遺物は埋土中から土師器を検出した。

゜
10cm 

出土遺物（Fig.34) 

鍋(62) 土師器。復元口径42.5cm。器面調整は口縁端部にハケ目後横ナデ調整、体部内外面

に不定方向にハケ目調整。色調は内面明褐色、外面黒褐色を呈する。
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SK  O 4 9 (Fig. 35) 

DF  • DG-149グリットで検出した。検出面の標高は11.6m前後である。平面形は長軸l.7 

m、短軸l.4mを測る楕円形状を呈している。断面形は深さ0.4mを測る逆台形状を呈し、壁は

きつく立ち上がる。底面は平坦である。埋土は灰褐色を基調とし、自然堆積による埋没と思わ

れる。遺物は埋土中から土師器、磁器を検出した。

し＿

出土遺物（Fig.36)

白磁碗(63) 復元口径16.7cm。内外

面に施釉されており、口縁端部の釉が

ーはぎ取られている。釉色は淡灰白色を
呈する。

鉢(64) 土師器。復元口径16.7cm。

器面調整は口縁端部に横ナデ調整、体

部外面にハケ目調整、体部内面にナデ

調整である。色調は淡茶褐色を品する。

橙 m

゜
1m 

Fig. 3 3 SK O 4 3土墟実測図 (1/30) 

口
。

10 20m 

Fig. 3 4 SK  O 4 3出士迫物実測図 (1/4) 
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 3 5 S K O 4 9土壊実測図 （1/30) 
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Fig. 3 6 SK  O 4 9出土遣物実測図 (1/3) 

-39-



III.篠木野遺跡

に

C)井戸と出土遺物

SE020(Fig.37) 

DL • DM-148・149グリッ

トで検出した。他の遺構との切

り合い関係はない。 2段掘の井

戸である。検出面の標高はは11

.6m~11. 7mを測る。平面形は

長径1.8m・短径l.5mを測る不

整形な楕円形を呈している。湧

@ll_m き水のため底面を確認するまで

ーーー
i 

-1 

゜
1m 

Fig. 3 7 SEO 2 0井戸実測図 （l/30) 

にいたらず、検出した面迄の深

さはl.2mを測る。深さ0.6m程

で段を有し、壁はきつめに立ち

上がる。埋土は暗褐色土を基調

としており、自然堆積による埋

没と思われる。埋土中より磁器

碗を検出した。

出土遺物（Fig.38) 

青磁器碗(63) 復元口径6.9 

cm。内外面に施釉されている。

釉色は暗緑色を呈する。内面見

込みにスタンプが認められる。

、 ¥、

SE040(Fi2.39) 

DJ -147グリットで検出した。 SK041と切り合い関

係にあり本迫構が切られている。 2段掘の井戸で検出面の

L,1,1, 1 1,『C• 標高は11.6m程を測る。平面形は長径2.3mを測る不整形
Fig.38 SE020翡揖歓覇（1/3) な楕円形を呈すると思われる。湧き水のため底面は確認で

きず、検出した面迄の深さはlm程を測る。深さ0.6m程で稜を有し壁はきつめに立ち上がる。

埋土は暗灰褐色を基調としており、自然堆積による埋没と思われる。埋土中より瓦質士器、陶

器片を若干検出したが図示できるものはなかった。
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3.調査の記録 (2区）

L ／
 

9ヽ

ー.̀̀ 

d)溝と出土遺物

l2条の溝を検出した。大部分が南北

及び東西に延びる溝であり、特に調査

ー］ 区の東側で検出した溝は建物群を区画

する溝であることが考えられる。

SD004(Fig.4) 

DU-148~DT-152グリットで検

出した。区画溝と思われる。やや西に

降れる南北方向に延びる溝で調査区外

に展開する。検出面の標高はll.8m前

後である。幅lm~l.6m、深さ0.4m

標高12m ~0.5mを測る。断面形は逆台形状を

呈しており、壁はゆる＜立ち上がる。

埋土は灰褐色度を基調としており、自

然堆積による埋没と思われる。埋土中

より陶磁器等を検出した。

出土遺物(Fig_40,.,45) 

青磁器碗(69• 70) 69は高台径6.3

cm。高台内部以外は全面施釉されてお＇ ヽ

゜
1m 
り、高台畳付部に目跡がある。釉色は

内面暗緑色、外面淡緑灰色を呈してい

Fig. 3 9 SEO 4 0井戸実測図 (l/40) る。 70は復元口径11cm、高台径4.5cm

cm、器高7.3cm。商台部を除き施釉されている。釉色は明緑色を呈している。

白磁器碗（71·72•73) 71は高台径4.8cm。全面に施釉されており、高台畳付部に目跡がある

。釉色は灰白色を呈す。 72は高台径4.8cm。全面に施釉されており、高台畳付部に目跡がある

。釉色はやや青みがかった淡灰白色を呈する。 73は高台径4.8cm。全面に施釉されている。内

面底部に目跡がある。釉色は茶灰色を呈する。

青磁器皿(74) 復元口径14cm、高台径4.8cm、器高4cm。内面、体部外面下位にまで施釉され

ている。内面底部に目跡がある。釉色は青灰白色を呈す。

陶器皿(75·76·77·78·79·80•81) 75は高台径4.1cm。内面、体部外面中位に施釉されている

。内底部に目跡を残す。釉色は茶灰色を呈す。 76は高台径4.4cm。内面、 体部外面下位にまで

施釉されている。釉色は茶灰色を呈す。77は復元口径10.6cm、高台径3.5cm、器高3.6cm。内面

、体部外面下位にまで施釉されている。釉色は緑黄灰色を呈する。 78は復元口径11.4cm、底径
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4cm、器高3.5cm。内面、体部外面下位まで施釉されており、内底部に目跡がある。釉色は緑灰

色を呈する。 79は復元口径11.4cm、高台径4.9cm、器高3.5cm。ほぼ全面に施釉されており、高

台部に目跡がある。釉色は暗緑茶色を呈する。 80は甜台径4.6cm。内面、体部外面中位にまで

施釉されており、下位に釉垂れしている。内面には文様を施す。釉色は茶灰色を呈する。 81は

絵付けの大皿である。復元口径33cm.内面、体部外面は中位にまで施釉されており、外面下位

に釉垂れしている。内面には口縁部と見込み部分に暗緑色の釉と鉄釉で草花文が描かれている

。釉色は内面淡黄灰色、外面淡茶褐色を呈している。

磁器染付皿(82) 復元高台径12.2cm、高台径4.6cm、器高3cm。全面に施釉されており、高台

部に目跡がある。見込み内面に青灰色の釉で水草の様な文様が施してある。釉色は淡白灰色を

呈する。

白磁小碗（83) 口径5.2cm、高台径2.3cm、器麻3.4cm.内面、 体部外面下位にまで施釉され

ており、高台部まで釉垂れしている。嘉台部内面に灰砂目を残す。外面体部には青灰色の釉で

草文が施してある。釉色は淡白灰色を呈す。

陶器片口鉢(84• 85) 84は復元口径18.2cm。口縁部内面の外は施釉されている。釉色は茶褐

色を呈する。 85は復元口径l1. 7cm。口縁部以外は施釉されている。体部外面上位に2条の波状

紋を施している。釉色は茶褐色を呈する。

揺鉢(86~94) 86 • 87 • 93は陶器の揺鉢である。 86は復元口径36.8cm。87は復元口径31.8cm 

。いずれも口縁部に施釉されている。釉色は茶灰色を呈する。 93は復元底径11cm。器面調整は

内外面横ナデ調整で、内面に8本単位の揺目を施している。回転糸切り底である。 88~94は瓦質

土器の揺鉢である。 88は復元口径31.8cm.器面調整は口縁端部に横ナデ謁整、体部内外面に斜

め及び横方向にハケ目調整．内面にハケ目ののち5本単位の揺目を施している色調は内面褐色

、外面暗灰褐色を呈する。 89は復元口径33cm。片口を有する。器面調整は口縁端部に横ナデ調

整、体部外面にナデ調整、内面に横方向にナデ調整後4本単位の揺目を施している．色調は灰

褐色を呈する。 90は復元口径は29.6cm。器面調整は口緑端部に横ナデ調整、体部外面にハケ目

調整、内面に横方向にハケ目調整が揺目を施している。色調は茶褐色を呈する。 91は復元底径

14.4cm.器面調整は外面は底部にまでハケ目調整、内面は横方向にハケ目調整後4本単位の揺

目が施してある。色調は灰褐色を呈する。 92は復元底径15.1cm。器面調整は外面斜め方向にハ

ケ目調整、内面横方向にハケ目調整の後3~4本単位の揺目を施している。色調は灰褐色を呈す

る。 94は口径23.7cm、底径14.3cm、器高11.3cm.器面調整は口緑端部に横ナデ調塾、体部外面

に斜め方向にハケ目調整、体部内面に横方向にハケ目調整。揺り目は3本を単位とし、内底部

で弧を描く様に施している。色調は灰褐色を呈する。

鉢(95~100) いずれも瓦烈土器である。 95は復元口径39.8cm.器面調整は口緑端部に横ナ

デ調整、体部内外面にハケ目調整。色調は外面暗茶褐色、内面淡灰色を呈する。 96は復元口径
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3.調査の記録 (2区）

42.4cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、体部外面に斜め方向にハケ目調整、内面に横方向

にハケ目調整。外面に煤が付着している。色調は褐色を呈する。 97は復元口径29.2cm。器面調

整は口縁端部に横ナデ調整、体部内外面に横ナデ調整。外面には煤が付着している。色調は暗

褐色を呈す。 98は復元口径38cm、底径33.2cm器高9.9cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、

体部外面に縦方向にハケ目調整、内面に横方向にハケ目調整。色調は褐色を呈す。 99は復元底

径24.3cm.器面調整は外面縦方向にハケ目調整、内面に底部付近で指押さえ後のハケ目調整が

認められる。色調は褐色を呈する。 100は復元口径20cm、底径11.8cm、器高10cm。片口を有し

、器面調整はハケ目調整。色調は褐色を呈す。

火鉢(101・102・103) いずれも瓦質土器である。 101は口縁部から2条、 1条、 2条計5条の突帯

を有する。口縁部と・中段の間には鋸状押し圧文をX字状に配し中段と下段の間には菱形状のス

タンプを配している。器面調整は口縁部から外面は横ナデ調整、内面はハケ目調整である。 10

2は復元底径18cm。脚部を有しその直上に1条の突帯がめぐる。器面調整は外面横ナデ調整、内

面ハケ目調整。色調は外面褐色、内面暗褐色を呈する。 103は復元口径33.5cm、底径20cm、器

高18.8cm.器面調整は全体ナデ調整である。色調は暗褐色を呈する。

石臼(104) 復元口径31.6cmを測る。

陶器壺(105) 復元口径15.6cm。全面に施釉されており、釉色は茶褐色を呈する。内面に叩

きが施してある。

陶器甕？（106~109) 106は復元底径19.4cm。107は復元底径19.8cm。108は復元底径19.6cm。l

09は復元底径14.6cm。いずれも暗褐色を呈する。

SD014(Fig.4) 

DT-150~DS • DT-152グリットで検出した。 SD004の東側をほぽ平行に延びる溝

である。調査区外に展開する。検出面の標高はII.8m前後である。幅0.5m~0.7m、深さ0.3 

m前後である。埋土は灰褐色を基調としており、埋土中より遺物を検出した。

出土遺物（Fig.46) 

陶器皿(110) 復元口径13cm、高台径4.2cm、器高3.4cm。内面、体部外面中位にまで施釉さ

れている。内底部に目跡がある。釉色は緑灰色を呈する。

S DO 1 5 (Fig. 4) 

DR-149~DT-149・159グリットで検出した。 SK016と切り合い関係にあり本遣構が

先出する。東西方向に延びる溝である。検出面の標裔は11.6m前後である。幅0.9m~2m、深

さ0. 3m前後である。埋土は暗灰色を基調としており、埋土中より遺物を検出した。
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3.調査の記録 (2区）

一 ‘--
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Fig. 4 1 SD O O 4出土遺物実測図② （l/3) 
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 4 4 SD  O O 4出土遺物実測図⑤ (l/4) 
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 4 5 SD O O 4出土遣物実測図⑥ (1/4) 

SD O 1 5出土遺物（Fig.47) 

土師器皿(111) 復元口径6.5cm、底径3.5cm、器

高1.7cm.器面調整は内外面回転横ナデ調整で、回

転糸切りはなし底である。色調は淡褐色を呈する。

陶器碗(112・113) 112は復元高台径4cm。内面に

施釉されており、内底部に目跡がある灰白色を呈す

ロニ二
0 5cm 

一る。 113は復元裔台径4.7cm。全面に施釉されている Fig. 4 6 S D014出士遺物実測図(t/3)

。内底部には白色の釉で

2重に円が施してあり、

その内部に花文のスタン

プを配している。釉色は

黒灰色を呈する。色を呈

する。

ここに亥11

、 こ‘, ` ’ 

10cm :  

゜Fig. 4 7 SD  O 1 5出士遺物実測図 (1/3) 
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SD O 3 3 (Fig. 4) 

DN-150・151グリットで検出した。 SD037に後出する他、 SK018・SD034と

切り合い関係にあるが前後関係は確認できなかった。大部分は調査区の北に展開する。検出面

の標高は11.8m前後である。幅0.7~l. lm、深さ0.2mほどを測る。埋土中から比較的多くの遣

物を検出した。

出土遺物（Fig.48・49)

士師器皿(115) 復元口径9.1cm。内外面横ナデ調整。回転糸切り底である。色調は淡褐色を

呈する。

白磁皿(116) 復元口径13.9cm、底径5.7cm、器高3.1cm。全面に施釉されており、嘉台畳付

部に目跡がある。釉色は淡灰白色を呈する。

磁器染付皿(117• 118) 117は復元口径25.9cm。内外面に施釉されており、内面に暗緑灰色

の釉で花文が描かれており、外面口縁直下に1条の線が廻らされている。釉色は淡灰白色を呈

する。 118は復元口径13.4cm。内外面に施釉されており、内面には淡い紺色で魚（鮒？）が描

かれており、目跡がある。釉色は灰白色を呈する。

磁器碗（119・120) 119は復元高台径4.7cm。内面及び体部外面下位にまで施釉されている。

釉色は淡灰白色を呈する。 120は復元口径7.1cm。内外面に施釉されており、釉色は灰白色を呈

する。

陶器絵付皿(121) 復元口径29.3cm、高台径8.1cm、器高7.5cm。外面は体部中位にまで施釉

されており、下位に釉垂れてしている。内面は全体に施釉されているが、見込みにまでは黄灰

色の釉が施されており、暗緑色の釉と鉄釉で草花文が描かれている。内底部に目跡がある。

士鈴(122) 長径4cm、短径2.8cm。淡褐色を呈する。

陶器並(123• 124) 123は復元口径23.5cm。124は復元口径26cm。いずれも内、外面に施釉さ

れており、釉色は暗茶褐色を呈する。

鉢(125• 126 • 127 • I 28) いずれも瓦質土器である。 ・125は復元口径26.4cm。器面調整は口緑端

部に横ナデ調整、体部内外面にハケ目調整。外面に煤が付着している。色調は暗褐色を呈する

126は復元口径34.5cm、底径31.6cm、器高10cm。器面調整は口緑端部に横ナデ調整、内面に横

方向にハケ目調整、外面に縦方向にハケ目調整。暗褐色を呈する。 127は復元口径16.4cm、底

径14.3cm、器裔4.5cm。器面調整は口縁端部及び体部外面にナデ調整、内面に横方向にハケ目

調整。暗褐色を呈する。 128は復元口径28.2cm、底径29.2cm、器高5、1cm。体部内外面にハケ目

調整、口縁端部と内外面底部にナデ調整が認められる。褐色を呈する。

火鉢(129) 復元口径36.1cm。器面調整は口縁端部横ナデ調整、体部内面に横方向にハケ目

調整、外面にナデ調整。体部外面にスタンプを配する。黒灰色を呈する。

揺鉢(130・131・132) 130・ 131は土師器である。 130は復元底径16cm。131は同14.2cm。いずれ
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3.調査の記録 (2区）
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3.調査の記録 (2区）

も内面にハケ目調整の後揺目を施している。 132は陶器である。内外面に横ナデ調整後内面に

8本単位の揺目を施している。回転糸切り底である。

SD037(Fig.4) 

DM-150~151グリットで検出した。福0.4m前後、深さ0.2mであり、調査区外に展開する

。埋士中より陶磁器等を検出した。

出土遺物（Fig.50) 

陶器碗（134) 復元高台径5cm。体部外面下位にまで施釉されており、高台部にまで釉垂れし

ている。内面は全面施釉されており、内底部に目跡を残す。釉色は灰白色を呈する。

青磁碗（135) 復元口径11.8cm、高台径4.7cm、器高6.7cm。ほぽ全面に施釉されている。釉

色は淡緑色を呈する。

磁器染付皿(136) 復元口径13.2cm、高台径4.2cm、器高2.7cm。全面に施釉されており高台

畳付部に目跡がある。内底部に淡い紺色の釉で草花文（？）が描かれている。釉色は淡灰白色を

呈する。
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Fig. 5 0 SD  O 3 7出土遺物実測図 (1/3 • 1/4) 
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火鉢（137) 瓦質土器。復元口径39.5cm。外面に3条の突帯を有し、口縁直下の2条の突帯と

下段の1条の突帯の中間にスタンプを配する。器面調整は口縁端部、外面に横ナデ調整、内面

に横方向にハケ目調整。色調は黒褐色を呈する。

石鍋(138) 復元底径28.5cmを測る。

(3)その他の遺蠣と出土遺物

a)土壕と出土遺物

S K032 • S K035 • S K036 • S K045の4基は上部の大半を削平された状態で検出したが、埋

土中から縄文士器を検出した。

S K O 3 2 (Fig. 5 I) 

D0-150・ 151グリットで検出した。検出面のは11.6~11. 7mである。平面形は長軸lm・短

軸0.7"を測る不整形な隅丸長方形状を呈している。断面形は深さは0.4m~0.3mを測る逆台形

状はややきつく立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが北に向かって微妙に傾斜している。埋土

は黒褐色土の単層で自然堆積による埋没と判断する。埋士中から遺物を検出した。

出土遺物（Fig.52)

甕(144• 145) 細片を5点検出した。刺突文を有するもの1点、条痕文を有するもの4点を検出

し、 2点を図化することができた。 144• 145は口縁の一部。 144は外面口縁部直下に刺突を有す

る。器面調整は磨耗のため不明瞭。暗褐色を呈する。 145は外面に縦方向の条痕、内面に横方

向の条痕が施されている。褐色を呈する。

「 9
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し 云 旦

ml 

A 月 琶墨旦mA 

゜
1m 

Fig. 5 1 SK  O 3 2土墟実測図 （1/30) 
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 5 2 SK O 3 2出土遺物実測図 （1/3) 

SK O 3 5 (Fig."53) 

DL  • DM-150グリットで検出した。検出面の標高は11.7"程である。平面形は北西部分が

突出した長軸l.lm．短軸0.8mを測る不整形な隅丸長方形状を呈している。断面形は深さ1.5

mを測る逆台形状を呈し、壁面は北・西面でややきつく立ち上がる。底面はほぽ平坦である。

埋士は黒褐色士の単層で自然堆積による埋没と判断する。底面に近い埋土中から遺物を検出

した。

出土遺物（Fig.54)

甕（146~150) 細片を16点検出した。刺突文を有するもの1点、条痕文を有するもの15点であ

゜口
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「二 ）luし
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言｀~ 犀
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゜
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し

Fig. 5 3 SK035土壊実測図 (1/30) 
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Fig. 5 4 SK035出士遺物実測図 (l/3) 

り、 5点を図化することができた。 147・147は口縁の一部。口縁端部に刻目が施してあり胴部外

面に縦方向の条痕、内面に横方向の条痕が施してある。 148~150は胴部の細片であり、いずれ

も外面に縦方向の条痕、内面に横方向の条痕が施されており褐色を呈する。

SK O 3 6 (Fig. 55) 

DM-149グリットで検出した。 SD034と切り合い関係にあり、本遺構が前出する。検出面

の標高は11.7m程である。平面形は長軸1.2m．短軸0.5mを測るやや不整形な隅丸長方形状を

呈している。 断面形は深さ0.5m程を測る逆台形状を呈し、壁はきつく立ち上がる。底面は平

坦である。埋土は黒褐色士の単層で自然堆租による埋没と判断する。遺物は底面に近い埋士中

から検出した。

出土遺物（Fig.56)

甕（151~153) 細片を3点検出した。 151・152は口縁の一部である。口縁端部に刺突文が施さ

れており、外面には刺突文及び条痕が施されている。内面はナデ調整である。 153は胴部の一

部であり、外面に刺突文及び条痕文が施されている．いずれも暗褐色を呈する。
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S K O 4 5 (Fig_ 57) 

DI -150グリットで検出した。攪乱により遺構上部の大部分が削平されている。検出面の

標高は11.6mである平面形は長軸1.lm．短軸0.8mを測るやや不整形な隅丸長方形状を呈する

。断面形は深さO.lm程を測る逆台形状を呈している。底面は平坦である。埋土は黒褐色土で

埋土中から遺物を検出した。

出土遺物（Fig.58) 

甕（154，，，l却 細片を7点検出し、 3点を図化することができfこ0 ぃずれも胴部の細片であり

、外面に縦方向の条痕、内面に横方向の条痕が施されている。褐色を呈する。

百

区

9

ii “ 
月 8

 

A 甕 mA

二 互

゜
lm 

Fig. 5 7 SK  O 4 5士墟実測図 (1/30) 

4
 
5
 

↑
 

．ヽ
＇・
,. 
,‘
 

ャ
i
g
t
"~

i
 

.

.

 

§

i
L
 

●

’̀
 “

い小.1
l
l
 

、 9

囮
U
ぃ9
9

蔚窃
”

3
硲心

5
 
5
 

一

効
マ
／
羹
ぬ
芦

^
J
J
.
g．
昂

i

6
り
．．
 

り
ふ
・~亀
．
“
入ヽ

＇

？．
J
了
ふ

U

惑
贄

い
い
料

H
日
爪
バ

至^^
ご
さ
言
呈
芍
f

必
翠

詈喜闘犀i靡
156 

Fig. 5 8 SK  O 4 5出士遺物実測図 (1/3) 

゜
10cm 

-58-



3.調査の記録 (2区）

(4)遺物包含層とその他の出土遺物

a)遺物包含層

調査区のほぽ東側半分は谷地形部になると考えられ地形が落ち込んでいる。その部分の上層

に厚さ20~30cmを測り、褐色～明黒色を呈する遺物包含囲が堆積している。以下は砂層となる

。遺物は主に古墳時代の士師器を検出した。

b)その他の出土遺物

縄文時代の遺物（fig.59) 

甕(157~161) 157はSDOOlから検出した刻目突帯文土器である。口縁部に断面三角形の突

帯を貼付け、刻目を施している。器面は外面に条痕、内面にナデ調整が行なわれている。淡褐

色を呈する。 158は包含恩からの検出した刻目突帯文土器。口縁部にやや小さめの突帯を貼り

付け、刻目を施している。器面は内外面に条痕が施してある。淡褐色を呈する． 159はSK018 

から検出した。胴屈曲部と思われる。断面三角形の突帯を貼付け、刻目を旋している。暗褐色

を呈する。 160はSD033から検出した。胴部の一部であり、外面に縦方向の条痕、内面に横方
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m．篠木野追跡

向に条痕を施したのちナデ調整が行なわれている。暗褐色を呈する。 161はSD037から検出し

た刻目突帯文土器である。口縁部と胴屈曲部にやや大きめの突帯を貼り付け、刻目を施してい

る。淡褐色を呈する。

古墳時代の遺物（Fig.60)

いずれも包含層からの検出である。

甕(162~166・173) 162は復元口径15.6cm、残存器高11.6cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整

、外面にハケメ調整、内面にヘラケズリ調整が行なわれている。褐色を呈する。 163は復元口

径16.7cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、外面にハケメ調整、内面にヘラケズリ調幣が行な

われている。褐色を呈する。 164は復元口径16.5cm、残存器高7.1cm。器面調整は口縁部に横ナ

デ調整、外面にハケメ調整、内面にヘラケズリ調整が行なわれている。明褐色を呈する。 165

は復元口径15.1cm、残存器高6cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、内外面にハケメ調整が行

なわれている。淡黄褐色を呈する。 166は復元口径17.1cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、

外面にナデ調整、内面にヘラケズリ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 173は口径12.2 

cm、器高15.5cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、外面にハケメ調整、内面にヘラケズリ調整

が行なわれている。褐色を呈する。

壺(167~172・174・175) 167は二重口縁壺。復元口径17.3cm、残存器高4.2cm。器面調整はロ

縁部に横ナデ調整、外面にナデ調整、内面にヘラケズリ調整が行なわれている。褐色を呈す

る。 168は復元口径19.2cm、残存器高5.3cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、外面にハケメ調

整、内面にヘラケズリ調整が行なわれている。明褐色を呈する。 169は復元口径13.1 cm、残存

器高7cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、外面にナデ調整、内面にヘラケズリ調整が行なわ

れている。明褐色を呈する。 170は復元口径15.1cm、残存器高5.3cm。器面調整は口縁部に横ナ

デ調整、肩部外面にナデ調整、内面にヘラケズリ調整が行なわれている。明褐色を呈する。 17

lは復元口径17cm、残存器i¥'.li6.5cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、外面にハケメ調整後にナ

デ調整、内面頸部にハケメ調整、胴部にナデ調整が行なわれている。明褐色を呈する。 172は

復元口径18cm、残存器高7.9cm。器而調整は口緑部に横ナデ調整、外面にナデ調整、内面頸部

にハケメ調整、胴部にハケメ調整後にナデ調整が行なわれている。明褐色を呈する。 174は残

存器高10.4cm。肩部に焼成後穿孔を有する。器面調整は外面にハケメ調整、内面にナデ調整が

行なわれており、外底面に黒班を有する。明褐色を呈する。 175は復元口径10cm、器高10.2cm 

。器面調整は口縁部に横ナデ調整、外面にハケメ調整、内面にヘラケズリ調整が行なわれてい

る。暗褐色を呈する。

高坪(176~180) 176~178は坪部のみの検出。 176は復元口径20.4cm、残存器高4cm。器面調整

は内外面にナデ調幣である。明褐色を呈する。 177は復元口径18.3cm、残存器高5.6cm。体部に

屈曲部を有する。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、外面屈曲部上位にハケメ調整、下位にナ
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3.調査の記録 (2区）
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皿篠木野遥跡

ミ――□- ―
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゜
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10cm 

Fig. 6 1 古墳時代の遣物② （1/3) 

デ調整、内面に不定方向のハケメ調整が行なわれている。褐色を呈する。 178は復元口径18.1 

cm、残存器高6.8cm。体部下位に屈曲部を有する。器面調整は口緑端部に横ナデ調整、外面は

磨耗のために不明瞭、内面にハケメ調整が行なわれている。明褐色を呈する。 179・180は脚部．

179は裾部径15.5cm、残存器高7.8cm。裾部上位の3方向に焼成前穿孔を有する。器面調整は裾

端部に横ナデ調整、内面にナデ調整が行なわれている。外面は磨耗のために不明瞭。淡褐色を

呈する。 180は残存器高9.7cm。裾部に屈曲部を有し、屈曲部の上位に3方向、下位は欠損して

いるため不明碓であるが焼成前穿孔が認められる。器面調整は外面にハケメ調整後にナデ調整

、内面脚部にナデ調整、裾部にハケメ調整が行なわれている。明褐色を呈する。

高台付鉢（181・182) 181は復元口径10.2cm、裾部径8.2cm、器高8.6cm。器面調整は口縁端部

と裾端部に横ナデ調整、内外面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 182は復元口

径12cm、裾部径7.4cm、器高9.6cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、体部外面にハケメ調整

、内面にナデ調整、脚部外面にナデ調整、内面にハケメ調整が行なわれている．褐色を呈する．

鉢(183) 復元口径17.8cm、器高10.5cm。底部に焼成前穿孔を有する。器面調整は外面にナ

デ調整、内面上位にナデ調整、 下位にヘラケズリ調整が行なわれている。外底面に黒班を有す

る。明褐色を呈する。
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4.調査の記録 (3区）
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m.篠木野追跡

4.躙査の記録ー3区一

調査トレンチが東西に細長い狭い範囲であったため検出した遺構・遺物も少なく、土墟3基

・小穴、土師器片を検出した。

(1)古墳時代の遺構と出土遺物

a)土壕と出土遺物

SK  O O 4 (Fig. 63) 

BU-113グリットで検出した。半分が調査区外に展開する。検出面の標嘉は10.3mを測る

。平面形は不整形な円形を呈すると思われ、検出した部分の最大径は2mを測る。深さ0.3mを

測り。壁は2段の稜をもって緩く立ち上がる。埋土は褐色を基調としており、埋土中より遺物

を検出した。

出土遺物（Fig.64)

壺（1) 士師器。口縁部のみの検出。復元口径7.8cm。器面調整は口緑部内外面に横ナデ調整

。褐色を呈する。

甕（2) 士師器。復元口径は16.8cm。器面調整は口縁部内外面にナデ調整。胴部内面にヘラ

ケズリ調整。褐色を呈する。

S K O O 5 (Fig. 65) 

BV-113グリットで検出した。 半分が調査区外に展開する。検出面の歴高は10.4m程を測

る。平面形は楕円形を呈すると思われ、検出した部分の最大径は0.5mを測る。深さO.lmを測

J
 

L_ --1 

標高10.5m

ーニニ拿

゜
lm 

Fig. 6 3 SK  O O 4土墟実測図 (1/30) 
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4.調査の記録 (3区）

□□ ーー ニ＝＇2

゜
10cm 

Fig. 6 4 SK  O O 4出土遺物実測図 （1/3) 

り、埋士中より遺物を検出した。

――/' 

言

標高10.5m

そ-}

゜
lm 

出土遺物（Fig.66)

壺（4，，，7) 土師器。いずれも口縁部のみの検

出。 7は復元口径17.9cm。器面調整は口縁端部

に横ナデ調整、内面にハケ目調整後のナデ調整

、外面ハケ目調整。褐色を呈する。 5は復元口

径 14cm。器面調整は口緑端部に横ナデ調整、

内面にハケ目調整、外面にナデ調整。茶褐色を

呈する。 6は復元口径14.6cm。器面調整は内面

ハケ目調整、外面にナデ調整。褐色を呈する。

7は復元口径14.7cm.器面調整は口緑端部に横

ナデ調整、内面にハケ目調整、外面にナデ調整

Fig. 6 5 SK  O O 5土壊実測図 (l/30) が行なわれている。褐色を呈する。
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Fig.66 SK005出士姐物実測図 (l/3) 
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皿篠木野遺跡

(2)その他の出土遺物（Fig.67) 

壺(8~15) 土師器。 8は復元口径15.5cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部内面にヘラ

ケズリ調整、胴部外面にハケ目調整。色調は淡黄褐色を呈する。 9は復元口径19.2cm.口縁部

に横ナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整、胴部外面にハケ目調整。淡黄褐色を呈する。 10は

復元口径15.2cm.口縁部に横ナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整、胴部外面は磨耗のため不

明瞭。褐色を呈する。 11は復元口径11.7cm。器面調整は口緑部から胴部外面上位にナデ調整、

中位にハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整。褐色を呈する。 12は復元口径15cm。器面調整

は口縁部に横ナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整。口縁部内面に黒斑を有する。 13は復元口

径13.5cm。口縁部と内面にナデ調整、胴部外面にハケ目調整。褐色を呈する。 14は復元口径は

11. 2cm。器面調整は口緑部にナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整、胴部外面にハケ目調整。

淡黄褐色を呈する。 15は復元口径14.4cm.器面調整は口縁部と胴部外面にナデ調整、胴部内面

にヘラケズリ調整。淡黄褐色を呈する。

鉢(16) 土師器。復元底径4.8cm。器面調整は内外面ナデ調整。外面に黒斑を有する。

器台(17) 土師器。復元受部径6.6cm。器面調整は全面ナデ調整である。淡褐色を呈する。

高坪(18~21) 士師器。 18は復元底径9.2cm。器面調整は脚端部に横ナデ調整、内外面にハケ

目調整。淡褐色を呈する。 19は底径9.7cm。器面調整は脚端部に横ナデ調整、内面にハケ目調

整、外面にヘラミガキ調整。裾部の4方向に外側から焼成前穿孔が行なわれている。 20は復元

底径11cm。器面調整は脚端部に横ナデ調整、内外面にハケ目調整。裾部上位の3方向に外側か

ら焼成前穿孔が行なわれている。淡褐色を呈する。 21は復元口径18.8cm、底径12.5cm、器高13

cm.器面調整は内外面にナデ調整。杯部内面に黒斑を有し、裾部上位の4方向に外側から焼成

前穿孔が行なわれていると思われる。赤褐色を呈する。
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4.調査の記録 (3区）
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5.調査の記録 (4区）

5.調査の記録

(I) 4区の基本層序（Fig.69)

-4区一

堆積土は6層に大別できた。 1罰は厚さ20~30cmを測る現耕作士である。 Il層は厚さ10~20cm

を測り、淡褐色を呈する現耕作土の床土である。田層は厚さ10cm前後を測る明褐色土である。

w層は黒褐色を呈し、微最であるが士器細片を検出した。しかし、直下のV層は、厚さ10cm前
後を測る灰褐色を呈し、鉄分・マンガンを含んでいることからW層は遺物包含層ではなく旧耕

作土であり、 V層はその床土で

あると考えられる．VI層は厚さ2

5cm程を測り、暗黒褐色を呈する

遺物包含層である。その直下で

基盤である褐色士を検出した。

蠣高9.6m

,
I
2
-3
-
5

-6
l
7
 

9----- - -

2m 

1．耕作土
2．淡褐色土
3．明褐色土
4．暗褐色土

5．黒褐色土
6．灰褐色土
7．晴黒楊色土

4区基本阿序 (l/60) 

(2)弥生時代の遺構と遺物

a)甕棺墓と出土遺物

S J 1 0 1 (Fig. 70) 

AW-22・23グリットで検出した。成人用の挿入式合口甕棺墓である。検出面の標高は8.5m

~8. 6mを測る。慕墟の平面形は長軸2.lm、短軸l.lmを測る不整形な隅丸長方形を呈してい

る。深さは0.3mを測り、底面は舟底状を呈している。主軸をE-12'-Nにとる。

SJ 1 0 1甕棺（Fig.76) 

復元内口径38cm

Fig. 6 9 

L-

一

標高8.8m

ー＿一

J:甕(1)

-0
 

1m 

Fig. 7 0 SJ 101甕棺墓実測図 {1/30) 

、外口径49.6cm、底径9cm、

器高71c.m。器面調整は口縁部

に横ナデ調整、胴部内外面及

び外底部にナデ調整。内面に

黒斑を有する。口縁部は内側

に強く突出したT字形を屋す

る。胴部中位よりやや下に断

面三角形の貼付突帯を1条有

する。淡褐色を呈している。

下甕(2) 復元内口径49.6

cm、外口径60cm、底径10.8cm 

。器高は胴部下位が欠損して
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いるため不明。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部内外面及び外底部にナデ調整．口縁部は

内側に強く突出したT字型を呈する。胴部中位に断面三角形の貼付突帯1条を有する。淡褐色

を呈す．

L-

冒璽粘土
淡：；令；淡

標高8.8m

冒 ---

゜
lm 

SJ 1 0 2 (Fig. 71) 

AX-23グリットで検出し

た。上半部及び南側1/3を削

平されている。成人用の接口

式合口甕棺墓である。接口部

には黄褐色粘土による目張り

の跡が認められる。検出面の

標高は8.6m程を測る。検出

した部分の墓墟の平面形は長

軸l.7m、短軸0.8mを測る不

整形な楕円形を呈すると思わ

れる。深さは0.2mを測り、底Fig. 7 1 S J 1 0 2甕棺墓実測図 (1/30) 

面は舟底状を呈している。 主軸をE-5'-Nにとる。

SJ 1 0 2甕棺(Fig.76) 

上甕（3) 復元内口径46cm、外口径56cm。底部は欠損している。器面調整は口縁部に横ナデ

調整、胴部内外面にナデ調整。口緑部はT字型を呈する。胴部中位には断面三角形の貼付突帯

を1条有する。淡褐色を呈する。

下甕（4) 復元内口径42cm、外口径54cm。底部は欠損している。器面調整は口緑部に横ナデ

調整、胴部内外面にナデ調整。口縁部は内側にやや張り出したT字型を呈する。胴部中位よ

りやや下位に断面三角形の貼付突帯を1条有する。淡褐色を呈する。

A
-

標高8.9m

— -
-0
 

lm 

S J 1 0 3 (Fig. 72) 

AY • AZ-22グリットで検出した。

ほとんどが削平され、胴部の下半部を検

出したにすぎなかった。検出面の標高は

8. 7mほどである。墓墟の平面形は長軸

1. lm、短軸0.6mを測る不整形な楕円形

を呈する。深さO.lmを測り、底面は舟

底状を呈する。 主軸をE-15'-Nにとる．

甕棺を図化することはできなかった。

Fig. 7 2 S J 1 0 3甕棺墓実測図 (1/30) 
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5.調査の記録 (4区）

SJ 1 04(Fig.73) 

AZ・ BA-22グリットで検出した。

大部分を削平された状態で検出した。成

人用の接口式合口甕棺墓である。接口部

に黄褐色粘土による目張りの跡が認めら

れる。検出面の標高は8.7m前後である

。墓塙の平面形は長軸1.5m、短軸l.lm 

を測る不整形な隅丸長方形を呈している

。深さは0.2m程を測り、底面は舟底状

を呈している。主軸をE-2'-Nにとる。

SJ104甕棺（Fig.76) 

上甕（5) 復元内口径48.6cm、外口径6

し

疇羹粘土
婆蕊裟冬

--1 

標高8.9m

=---
0 1m 

0. 6cm。底部は欠損している。器面調整 Fig. 7 3 S J 1 0 4甕棺姦実測図 （1/30) 

は口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整。胴部外面に黒斑を有する。口緑部はT字型を

呈する。胴部外面下位に断面M字形の貼付突帯を有する。淡褐色～灰黒色を呈する。

下甕（6) 復元外口径52.4cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整。胴

部中位に断面M字形の貼付突帯を有する。淡褐色～黒褐色を呈する。

S J 1 0 5 (Fig. 7 4) 

BA-23グリットで検出した。成人用の単棺か（？）。検出面の標高は8.8mを測る。墓墟の平

面形は長軸1.3m、短軸l.lmを測るやや

不整形な隅丸長方形を呈する。断面形は

深さ0.3mを測る逆台形状を呈しており

、壁はきつめに立ち上がる。底面はほぼ

平坦である。主軸をN-65'-Wにとる。

SJ 1 0 5甕棺（Fig.76) 

甕（7) 口縁部欠損。底径13.4cm、残

存器高94cm。器面調整は胴部内外面及び

外底部にナデ調整が行なわれている。胴

部中位にM字形に断面三角形の貼付突帯

を2条有する。明褐色を呈する。

し _j  

標高8.9m

一 一

。
lm 

Fig. 7 4 S J 1 0 5甕棺墓実測図 (l/30) 
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し -4 

標高8.9m

一窒ゴ三

゜
1m 

SJ 1 0 6 (Fig. 75) 

BB-23グリットで検出

した。上半部を削平されて

おり、上甕は口縁の一部し

か残存していない。成人用

の接口式合口甕棺墓である

。検出面の標高は8.7~8. 8 

mを測る。墓墟の平面形は

長軸l.8m、短軸1.2mを

測る不整形な楕円形を呈し

ている。深さは0.2m前後

を測り、南側でやや低く

なっている。底面は舟底状

を呈している．主軸をN-T

-wにとる。Fig. 7 5 S J 1 0 6甕棺墓実測図 (1/30) 

SJ 1 0 6甕棺（Fig.76) 

上甕（8) 口縁の一部のみ残存。復元内口径53.2cm、外口径64.4cm、残存器高10.8cm。器面

調整は口緑部横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。

下甕（9) 胴部中位及び底部が欠損している。復元内口径60.8cm、外口径79.2cm。口緑直下

に断面三角形の突帯と、胴部下位に断面M字型の突帯を貼付けている。器面調整は口縁部に強

い横ナデ調整、胴部外面にナデ調整が行なわれている。内面は磨耗のために調整不明瞭である

。淡褐色を呈する。

(3)その他の遺蠣と包含層出土遺物

本調査区で柱穴の可能性がある小穴を多数検出したが、掘立柱建物として認定できたのは1

棟のみであった。いずれの柱穴からも遺物を検出しなかったため時期の確定はできなかった。

a)掘立柱建物

S B O O 1 (Fig. 77) 

AV-17グリットで検出した。検出面の標高は8.3~8.4mほどである。梁行1問、桁行2間に

なると思われる建物である。 主軸をN-38'-Eにとる。柱穴の平面形は径0.2~0. 3~を測る円形

を基調とし、深さは0.2~0. 3mを測る。柱穴掘り方の埋土は黒褐色を基調とする．
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SJ105 L 」
‘・ 

＼ 
8（上）

， 

I 1 ヽ
SJ101 

2（下）

‘、

,,>¥ I 戸
み99（下）

SJ106 

5（上）

|0 

”／ 4（下） l ［ 
SJ102 

巨 ＝ “／ 6（下） 150cm ・. ＇ 

SJ104 

Fig. 7 6 甕棺実測図 (l/16) 
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~\ 

＼ ＼ 

ヽ直

P3 

5 冒

b)包含層出土遺物（Fig.78) 

甕(14•15·16) 14は復元口径12

. 8cm、残存器高4.8cm。 器面調整

は口縁部に横ナデ調整、胴部外面

にハケメ調整、内面にヘラケズリ

調整が行なわれている。淡褐色を

呈する。 15は復元口径13.6cm、器

姦15cm。器面調整は口縁部に横ナ

デ調整、胴部外面にハケメ調整、

内面にヘラケズリ調整が行なわれ

ている。口縁部に指頭圧痕を有す

る。褐色を呈する。 16は口径10.4 

cm、器高14.4cm。器面調整は口縁

端部に横ナデ調整、 胴部外面にハ

ケメ調整、口縁部内面にハケメ調

整、胴部内面にヘラケズリ調整が

2'[' 
行なわれている。

壺（11・12・13) 11は復元口径16

Fig. 7 7 SB  O O 1掘立柱建物実測図 (1/60) . 2 cm、残存器高4.4cm。器面調整

は口縁部に横ナデ調整、肩部外面にハケメ調整、内面にヘラケズリ調整が行なわれている。褐

色を呈する。 12は復元口径12.8cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整が行なわれている。褐色を

呈する。 13は復元口径17.7cm、残存器高13.6cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、胴部外面上

゜

位にナデ調整、中位にハケメ調整、胴部内面にヘラケズリ調整が行なわれている。褐色を呈す

る。

鉢（17) 17は復元口径14cm、残存器高4cm。器面調整は不明瞭であるが、 内外面にヘラミガ

キ調整が認められる。淡褐色を呈する。淡褐色を呈する。

高坪(18) 残存器高5.1cm。裾部上位に焼成前穿孔を有する。器面調整は外面にヘラミガキ

調整、内面にハケメ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。
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□ -
12 ,、 い二二□

ー， 

3
 

↑
 

，＇ ,‘ 
9

,

 

18 

Fig. 78包含層出士遣物実測図 (l/3) 

葦冒

゜
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「 AA 「

4

T

r
·J

~

2

~

1

~

9)
 」̀□゚

□~
弘
／
／]

]

A
B
 

上A
 
A
 

。

丁 AB ゴ― AC

Fig. 7 9 篠木野逍跡5区逍構配置図 （1/200) 
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6.調査の記録 (5区）

6.調査の記録 ー5区一

(1)縄文時代の遺蠣と遺物

a)土壕と出土遺物

S K O O 2 (Fig. 80) 

AB-3グリットで検出した。検出面の標高は8.2m~8.3mを測る。平面形は径2.2m程の円

形に近い隅丸方形を呈している。断面形は深さ0.8---0.9mを測る逆台形状を呈し、壁はきつく

立ち上がる。底面は舟底状を呈する。埋土は15屈に分恩でき、自然堆積による埋没状況を示し

ている。埋土中より遺物を検出した。

可

匡 ＼
 

9

E
s
.8
憾
藍

ム」

4
図

A
 

標高8.5mA 

1肩椙色土
2,1畠色

l，訊巳：暉瞑が叫入）
．ヽ扇債色土債青色が切）
5肩貫日紐
"紐土1責8社・I叫
1羨茶椙紅II出•責9印叫）

8肩責日紐(It請＆加?I,¥)
9涙＇椙紐

＂ 紅
II．鼈畠色土
12鵡紅（責畠紅温入）
13．朋揚色土Ila!±•責'~io心l
14，褐色土（責日色幻以）
15，蓬I色

゜
1m 

Fig. 8 0 S K O O 2土墟実測図 (l/40) 
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出土遺物（Fig.81) 

甕(l~7) いずれも刻目突帯文土器の細片である。 1は如意形口縁を呈し、口縁端部に明瞭な

刻目を施している。器面調整は内外面ナデ調整。褐色を呈する。 2は如意形口縁を呈し、口緑

端部に細かい刻目を施している。器面調整は内外面にナデ調整。明褐色を呈する。 3は口縁部

に断面三角形の突帯を貼付け、やや細かい刻目を施している。器面調整は内外面にナデ調整。

明褐色を呈する。 4は口縁部に断面三角形の突帯を貼付け、突帯を施している。やや細かい刻

目であり、同様の刻目を口縁上端部にも施している。器面調整は内外面にナデ調整。外面に黒

斑を有し、明褐色を呈する。 5は屈曲部の細片である。断面三角形の突帯を貼付け、明瞭な刻

目を施している。器面の内外面には条痕が施されている。褐色を呈する。 6は屈曲部に断面三

角形の突帯を貼付け、明瞭な刻目を施している。内外面にナデ調整。褐色を呈する。 7は断面

三角形の突帯を貼付け、刻目を施している。器面調整は内外面にナデ調整。褐色を呈する。

＝［ーヨ □[ 
'' 

一 ヰ豆

2
 

一〗三3
9 、
‘’ 

ぃ
怜
什
以
，
い
、

巧竺受宮で＇

仔
什

H'

一 ニエ竺空て三三

H
げ
H
H

一］彎; f 5 

4
 

＝
 

7
 

゜
10cm 

Fig. 8 1 SK  O O 2出土遺物実測図 (l/3) 

(2)古墳時代の遺蠣と出土遺物

a)土壕と出土遺物

S K O O 3 (Fig. 82) 

AB・ AC-3グリットで検出した。検出面の標高は8.3m前後である。平面形は長軸lm、

短軸0.7mを測る楕円形を呈している。東側に段を有し、断面形は深さ0.3m~0.4mを測る逆

台形を呈している。埋土は褐色を基調としており、自然堆積による埋没と思われる。埋土中よ

り遺物を検出した。
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出土遺物（Fig.83)

土師器杯(8) 復元口径10.8 

cm、残存器高3.5cm。器面調整

は口縁端部に横ナデ調整、体部

外面上位と内面にナデ調整。体

部外面下位にヘラケズリ調整．

明褐色を呈する。

須恵器杯(9・10) 9は復元口

径10.2cm、残存器高3.6cm。器

面調整は口縁端部に横ナデ調整

、内外面にナデ調整．暗灰色を

呈する。 10は復元口径12.2cm、

残存器高3cm。器面調整は内外

面に横ナデ調整。焼成が甘く Fig.82 SK003土壊実測図 （1/30) 

色調は赤褐色を呈する。

L- 」

標高8.6m

皇
゜

lm 

口
□ 
□ 
〇 10cm 

Fig. 8 3 SK  O O 3出士遺物実測図 (l/3) 

b)井戸と出土遺物

SEOOl(Fig.84) 

AA-1グリットで検出した。素堀の井戸である。検出面の標高は8.2m~8.3mを測る。平

面形は径l.4m程のやや不整形な円形を呈している。断面形は深さ0.9m程を測る逆台形を呈し

ており、壁はきつく立ち上がる。底面はほぽ平坦である。埋土は7層に分層でき、自然堆積に

よる埋没状況を示している。底面からやや浮いた状態で遺物を検出した。井戸が廃棄された際

に何らかの祭祀行為が行なわれたものか（？）。
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出土遺物（Fig.85) 

壺(12~17) 12は復元口径15.1 cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、口縁部内面及び外面

にハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整。褐色を呈する。 13は復元口径16.5cm。器面調整は

口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整。明赤褐色を呈する

。14は12と同一個体か。残存器高12cm。器面調整は外面にハケ目調整、内面にヘラケズリ調整

。褐色を呈し外面に黒斑を有する。 15は13と同一個体か。残存器高14.3cm。器面調整は外面に

ハケ目調整、内面にヘラケズリ調整。内面暗褐色、外面明赤褐色を呈し、外面に黒斑を有する

. 16は復元口径9.9cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、外面にハケ目調整、口縁部内面に

ナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整．暗赤褐色を呈する。 17は復元口径14.3cm、残存器高8.

6cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、口縁部内外面にハケ目調整後にナデ調整、胴部外面

にハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整。赤褐色を呈し外面に黒斑を有する。

坪(18) 高坪の坪部か。復元口径18.4cm、残存器高5.3cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調

J
 

r
 

し

4
 

9
E
s.
8緬
~鰈
t

A 

m 

＼
ー
刃

A
 

標高8.5mA 

1．暗橘色土
2．明褐色土（賞褐色土プロック混入）
3．黒褐色土

4．褐色土
5貰褐色土＋淡褐色土混合

6．暗黒褐色土
1.,『白色粕質土

。
1m 

Fig. 8 4 SEO O 1井戸実測図 （1/30) 
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2
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＼ぃ
喜

言＇
『
-
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い
13

9
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、ヽ
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: : 、‘;

14 

し

＼
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―― 

゜
10cm 
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III.篠木野迫跡

整、外面にハケ目調整、内面にナデ調整。淡褐色を呈する。

小型丸底均（19) ほぽ完形。口径6.6cm、器高1.7cm。器面調整は口縁部内外面に横ナデ調整

、胴部外面に不定方向にハケ目調整、胴部内面にナデ調整。明赤褐色を呈し、外面に黒斑を有

する。

高杯{20) 18と同一個体か。復元底径16cm。残存器高10cm。器面調整は脚端部に横ナデ調整

、外面にナデ調整、内面にヘラケズリ調整。淡褐色を呈する。

把手(21) 全面にナデ調整を施しており赤褐色を呈する。

(3)その他の出土遺物

a)縄文時代の遺物（Fig.86)

甕{22~27) 22はSK003土壊より検出した。胴屈曲部に比較的小さな断面三角形の突帯を貼

付け、刻目を施している。器面調整は内面にナデ調整、外面に横方向に条痕文が施されている

。褐色を呈する。 23はP006小穴より検出した。胴屈曲部に断面三角形の突帯を貼付け、細か

い刻目を施している。器面調整は内外面にナデ調整。内面は暗褐色、外面は褐色を呈する。 24

はP015小穴より検出した。口縁部に断面三角形の突帯を貼付け、明瞭な刻目を施している。

器面調整は内外面ナデ調整である。明褐色を呈する。 25は表採。口縁端部直下に断面三角形の

突帯を貼付け、刻目を施している。器面調整は磨耗のため不明瞭であるが外面には条痕文の跡
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Fig. 86 縄文土器実測図 (l/3) 
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6.調査の記録 (5区）
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皿．篠木野迫跡

が認められる。淡褐色を呈する。 26は表採。如意形口縁を呈しており、刻目は施されていない

。器面は内面にナデ調整、外面にエ具によるナデ調整。淡褐色を呈する。 27は表採。素口縁で

外面口縁直下に一辺0.5cmほどの刺突文を配している。内面には不定方向に条痕文が施されて

いる。明褐色を呈する。

b)古墳時代の遺物（Fig.87)

いずれも表採及び包含肘からの検出である。

甕(28• 29) 士師器。 28は復元口径16.8cm、残存器高4.2cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整

、胴部内面にヘラケズリ調整。淡褐色を呈する。 29は復元口径17.6cm、残存器高3.6cm。器面

調整は口縁部に横ナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整。淡褐色を呈する。

鉢(30• 31) 土師器。 30は口径11.2cm、器商5.5cm。器面調整は外面に斜め方向にハケ目調整

、内面にナデ調整。暗褐色を呈する。 31は復元口径11.2cm、残存器高5.3cm。器面調整は外面

にハケ目調整、内面にナデ調整。内面に押圧痕が残る。黒褐色を呈する。

蓋(32• 33) 須恵器。 32は復元口径i2.6cm、器高3.6cm。天井部と体部の境に明瞭な稜を有し

、、意には段を有する。器面調整は内外面全体に回転ナデ調整。暗灰色を呈する。 33は復元口径

11. 8cm。体部と口縁部の境に段を有する。器面調整は内外面に回転ナデ調整。外面に自然釉が

付着している。暗褐色を呈する。

高坪？ （34) 須恵器。坪部か。復元口径11.6cm。残存器高5.6cm。口緑部と体部の境に段を

、その下位に一条の沈線を有刺、段と沈線の間に波状文を配している。器面調整は内外面全体

に回転ナデ調整。暗灰褐色を呈する。

はそう(35) 須恵器。残存器高4. 7cm。頸部に二条の沈線を有し、その問に文を配する

。器面調整は内外面全体に回転ナデ調整。暗灰色を呈する。

壺(36) 須恵器。 復元口径13 cm、残存器甜5cm。口緑部下位に波状文を配する。器面調

整は内外面に横ナデ調整。淡黄灰色を呈する。

手づくね土器(37・38) 37は口径2.5cm、器姦3.5cm。内外面にナデ調整。淡褐色を呈する。

38は口径2.5cm、器高3.5cm.内外面にナデ調整。淡褐色を呈する。

土製鏡（39~42) 最長4.2~4.3cm、最短3.8~4.4cm、最大厚l.8~l. 9cm。つまみ部分を有し、 40

・41はつまみ部分に櫛状工具による焼成前穿孔を有する。いずれも淡褐色を呈する。

把手(43) 接合部分より剥離している。残存長5.8cm、最大厚3.2cm、最大幅3.7cm。全体に

ナデ調整であり、 一部にハケ目調整が施してある。淡褐色を呈する。

-84-



琵琶原遺跡 2 • 3区

（ 王~WB-2 - 3 )
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IV.琵琶原遺跡

N.琵琶厩蒻ー2I 3区一

1.鯛査の概要

調査は掘削機による表土除去作業から開始した。 2区は0.2~0. 3mほどの表士下で、基盤の黄

褐色士及び砂質土を、 3区はl.2mほどの表土下に黄褐色粘質土の基盤を確認した。

表士除去後、 2区、 3区の順に人力による掘削及び記録調査に入った。

調査は、まず1/100の遺構配置図、1/20の全体遺構図を作成するための国土座標を基準とす

る5m方眼の基準杭を設定した。方眼の名称はX=+35K385 • Y =-63K340を基準とし、そこか

ら北にAA·AB · AC ・・・・、東へ 1•2·3•··· として各区画をAA-l · AB-

2・AC-3のように表示した。これは2区・3区を包括する。

追構検出が終了した部分から遺構配置図を作成し、遺構番号の設定、遺物の取り上げに利用

し、完掘した遺構は1/20の全体遺構図に記録し、とくに必要な遣構は1/20及び1/10の個別遺構

実測を行なった。

2.遺跡の概要

2区 南北に細長い調査区である。氷田下にあり、耕作士か0.2~0. 3m程で黄褐色士及び砂

質土の基盤を検出した。遺構埋土は黒褐色及び灰褐色土を検出した。調査区の大部分は谷地形

部にかかっていたため検出した遺構は少なく、弥生時代後期に属する土攘3基、中・近世に属

する溝4条を検出した。 SKOOlとSK003の土壊からは一括資料として良好な多量な土

器を検出し、 SD004からは磁器、陶器等の遣物を比較的多鼠に検出した。また谷地形部の

埋土上層は暗褐色土の遺物包含層が堆積しており縄文時代の遺物を検出した。遺構検出面の標

高は13.7m前後である。

3区 水田下にあり、調査区は谷地形部にかかっていた。基盤は一部分を確認でき、耕作土

下Im程で暗黄褐色土を検出し、地形は急激に落ち込んでいた。遺物は比較的多鼠に検出でき

遣物包含恩から弥生土器、土師器を検出した。

今回の調査地点は丘陵の縁辺部、谷地形部の落ち際であったと思われ、遺構は北側に展開し

ていると思われる。
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 8 8 琵琶原遺跡調査区設定図 (1/20, 000) 
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IV.琵琶原迫跡

3.調査の記録ー2区一

(1)弥生時代の遺蠣と遺物

a)土壕と出土遺物

SKOOl(Fig.90) 

BC・BD-17グリットで検出した。検出面の標高は13.7mほどである。 SD004と切り

合い関係にあり、本遣構が先出する。 平面形は長軸2.3m、短軸0.9mを測る不整形な隅丸長方

形を呈している。断面形は深さは0.3m前後を測る逆台形状を呈し、壁はややきつく立ち上が

る。遺構の東側には段を有し、底面はほぽ平坦である。埋土は黒褐色士の単層で、底面から浮

いた状態で弥生時代の甕・鉢・器台等の士器を多量に検出した。追構の埋没過程で一括投棄さ

れたものと思われる。

出土遺物（Fig.91~94) 

甕(l~19) 1は口径21.8cm、底径8.4cm、器高29.4cm。器面調整は口緑部に強い横ナデ調整、

胴部及び底部内外面にナデ調整を行なっている。内面に指頭圧痕を残す。褐色を呈する。 2は

口径25.4cm、残存器高24.4cm.器面調整は口縁部外面に強い横ナデ調整、口縁部内面にハケ目

調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行なっている。胴部外面上位に煤、内面

全体に黒斑を有する。褐色を呈する。 3は口径26cm、残存器高16.8cm。器面調整は口緑部に強

い横ナデ讀整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行なっている。褐色を呈する。

4は口径18.4cm、復元底径9.4cm、器高24.4cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、 胴部外面にハ

一

標高14.0m

□竺竺響二三
゜

1m 

Fig. 9 0 SK  O O 1土墟実測図 (1/30) 
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3.調査の記録 (2区）

千 AY 丁 AX 丁 AW 7 

r BK , BJ , Bl 7 

20 20 
• ----、

「 AP 千

12 

卜

11 

L
_
 

10 

L
_
 

AO 7 

12 

+ AN 7 
11 

-l 

」＇

19 

」ー

18 

...L BK 

10 

9

ト

戸十 ~ , BG , BF,  BE I BO 7 

L ----. ------.~ 19 
•・ 一・

--.---•--—ヽ、シ＾ ‘ Y=-63,250+ BC T BB 7 
._ X=35,475 

18 ...L AV ...1... AX 

`¥、+ BA , AZ 1 

I --¥.  

.、¥ -----.、

・ー、
• ----. -

」-BJ....L Bl 

十 AM 丁 AL 7 

，
 

」- BH

＜ーヨ

...L BG ...L BF 十

17 

L BE _1... BO + 
16 

17 

↓
 
16 

一15 

...L AW 」

十 千 T
 

L BC ...L BB ..L BA ...L AZ ...L 

8

」

8
 

十 AK 寸― AJ , Al 7 

7 

L AP ...L AO ..L AN + 

7 

+ AH , AG 丁 AF I AE 千 AD 7 

6
 

L AM ....L AL _l_ AK + 

15 

4 

4 

土 AJ + Al ..L AH ...L AG ...L AF ..L AE ...L AD 」

Fig. 89 琵琶原遺跡2区遺構配置図
- 89 ~ 90 -



3.調査の記録 (2区）

ケ目調整、胴部内面にナデ調整を行なっており、下位に指頭圧痕を有する。胴部外面中位から

下位にかけて黒斑を有する。褐色を呈する。 5は復元口径21.4cm、残存器高17.5cm。器面調整

は口緑部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整後ナデ調整、胴部内面にナデ調整を行なってい

る。胴部外面中位に黒斑を有する。褐色を呈する。 6は口径18cm、底径7.5cm、器高19.9cm。器

面調整は口縁部に強い横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整を行なっている。内面に指頭圧痕を

有する。淡褐色を呈する。 7は復元口径22.8cm、残存器高23.6cm。器面調整は口緑部外面に強

い横ナデ調整、口縁部内面にハケ目調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行な

っている。内面に指頭圧痕を有する。暗褐色を呈する。 8は復元口径20.8cm、底径8cm、器高18

. 7cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整後ナデ調整、胴部内面にナデ調

整を行なっている。淡褐色を呈する。 9は復元口径19cm、底径8cm、器高19.3cm。器面調整はロ

緑部に強い横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整を行なっており、内面に指頭圧痕を有する。褐

色を呈する。 10は復元口径14cm、底径8cm、器高17.l cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、胴

部内外面にナデ調整を行なっている。褐色を呈する。 11は復元口径11.8cm、底径6.4cm、器高l

1. 4cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なって

いる。胴部外面全体に黒斑を有する。淡褐色を呈する。 12は復元口径12.4cm、残存器高8.1cm 

。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整後にナデ調整、内面にナデ調整を行

なっている。淡褐色を呈する。 13は口径19cm、底径9.5cm、器高16.7cm。器面調整は口緑部に

強い横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なっている。胴部外面全体に煤

が付着している。淡褐色を呈する。 14は底径10cm、残存器高19.7cm。胴部外面の器面調整は磨

耗のため不明瞭。内面にはナデ調整が行なわれており下位に黒斑を有する。褐色を呈する。 15

は復元口径17.8cm、残存器高9.1cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整。胴部外面にハケ目調整

後にナデ調整、内面にナデ調整を行なっている。淡褐色を呈する。 16は底径6.4cm、残存器高9

. 4cm。器面調整は外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なっている。外面に煤の付着が認め

られる。淡褐色を呈する。 17は底径7.8cm、残存器高14.5cm。器面調整は外面にハケ目調整、

内面にナデ調整を行なっている。褐色を呈する。 18は復元底径8.3cm、残存器高9.8cm。器面調

整は外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なっている。内底部に指頭圧痕を有する。明褐色

を呈する。 19は復元底径11.2cm、残存器高8cm。器面調整は外面にハケ目調整、内面にナデ調

整を行なっている。明褐色を呈する。

鉢(20~25) 20は復元口径28cm、底径8.7cm、器高14.7cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、

体部外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なっている。灰褐色を呈する。 21は内口径17.2cm 

、外口径23.1 cm、底径6.5cm、器高8.6cm。内外面とも磨耗のため器面調整は不明瞭である。明

褐色を呈する。 22は口径19cm、底径8cm、器高11.7cm。器面調整は口縁部及び内面にナデ調整

、外面にハケ目調整を行なっている。淡褐色を呈する。 23は口径14cm、底径6cm、器高11.2cm 
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IV.琵琶原逍跡

、コ

↓ ↓ 

I ↓ 

'

↓

 
,・▲ 

`
・・
 

ベ

0 10cm 

＼
 

Fig. 9 1 SK  O O 1出土姐物実測図① (1/4) 
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3.調査の記録 (2区）
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IV.琵琶原遺跡
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 9 4 SK  O O 1出土遺物実測図④ (1/4) 
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IV.琵琶原遺跡

。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、体部外面にハケ目調整後にナデ調整、内面にナデ調整を

行なっている。褐色を呈する。 24は口径12.4cm、底径4.8cm、器姦7.1cm。器面調整は口縁端部

に横ナデ調整、体部外面にハケ目調整後にナデ調整、内面にナデ調整を行なっている。外面に

黒斑を有する。淡褐色を呈する。 25は口径5.9cm、底径2.6cm、器高4.5cm。器面調整は内外面

にナデ調整を行なっている。外面に黒斑を有する。淡褐色を呈する。

高坪(26) 杯部と脚部の一部のみ残存。復元口径15.2cm、残存器高10cm。器面調整は口縁部

に横ナデ調整、外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行なっている。赤褐色を呈する。

器台(27~32) 27は口径11.5cm、底径14.4cm、器高17.8cm。器面調整は受・裾端部に横ナデ

調整、外面にハケ目調整後にナデ調整、内面にナデ調整を行なっている。褐色を呈する。 28は

口径6.9cm、底径10.5cm、器高11.3cm。器面調整は内外面にナデ調整が行なわれており、内面

の上位と下位に指頭圧痕を有する。褐色を呈する。 29は口径9.3cm、底径10.2cm、器高12.2cm 

。器面調整は受端部に横ナデ調整、内外面にナデ調整を行なっている。褐色を呈する。 30はロ

径11.9cm、底径13.2cm、器高17.5cm。器面調整は受．裾端部に横ナデ調整、内外面にナデ調整

を行なっている。褐色を呈する。 31は底径14cm、残存器高10.5cm。器面調整は内外面にナデ調

整を行なっている。褐色を呈する。 32は口径5.6cm、底径13.1cm、器高12.1cm。器面調整は内

外面にナデ調整が行なわれている。褐色を呈する。

S K O O 2 (Fig. 95) ア
BD-18グリットで検出した。

東側半分を調査区外に展開する。

検出面の標店は13.4~13.6mを測

る。検出した部分の最大長は1.3

mを測り、平面形は不整形な楕円

形を呈すると思われる。断面形は

深さ0.6m程を測る逆台形を呈し

ており、壁は丸みをもって立ち上

がる。底面はほぽ平坦である。埋

土は黒褐色を基調としており、自

然堆積による埋没状況を示してい

る。埋士中より遺物を検出した。

出土遺物（Fig.96) 

甕(33・34・37) 33は復元口径25

標高14m

. 6cm。器面調整は磨耗のため不明

瞭である。淡黄褐色を呈する。 34 Fig. 9 5 SK  O O 2士壕実測図 (l/3) ゜
1m 
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 9 6 SK O O 2出士遺物実測図 (1/4) 
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は復元口径16.6cm。器面調整は口縁部にナデ調整が行なわれており、内面は剥離が著しく不明

瞭である。淡褐色を呈する。 37は復元底径7.4cm。器面調整は外面にハケ目謁整、内面にナデ

調整が行なわれている。淡褐色を呈する。

壺(35・36) 35は復元口径22.3cm、残存器高3.7cm。口緑部直下に断面三角形の貼付け突帯を

有する。器面調整は磨耗のため不明瞭である。明褐色を呈する。 36は復元口径18.2cm、残存器

高8cm。器面調整は口縁部及び内面に横ナデ調整、外面にハケ目調整が行なわれている。淡褐

色を呈する。

SK003(Fi2.97) 

BC-17グリットで検出した。 SKOOlに近接して検出し、 SD004と切り合い関係に

あるが本遺構が先出する。検出面の標高は13.7m前後である。平面形は長軸1.6m、短軸0.8m

を測る隅丸長方形を呈している。断面形は深さ0.4m程を測る逆台形状を呈し、壁はきつく立

ち上がる。底面は微妙な起伏はあるもののほぽ平坦である。埋土は黒褐色土の単層であり、底

面からやや浮いた状態で甕・壺．鉢等の弥生土器を多塁検出した。

出土遺物（Fig. 98•99 ・ 100 • 101) 

甕(38...,48) 38は復元口径27.4cm、残存器高24.3cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、胴部

外面にハケ目調整、 胴部内面にナデ調整を行なっている。淡褐色を呈する。 39は復元口径27.6 

cm、残存器1..'il4.2cm。胴部中位に断而三角形に貼付け突帯を有する。器面調整は口縁部に横ナ

デ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面意ナデ調整を行なっている。赤褐色を呈する。 40は

復元口径34.1cm、残存器高10.2cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、胴部外面は磨耗もため不
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Fig. 9 7 SK  O O 3土壊実測図 (1/30) 

明瞭であるがハケ目調整が認められ、胴部内面にナデ調整が行なわれている。明褐色を呈する

. 41は復元口径28cm、残存器高16cm。器面讃整は口縁部外面に横ナデ調整、内面にハケ目調整

、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ調整が行なわれている。明褐色を呈する。 42は口径20cm

、底径7.1cm、器高2l. 8cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、胴部外面

は磨耗のため不明瞭である。淡灰黒色を呈する。 43は口径18.5cm、底径8.6cm、器高21.1cm. 

器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整が行なわれており、胴部外面上位に黒

斑を有する。褐色を呈する。 44は口径13.5cm、底径5.4cm、器高17.7cm。器面調整は口縁部に

横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ調整が行なわれており、外底部に黒斑を有す

る。淡褐色を呈する。 45は復元口径17.4cm、同底径6.3cm、器高16.9cm。器面調整は口緑部に

横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整後にナデ調整、内面にナデ調整が行なわれている。褐色を

呈する。 46は復元口径16.2cm、底径7cm、器高15.2cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部

外面に縦方向のハケ目調整、内面にナデ調整が行なわれている。暗褐色を呈する。 47は口径20

cm、底径6.7cm、器高13.4cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整後にナ

デ調整、内面にナデ調整が行なわれており、外底部に黒斑を有する。赤褐色を呈する。 48はロ

径11.9cm、底径5.4cm、器高8.4cm。器面調整は口緑部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、

内面にナデ調整が行なわれている。淡褐色呈する。

壺(49・50) 49は残存器高23.7cm。渭部と胴部中位に断面三角形の貼付け突帯を各l条有する

．器面調整は外面の全体にハケ目調整であるが、突帯部のみに横ナデ調整、内面全体にナデ調

整が行なわれている。内面に指頭圧痕を有する。淡褐色を呈する。 50は底径9cm、残存器高24.
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Fig. 9 8 SK O O 3出士迫物実測図① (l/4) 
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Fig. 9 9 SK  O O 3出土遣物実測図② (1/4) 
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Fig. 1 0 0 SK  O O 3出土遺物実測図③ （1/4) 
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3.調査の記録 (2区）

4cm。肩部と胴部上位に各1条の断面三角形の貼付け突帯を有する。器面調整は外面に突帯部の

み横ナデ調整の他はハケ目調整、内面全体にナデ調整が行なわれている。外面胴部下位に煤の

付行が認められる。明褐色を呈する。

鉢(51・52・53) 51は復元口径18.4cm、底径7.7cm、器高11cm。底部に穿孔を有する。器面調

整は外面にハケ目調整後にナデ調整、内面にナデ調整が行なわれている・。外面全体に煤の付着

が認められる。淡灰褐色を呈する。 52は復元口径23.2cm、底径8.4cm、器高9cm。底部に穿孔を

有する。器面調整は口縁部に横ナデ調整、体部内外面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を

呈する。 53は口径9cm、底径6cm、器高9.9cm。器面調整は外面にハケ目調整、内面にナデ調整

が行なわれている。内面に指頭圧痕を有する。淡褐色を呈する。

高坪(54 •55·56) いずれも杯部のみの検出である。 54は口径18.6cm、残存器高8.2cm。器面

調整は口縁部に横ナデ調整、外面にハケ目調整、内面は全体にナデ調整で、一部にハケ目調整

が行なわれている。褐色を呈する。 55は復元口径25.2cm、残存器商5cm。器面調整は全体に横

ナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 56は残存器高6.6cm。器面調整は口縁部に横ナ

デ調整、外面にハケ目調整、内面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。

器台(57• 58 • 59) 57は受部径14.7cm、裾部径16.8cm、器高18.8cm。器面調整は受部に横ナデ

調整、外面にハケ目調整、内面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 58は受部径11

. 9cm、裾部径14.8cm、器高18.8cm。器面調整は受部に横ナデ調整、外面にハケ目調整、内面に

ナデ謂整が行なわれている。外面受け部下位と内面下位に指頭圧痕を有する。褐色を呈する。

59は復元裾部径13cm、残存器高6.6cm。器面調整は内外面にナデ調整が行なわれている。淡褐

色を呈する。

石製品(60) 磨石。砂岩質製。最大長11.2cm、最大幅7.1cm、最大厚7.1cm。

(2)近世の遺構と出土遺物

a)溝と出土遺物

$ DO  O 4 (Fig.89) 

BC-17~BH-19グリットにかけて検出した。大半が調査区外に展開する。検出面の標高

は13.7~13. 8m。検出した部分の最大幅1.7m、深さ0.4mを測る。断面形は基本的に逆台形状

を呈しているが、壁面及び底面は起伏が激しい。埋土は灰褐色を基調としており、自然堆積に

よる埋没と思われる。埋土中から磁器、陶器等の遣物を検出した。

$D004出土遺物(Fig.102・103) 

鉢(61~67) いずれも瓦質の鉢である。 61は復元口径34.8cm。器面調整は口縁端部に横ナデ

調整、外面にナデ調整、内面に横方向のハケ目調整が行なわれている内面に煤が付楕している

。灰色を呈する。 62は復元口径48.8cm、残存器高6.8cm。器面調整は口緑端部に横ナデ調整、

体部外面上位にナデ調整、 下位に横方向のハケ目調整、体部内面に横方向のハケ目調整が行な
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われている。外面に煤が付着している。灰褐色を呈する。 63は復元口径34.4cm、残存器高5.5

cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、体部外面にナデ調整、内面に横方向のハケ目調整が行

なわれている。灰色を呈する。 64は復元口径22cm、残存器高4.7cm。器面調整は口縁端部から

外面にハケ目調整後にナデ調整、内面に横方向にハケ目調整が行なわれている。 65は復元口径

39. 6cm、残存器高6.8cm。器面調整は口縁端部から体部外面にかけてハケ目調整後にナデ調整

、内面に横方向にハケ目調整が行なわれている。灰色を呈する。 66復元口径26cm、残存器高7.

2cm。器面調整は口縁端部から体部外面にかけてハケ目調整後にナデ調整、内面に横方向にハ

ケ目調整が行なわれている。灰色を呈する。 67は復元底径23cm、残存器姦7.7cm。器面調整は

外面に斜め方向にハケ目調整、内面に横及び斜め方向にハケ目調整が行なわれている。灰色を

呈する。

揺鉢(68~70) 68は瓦質の揺鉢。復元口径27cm、残存器高8.5cm。器面調整は口縁端部に横ナ

デ調整、体部外面にナデ調整、内面にハケ目調整後に6本単位の揺目を施している。灰色を呈

する。 69・70は陶器の揺鉢。 69は復元口径28.7cm。内外面にハケ目調整が行なわれており、内

面に揺目が施されている。暗灰色を呈する。 70は復元口径25.6cm。内外面に暗赤褐色の釉が施

してあり、内面に播目が施してある。

陶器鉢（71) 復元口径22.8cm。内外面に施釉されている。釉色は暗緑黄灰色を呈する。

磁器染付皿（72~74) 72は口径10cm、高台径5.7cm器高2.7cm。全面に厖釉されている。内面

には濃紺色の釉で風最画が施してある。釉色は淡灰白色を呈する。 730は復元高台径8.8cm。全

面に施釉されている。浪紺色の釉で内、外面に草花文（？）が描かれている。釉色は明灰白色を呈

する。 74は復元高台径6.9cm。全面に施釉されている。内面に暗緑灰色の釉で文様が描かれて

いる。釉色は淡灰白色を呈する。

青磁皿(75・76) 75は復元高台径6cm。全面に施釉されており、釉色は淡緑灰色を呈する。

76は復元口径14cm、同高台径5.9cm、同器高3.6cm。全面に施釉されている。釉色は淡青灰白色

を呈する。

陶器碗(77~80・86) 77は復元高台径4.9cm。全面に淡灰白色の釉が施されている。内面見込

みに目跡を残す。 78は復元高台径3.6cm。全面に淡黄緑色の釉が施されている。内面見込みに

目跡を残す。 79は復元高台径4.5cm。全面に暗緑黄色の釉が施されている。姦台部内面に目跡

を残す。 80は復元高台径4.4cm。全面に黄灰色の釉が施されているが高台部のみ剥ぎ取られて

いる。内面には緑灰色の釉で風景画と思われる文様が描かれており、高台部内面には「小松吉

」の文字が刻みこまれている。 86は復元高台径5.8cm、残存器高3.6cm。内外面に淡黄灰色の釉

が施されている。

磁器碗(81~85・87) 81は復元高台径4.8cm、残存器高3.5cm。全面に淡灰白色の釉が施されて

いる。高台部内面に銘を有する。 82は復元高台径33cm、残存器高2.7cm全面に淡灰白色の釉が
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3.調査の記録 (2区）

施されており、外面には淡青灰色の釉で文様が施されている。 83・84・85は白磁碗。 83は復元口

径8cm、残存器高4.8cm。内外面に灰白色の釉が施されている。 84は復元高台径5cm、残存器高3

. 2cm。内外面に白灰色の釉が施されている。高台部内面に目跡を残す。 85は復元裔台径4.2cm

、残存器1.:i3.2cm。全面に白灰色の釉が施されている。 87は復元口径9.5cm、同高台径4.8cm、

同器高5.2cm。内外面に淡緑黄色の釉が施されており高台部のみ釉が剥ぎ取られている。

隋器小鉢(88) 復元口径11.7cm、残存器高3.2cm。内外面に暗灰色の釉が施されている。

磁器染付小杯(89) 復元口径6.2cm、残存器高3.4cm。内外面に白灰色の釉が施されている，

磁器(90) 仏飯器か？。残存器1.:i2.9cmを測る。

(3)谷地形部の層序とその他の出土遺物

a)谷地形部の層序（Fig.104) 

調査区のほぼAI-5グリットとAX-16グリットを結ぶラインより南東側には暗褐色士の堆

積屈が広がっており、その部分からの遺構は検出しなかった。そのため数箇所にサプトレンチ

を設定し掘削を行なった結果、谷地形部分と考えられる地形の急激な落ち込みが認められた。

堆積土は基本的に1層が砂混じりの暗褐色士の遺物包含層であり、 2層以下はさまざまな粒子

の砂層が複雑に堆積しており、遺物は上層部分に細片を若干包含している。 地山は黄褐色粘質

土が低くなるにつれて色調が淡くなり、砂質が強くなっている。

1層の遺物包含層からは、縄文土器片を比較的多く検出した。

b)その他の出土遺物

縄文土器（Fig.105~107) 

刻目突帯文土器である。小片を比較的多く検出したが当該期の遺構は検出しておらず、いず

れも流れ込みによる他時期の遺構及び包含層からの検出である。

甕(91~131) 91~94はSD005からの検出。 91は口緑部に突帯を貼りつけ明瞭な刻目を施して

いる。内面にナデ調整、外面には条痕が施してある。淡褐色を呈する。 92は胴屈曲部に断面三

角形の突帯を貼付け、刻目を施している。口縁部は貼付けを行なわず、小さく摘み出し刻目を

施しているようである。内外面にナデ調整が施されている。暗赤褐色を呈する。 93は口緑部と

胴屈曲部に三角形の突帯を貼付け明瞭な刻目を施している。内面にナデ調整、外面に条痕が施

されている。淡褐色を呈する。 94は胴屈曲部の突帯が剥離している。 口縁部の貼付け突帯には

明瞭な刻目が施してあり、突帯直下にも刻目が施してある。器面は外面屈曲部上位にナデ調整

、屈曲部下位に条痕、内面にナデ調整が施されている。屈曲部上位、内外面に指頭圧痕を有す

る。暗褐色を呈する。 95~108はBサブトレンチからの検出。 95は口縁部と胴屈曲部に突帯を貼

付け、明瞭な刻目を施している。器面調整は内外面にナデ調整である。淡褐色を呈する。 96は

口縁部に突帯を貼付け、比較的大きく明瞭な刻目を施している。暗褐色を呈する。 97は胴屈曲

部には貼付け、口緑部には小さく摘み出す突帯を有し、明瞭な刻目を施している。器面調整は
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w．琵琶原遺跡

Aサプいレンチ

1鰭嶋色土憤駁！含） 12．灰色砂

2．淡灰色砂 13．淡茶色砂

3．明灰色砂 14贔色帖質土

4．岨灰e砂 15．灰昌色砂

5．鴫灰色砂（以に比遺孜)16．黒色秘買土

6．灰贔色砂 11．淡灰色砂

1．疇灰色砂●土 18．朗茶襴色砂

8．涙茶e砂
9．鴫灰色砂

10．茶白色砂

11．淡茶e砂

。
2m 

標高13.5m 8サプトレンチ
西 1．疇褐色土1量菖甜）12．灰色砂
2．淡灰色砂 13．淡茶色砂

3．岨灰色砂 14．黒色秘買土

4．淡灰色砂 15．灰黒a砂
5．明灰色砂 16．昌色枯質土

6．灰黒色砂 11．淡灰8色砂

1．疇灰色砂冒土 18扇茶犠色砂

8．淡茶e砂
9疇灰色砂

10．茶ee砂
11淡茶色砂

Fig. 1 0 4 谷地形部士層断面図 （1/60) 

内外面意ナデ調整である。淡褐色を呈する。 98は口縁部に三角形の突帯を貼付け明瞭な刻目を

施している。器面調整は内外面にナデ調整である。褐色を呈する。 99は口縁部に三角形の突帯

を貼付け明瞭な刻目を施している。器面調整は内外面にナデ調整である。褐色を呈する。 100

は口縁部に突帯を貼付け、明瞭な刻目をやや斜め方向に施している。器面調整は内外面にナデ

調整である。明褐色を呈する。 101は口縁部に突帯を貼付け明瞭な刻目を厖している。器面調

整は内面にナデ調整、外面にナデ調整後に条痕が施されている。褐色を呈する。 102は口縁部

に三角形の突帯を貼付け明瞭な刻目を施している。器面調整は内外面にナデ調整である。褐色

を呈する。 103は口縁部に突帯を貼付けず、直接刻目を施している。内外面にナデ調整を施し

ており褐色を呈する。 104は胴部屈曲を有しない甕である。口縁部に三角形の突帯を貼付け明

瞭な刻目を施している。内外面にナデ調整後外面全体に条痕を旋している。明褐色を呈する。

105は胴屈曲部の突帯であり、明瞭な刻目が施してある。内外面ナデ調整で淡褐色を呈する。 l

06は胴屈曲部の突帯であり、明瞭な刻目が施してある。内外面にナデ調整が施されており、内

面に指頭圧痕を有する。淡褐色を呈する。 107・108は底部である。 107は復元底径8.8cm.器面

調整は内外面にナデ調整が施されている。褐色を呈する。 108は復元底径9.4cm.器面調整は外

面にナデ調整である。内面は剥離しているため不明瞭である。淡褐色を呈する。 109~131はC

包含層からの検出である。 109は底部。復元底径7.6cm。器面調整は内外面にナデ調整。明褐色

を呈する。 110は口縁部に突帯を貼付け、明瞭な刻目を施している。器面調整は内外面にナデ

-108-



3.調査の記録 (2区）
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IV.琵琶原逍跡
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3.調査の記録 (2区）
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129 
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131 

Fig. 1 0 7 その他の出土遺物実測図③ (l/4) 

調整であり、褐色を呈する。 lllは口縁部と胴屈曲部に比較的小さい三角突帯を貼り付け刻目

を施してあり、口縁部突帯直下に1条の沈線が認められる。器面調整は内外面にナデ讀整が行

なわれている。褐色を呈する。 112は口縁部に突帯を貼付け、明瞭な刻目をやや斜め方向に施

している。内外面にナデ調整が行なわれている。暗褐色を呈する。 113は胴屈曲部を有する甕

である。やや如意形口縁と胴屈曲部に明瞭な刻目を施している。器面調整は磨耗のため不明瞭

である。明褐色を呈する。 114は口縁部の貼り付け突帯に明瞭な刻目をやや斜め方向に籐して

いる。内外面にナデ調整。褐色を呈する。 115は口縁部に突帯を貼付け刻目を蔦している。内

外面にナデ調整。淡褐色を呈する。 116は口縁部に比較的大きめの突帯を貼付け、明瞭な刻目

を施している。器面潤整は内面にナデ調整、外面にナデ調整後に条痕が篇されている。暗褐色

を呈する。 117は口縁端部上面に明瞭な刻目を施している。器面の内外面には条痕が厖されて

おり明褐色を呈する。 118は口縁端部からやや下位に突帯を貼付け、明瞭な刻目を施しており、

突帯直下にも刻目が認められる。器面は内面にナデ調整、外面にナデ調整後に条痕が脆されて

いる。外面赤褐色、内面淡褐色を呈する。 119は胴屈曲部に比較的大きめの突帯を貼付け、明

瞭な刻目を施している。器面は内面にナデ調整、外面にナデ調整後に条痕を旋している。褐色

を呈する。 120は胴屈曲部に突帯を貼付け、刻目を施している。明褐色を呈する。 121は胴屈曲

部に突帯を貼付け、明瞭な刻目をやや斜め方向に厖している。内面にナデ調整、外面にナデ調

整後条痕を施している。外面赤褐色、内面淡褐色を呈する。 122は口縁部を小さく摘み出し、

細かい刻目を施している。器面は内外面にナデ調整である。暗褐色である。 123は胴屈曲部に

突帯を貼付け、明瞭な刻目をやや斜め方向に施している。器面調整は内面にナデ調整、外面に

ナデ調整後に条痕が施されている。褐色を呈する。 124は胴屈曲部の貼付け突帯に刻目を施し

ている。器面調整は内外面にナデ調整である。淡褐色を呈する。 125は口縁部に比較的大きい

突帯を貼付け、明瞭な刻目を施している。器面調整は内外面にナデ調整が行なわれている。明

褐色を呈する。 126は胴屈曲部に突帯を貼付け、明瞭な刻目を施している。器面は内外面にナ

デ調整が行なわれており、褐色を呈する。 127は胴部の一部である。器面調整は内面にナデ調
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IV.琵琶原遺跡

整、外面にナデ調整後に条痕が旋されている。淡褐色を呈する。 128~131は底部である。 128は

復元底径7.6cm。内外面にナデ調整が行なわれており、外底部に木葉痕を残す。淡褐色を呈す

る。 129は底径8.3cm。内外面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 130は底径7.8cm 

。器面調整は内底部にナデ調整、外面は磨耗のために不明瞭である。外底部に黒斑を有する。

淡褐色を呈する。 131は底径9.9cm。器面調整は内外面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を

呈する。

石器（Fig.108・109) 

石鏃（132~140) 132・133・134はAサブトレンチで検出した。 132は黒曜石製。 全長2.8cm、最

大幅l.8cm、最大厚0.3cm。やや粗い調整を行なっており、片面には剥離面を残している． 133

はサヌカイト製。全長2.9cm最大幅2.2cm、最大厚0.6cm。粗い調整で下半部に脹らみをもつ5

、 -I A ー3 2 贔］畠
ぞー、~

133 

＜二＞

-畠-|贔-瓜-刈瓜
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＜ ＜ 
羹
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Fig. 1 0 8 その他の出土遺物実測図④ （1/2) 
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3.調査の記録 (2区）
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Fig. 1 0 9 その他の出土遺物実測図⑤ （l/2) 

134は黒曜石製。全長1.9cm、最大幅l.4cm、最大厚0.3cm。比較的丁寧な調整が施されている。

135·136•140はAX-15グリットで検出した。 135は黒曜石製。全長I.8cm、最大幅1.4cm、最大

厚0.5cm。やや粗目の調整が施されている。 136は黒曜石製。全長1.8cm、最大幅I.5cm、最大厚

0. 5cm。比較的丁寧な調整が施されている。脚部は丸みをもち、やや深め凹基をなしている。

140は乳灰色を呈する黒曜石（姫島産か？）。最大長3.5cm、最大幅2.8cm、最大厚0.8cm。粗い

調整である。 137はSK002から検出した。サヌカイト製。最大長2.6cm、最大幅l.'4cm、最

大厚0.4cm。粗い調整で片面に剥離面を残す。やや深めの凹基をなしている。 138・139はC地点

表採。サヌカイト製。全長2.4呻、最大幅I.4cm、最大厚0.4cm。比較的丁宰な調整が施されて

いる。 139は黒曜石製。先端部を欠損している。残存長I.4cm、最大幅I.5cm、最大厚0.4cm。比

較的丁寧な調整が施されている。

石匙（141) C地点表採。サヌカイト製、横型の石匙である。全長4.2cm、最大幅4.2cm、最

大厚0.6cm.片面の側縁に押圧剥離調整が行なわれている。

石槍（142) AN-8グリットで検出した。サヌカイト製。全長7.7cm、最大幅3.5cm、最大厚
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IV.琵琶原追跡

1. 2cm。両縁辺部に粗い調整が施してあり。片面に自然面を残す。

スクレイバー(143・144) Aサプトレンチから検出した。 143は全長5.9cm、最大幅3.2cm、贔

大厚0.9cm.144は全長7.6cm、最大幅3.6cm、最大厚0.8cm。どちらも片面の片側縁に押圧剥離

調整が行なわれている。

石包T(l45) A0-11グリットで検出した。粘板岩製。残存長6.6cm、最大幅4cm、最大厚0.

5cm。2孔の穿孔を有する。

石斧(146) B地点表採。砂岩製。残存長7.9cm、最大幅6.4cm、最大厚2.5cm。
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4.調査の記録 (3区）

4.調査の記録ー3区一

調査区は埋没した谷地形上にあり、遺構は

検出しなかった。そのため調査区内の数箇所

にサブトレンチを設定し土層図の作成と遺物

「 49 -「 50 
Y=63,090 

可X=35,535
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の採取を行なった。

(1)谷地形部の層序と出土遺物

a)谷地形部の層序（Fig.111) 

3箇所にサブトレンチを設定した。層序は

基本的に厚さ20"'50cmの耕作土、厚さ5~10cm

の黄褐色土の床土の下に土器細片を多く含ん

だ厚さ10~30cmを測る褐色～暗褐色砂質土の

遺物包含層が堆積している。遺物包含層以下

110~130cmは砂•砂質土が複雑な堆積を示し

ており遺物も細片を若干含んでいる。砂層以

下は漆黒色の強い粘性土になり、この層でNo

. lサブトレンチからは弥生士器の甕を完形に

近い状態で検出した．

b)包含層出土遺物（Fig.112・113・114) 

弥生土器

甕(1~6) 1はNo.Iサプトレンチ26層からの

ー

BO 

＋
 

BN BN 

L

。
49 -L 50 _J 

IOm 

Fig. 110琵琶原遺跡3区遺構配置図

検出。口径23cm、底径8.3cm、器高38.2cm. 

器面調整は口縁端部に横ナデ調整、口縁部か

ら胴部外面中位にかけて縦方向のハケメ調整

、下位にナデ調整、内面に斜め方向のハケメ

調整、内底部にナデ調整が厖されている。胴

部外面下位には煤の付着が認められる。淡褐

色を呈する。 2はNo.1サブトレンチ26履から

の検出。口径24cm、復元底径8cm、器高38cm

。器面調整は口緑部に横ナデ調整、胴部外面

中位にまで縦及び斜め方向にハケメ調整、内

面は中位まで不定方向のハケメ調整、下位に

ナデ調整が行なわれている。胴部外面中位に

(l/200)煤の付着が認められる。外面褐色、内面淡褐
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IV.琵琶原遺跡
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2．賃畠色土 13．隕灰色粘土買

3．糟畠色砂買土 14．鴫灰色土

4嶋色砂 15．淡灰色砂

5．灰色土 16．黒色土
6、鴫灰色砂賃土 17鰭青灰紐賃土

7 乙 1鴫灰色砂買土 18．紐色砂
： 8．萩色砂貫土 19．淡灰色砂(181:1)11子）

15 9．淡灰色砂貫土 20責灰色粘賃土

JO．哨灰色砂賃土 21．灰色砂

11．淡灰色砂買土

゜
lm 

Fig. I I I No. l ・No. 2 • No. 3サブトレンチ土層断面実測図 (1/60) 
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4.調査の記録 (3区）

色を呈する。 3は口径25.3cm、器高42.6cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部外面上位か

ら中位にかけてタタキ調整、下位にナデ調整。胴部内面は全体に不定方向のハケメ調整が旋さ

れている。胴部外面全体に黒斑を有する。淡褐色を呈する。 4は口径25.8cm、器高38.3cm。器

面調整は口縁端部に横ナデ調整、口縁部外面に縦方向のハケメ調整、胴部外面上位から中位に

かけてタタキ調整、下位にナデ調整。内面は口縁部から胴部中位にかけて縦及び斜め方向のハ

ケメ調整、下位にナデ調整が施してある。胴部外面中位に黒斑を有する。褐色を呈する。 5は

復元口径27.4cm。胴部外面上位に断面三角形の突帯を2条貼付けており、口縁端部及び突帯端

部に刻目を施している。器面調整は口縁部及び胴部内外面にナデ調整が行なわれている。淡褐

色を呈する。 6は復元口径28.2cm。器面調整は内外面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を

呈する。

鉢(7• 22 • 24) 7は復元口径24.3cm、残存器高8cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、内外面

にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 22は復元口径15cm、器裔8.8cm。底部に穿孔

を有する。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、体部内外面上位にハケメ調整、内外面下位にナ

デ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 24復元口径9cm、器高4.8cm.器面調整は体部外面

上位にタタキ調整後にナデ調整、下位にナデ調整、内面にナデ調整が行なわれている。淡褐色

を呈する。

壺(8~11) 8はNo.2サブトレンチから検出。袋状口縁壺。復元口径14.4cm、残存器高6.5cm。

頸部上位に1条の突帯を有する。器面調整は口縁部に横ナデ調整及びハケメ調整、内面にナデ

調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 9は復元口径19cm、残存器高7.1cm。口縁端部に刻目

を施している。器面調整は外面にハケメ調整、内面にハケメ調整後にナデ調整が行なわれてい

る。淡褐色を呈する。 10はNo.lサプトレンチから検出。残存器高10.4cm．肩部に1条の突帯を

有する。器面調整は頸部に縦方向のハケメ調整、胴部に横方向のハケメ調整、内面に横方向の

ハケメ調整が行なわれている。内面に指頭圧痕を有する。外面褐色、内面淡褐色を呈する。 11

はNo.lサプトレンチから検出。復元口径12.8cm、底径4cm、器高11.4cm。器面調整は口縁部に

横ナデ調整、外面にハケメ調整、内面にナデ調整が行なわれている。外面下位に黒斑を有する

。淡褐色を呈する。

器台(12• 13) 12 • 13は同一個体と思われる。脚部中位に1条の貼付け突帯を有し、突帯の

上位と下位に透かしを有する。器面調整は外面にハケメ調整、内面にハケメ調整後にナデ調整

が行なわれている。淡黄褐色を有する。

支脚(14) 受部径6.5cm。裾部径12.7cm、器高9.3cm。受部に摘み部を1箇所設けている。器

面調整はは外面にタタキ調整。内面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。
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N.琵琶原追跡

゜
20cm 

Fig. 1 1 2 包含層出士遺物実測図① (1/6) 

-118-



4.調査の記録 (3区）
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□：口三
Fig. 1 1 3 包含屑出土遣物実測図② (1/4) 
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N.琵琶原追跡
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Fig. 1 1 4 包含屈出土遺物実測図③ （1/4) 
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4.調査の記録 (3区）

土師器

甕(15~18) 15は復元口径17.6cm、残存器高9.1cm.器面調整は口縁端部に横ナデ調整、外面

にハケメ調整、内面にナデ調整が行なわれている。褐色を呈する。 16は復元口径16cm、残存器

高7.9cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、内外面にハケメ調整が行なわれている。褐色を

呈する。 17は復元口径17cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整内外面にハケメ調整が行なわれ

ている。淡褐色を呈する。 18は復元口径13.8cm、残存器高8.4cm。器面調整は口縁端部に横ナ

デ調整、口縁部内面及び外面にハケメ調整後にナデ調整、内面にハケメ調整が行なわれている

。淡赤褐色を呈する。

壺(19•20) 19は復元口径18cm、残存器高6.4cm。器面調整は口縁端部に横ナデ調整、外面に

ハケメ調整後にナデ調整、内面にハケメ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 20は口径16

. 8cm、器高23.9cm。器面調整は外面口縁部から胴部上位に掛けてハケメ調整後にナデ調整、胴

部中位から下位にかけてナデ調整。内面は口縁部に横ナデ調整、胴部にハケメ調整、底面にナ

デ調整が行なわれている。胴部外面中位に黒斑を有する。赤褐色を呈する。

鉢(21) 復元口径18.2cm、残存器i!ti9.9cm.器面調整は内外面にナデ調整が行なわれている

。体部外面に黒斑を有する。内面淡赤褐色、外面淡褐色を呈する。

小型丸底均(23) 残存器高7.5cm。器面調整は外面にハケメ調整、内面上位にハケメ調整、

下位にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。

高坪(25~27) 25は残存器高6.2cm。器面調整は外面にナデ調整、杯部内面にハケメ調整、脚

部内面にナデ調整が行なわれている。淡褐色を呈する。 26は裾部径14.2cm、残存器高5.8cm．裾

部上位の3方向に焼成前穿孔を有する。器面調整は裾端部に横ナデ調整、外面にヘラミガキ調

整、内面にハケメ調整が行なわれている。明褐色を呈する。 27は裾部径9.4cm、残存器甜3.3cm

。裾部の3方向に焼成前穿孔を有する。器面調整は裾端部に横ナデ調整、外面にヘラミガキ調

整、内面にハケメ調整及びナデ調整が行なわれている。明褐色を呈する。

紡錘車(28) 土製。最大長7.2cm、最大厚0.9cm。淡黄褐色を呈する。
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図版

篠木野遺跡・琵琶原遺跡周辺景観
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遺物は挿図と対照できるように

挿図番号を表記した。

1. 5D001 (6-1) 

図版番号遺構番号挿図番号



PL. 1 

篠木野遺跡2区

1.調査区全景
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2. SK041土墳（南から）

3. SE040井戸 （南から）
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PL. 2 

遍

2
 

10 

3 i 

ョー 4
 

と云謳雹.,..
5
 

r ;., 
f. :・.. 

!,,',,,, 』
7
 

13 

1.S0001(6-1) 2.S0001(6-4) 3.S0002(7-6) 4.S0002(7-7) 5.S0002(7-9) 6.S0003(10-15) 

7.S0003(9-21) 8.S0004(41-81) 9.S0004(41-83) 10.S0004(41-85) 11.S0004(42-94) 12.S0004(43-98) 
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p L. 3 

警

.4 

日亀

ー4 二
18 

. 6 

3 `5・67 

｀ 
.5 6-17 
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19 

14. 5D004(44-104) 

15. 5D033(48-121) 

16-1 ・2SK032(52-144・145) 

16-3~7SK035 (54-146・ 147・148・149・150)
17-1~3SK036(56-151・152・153)
17-4~6SK45(58-154• 155• 156) 



PL. 4 

篠木野遺跡3区

1.調査区全景（西から）

篠木野遺跡4区

2.調査区全景（北から）
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PL. 5 

篠木野遺跡4区

1.調査区全景（東から）

2. SJ101甕棺墓（西から）
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p L. 6 

2. SJ103甕棺墓（東から）

1. SJ102甕棺墓（東から）

4. SJl05甕棺墓（西から）

3. SJ104甕棺墓（東から）

5. SJ106甕棺墓（南から）
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PL. 7 

グ・

4
 

5
 

6
 3区・2・3その他の出土遺物(67-19・20・21)

4区・4・5・6包含層出土遺物(78・13・15・16)
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PL. 8 

篠木野遺跡5区

I.調査区全景（南から）

ら＇` → 9 9 

・̀ 

:.. -.;_・
• • ‘、 •ど• · .9:" • a 
，． 

,',・ . ̀  • , • 9 . ;々々 , -, ,
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2. SE001井戸 （南から）
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3. SEOOl 
• -・ 

井戸遺物出土状況（南から）
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・' 7
 

~ 
4
 

．
 ．
 
．
 

8
 

• • ，
 

1.SE001(85-12) 6. SK002(81) 

2. SEOOl (85-19) 7縄文土器(86)

5」 3. SEOOl (85-20) 8•9古墳時代の遺物(87)
4．古墳時代の遺物(87-31)

5．縄文土器(86-26)
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PL. 10 

琵琶原遺跡2区

1.調査区全景、南側（北から）

2.調査区全景、中（南から）

3.調査区全景、北側（北から）
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PL. 11 

琵琶原遺跡2区
99 1•一＝
沼登i

1. SKOOl土頒（西から）

2. SK003 土壕（東から）

琵琶原遺跡3区

1.調査区全景（南から）
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PL. 12 

凸國嗣面西i

日
5
5
＿
 

で
5
 

6
 

. 2 ̀ 

8
 

3』

． 4
 

1. SK001(91-1) 6.SK001(94-21) 
2. SK001(92-4) 7.SK001(94-23) 

3. SK001(92-6) 8.SK001(94-29) 

4. SK001(93-11) 9. SK001(94-30) 

5. SK001(93-13) 10.SK001(94-32) 

，
 
10 
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PL. 13 

1. SK003(99-42) 

2. SK003(99-43) 

3. SK003(99-44) 

4. SK003(99-45) 

5. SK003(99-47) 

6. SK003(99-48) 

8
 

，
 

10 

7. SK003(100-51) 

8. SK003(100-52) 

9. SK003(101-54) 

10. SK003(101-57) 

11.SK003(101-58) 
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PL. 14 

こ
＾
 
＾
 
＾
 

5
 

｀ 
田1
 `

 
）
．
 

.

.
I
:
.
"
 .... ,
6．
~
昇
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1その他の出土遺物(105)

2. II (105) 

3. II (1 05) 

4. 11 (106) 

5. 11 (108) 

6. 11 (109-143) 

7. 11 (108-141) 

8. II (109-144) 

9. II (109-144) 

10. II (109-145) 

11. II (109-146) 
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PL. 15 

て嗜
5
 

6
 

7
 

8
 

， -...... 
3区・1包含層出土遺物(112-1) 2. II (112-2) 3. II (112-3) 4. II (112-4) 5. II (113-11) 

// (114-18) 7. II (114-20) 8. I/ (114-22) 9. II (114-26) 
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篠木野遺跡 2区 (SGN-2) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元植 ・残存値 遺構 実測図 挿図 収納

SGN-2-001 

SGN-2-002 

SGN-2-003 

SGN-2-004 

SGN-2-005 

SGN-2-006 

SGN-2-007 

SGN-2-008 

SGN-2-009 

SGN-2-010 

SGN-2-011 

SGN-2-012 

SGN-2-013 

SGN-2-014 

SGN-2-015 

SGN-2-016 

SGN-2-017 

SGN-2-018 

SGN-2-019 

SGN-2-020 

SGN-2-021 

SGN-2-022 

SGN-2-023 

SGN-2-024 

SGN-2-025 

SGN-2-026 

SGN-2-027 

SGN-2-028 

SGN-2-029 

SGN-2-030 

SGN-2-031 

SGN-2-032 

SGN-2-033 

SGN-2-034 

SGN-2-035 

SGN-2-036 

SGN-2-037 

SGN-2-038 

SGN-2-039 

SGN-2-040 

SGN-2-041 

鉢

鉢

皿

皿

碗

碗

鉢

鉢

甕

甕

甕

甕

揺

揺

甕

碗

皿

皿

瓦 器

土師器

宵磁

瓦 器

瓦質土器

冑磁

瓦 器

瓦器

陶器

土師器

土師器

土師器

須屈器

陶器

育磁

土師器

石製品

冑磁

育磁

青磁

青磁

育磁

陶器

瓦器

瓦器

瓦霞土器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

白 磁

白 磁

育磁

椀

皿

碗

椀

鉢

碗

碗

碗

壺

坪

坪

鉢

鉢

鉢

碗

皿

鍋

碗

碗

碗

皿

皿

碗

碗

碗

口径一底径(6.8) 器高

口径 8.5 底径 6.8 器高

口径（16.6)底径 一 器高

口径(14.3)底径 一 器高

口径 (25.0)底径 一 器姦

口径（17.2)底径 ー 器高

口径（17.3)底径一器高

口径ー底径 6.9 器高

口径(12.5)底径 ー 器為

口径（14.3)底径 一 器高

口径(9.I)底径 6.6 器高

口径(22..6)底径 一 器悩

口径(23.0)底径 ＿ 器高
口径一底径(14.4)器高

口径（15.0)底径 一 器高

ロ径 ー 底径（8.5)器謁

口径（36.0)底径 一 器高

口径 ー 底径（5.6) 器高

口径 一 底径(5.8) 器滋

口径（16.I)底径 一 器高

口径(8.5) 底径 3.4 器高

口径(I0. 2)底径 4.9 器高

口径(8.2) 底径 3.2 器高

口径（16.4)底径 5.4 器高

口径 一 底径 5.5 器高

口径 ー 底径 4.I 器高

口径一底径（19.4)器高

口径 ー 底径(19.8)器高

口径 ー 底径（19.6)器高

口径 ー 底径（14.6)器高

口径(36.8)底径ー器高

口径 (34.2)底径ー器高

口径(17.0)底径一器高

口径(I0. 6)底径（3.5) 器高

ロ径一底径 4.I 器麻

口径ー底径 4.4 器高

ロ径ー底径 4.6 器為

口径 ー 底径 7.0 器高

口径ー 底径 4.8 器高

口径ー底径 4.8 器高

口径 ー 底径 6.3 器高

(3. 7) 

I. 2 

(4. 4) 

(4. 9) 

(4. 9) 

(6. 0) 

(6. 7) 

(3. 5) 

(I I. I) SDOO 2 

(2. 7) SDOO 2 
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SD002 

$D002 

$D002 

SD002 

SD002 

SD002 

SD002 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

SD004 

001 

002 
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014 
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3

1

4

2

5

1

0

9

8

 

――

―

―
―
―

―― 

6

6

6

6

6

7

7

7

 

7-6 

7-7 

7-12 

7-13 

9-23 

10-14 

10-19 

4

2

0

1
 

2

2

2

2

 

―
―
―
―
 

9

9

9

9

 

5

5

 

1

2

 

―

―
 

0

9

 

45-106 

45 -I 07 

45 -I 08 

45-109 

42-86 

42-87 

40-77 

40-75 

40-76 

40-80 

40-71 

40-73 

40-69 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

13 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

14 

1 4 

14 

14 

14 
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篠木野遺跡2区 (SGN-2) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元値・残存値 遺構 実測図 挿図 収納

SGN-2-042 

SGN-2-043 

SGN-2-044 

SGN-2-045 

SGN-2-046 

SGN-2-047 

SGN-2-048 

SGN-2-049 

SGN-2-050 

SGN-2-051 

SGN-2-052 

SGN-2-053 

SGN-2-054 

SGN-2-055 

SGN-2-056 

SGN-2-057 

SGN-2-058 

SGN-2-059 

SGN-2-060 

SGN-2-061 

SGN-2-062 

SGN-2-063 

SGN-2-064 

SGN-2-065 

SGN-2-066 

SGN-2-067 

SGN-2-068 

SGN-2-069 

SGN-2-070 

SGN-2-071 

SGN-2-072 

SGN-2-073 

SGN-2-074 

SGN-2-075 

SGN-2-076 

SGN-2-077 

SGN-2-078 

SGN-2-079 

SGN-2-080 

SGN-2-081 

SGN-2-082 

皿

皿

鉢

鉢

付

付

碗

口

口

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

臼

碗

碗

鉢

碗

碗

碗

皿

皿

絵

皿

染

小

片

片

壺

播

摺

襦

揺

揺

襦

揺

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

火

火

火

石

瓦

小

小

揺

小

皿

皿

碗

碗

皿

甕

甕

甕

育磁

白磁

陶器

陶器

陶器

青磁

白磁

白磁

陶器

陶器

陶器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦釘土器

瓦質士器

陶器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質士器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

石製品

陶器

陶器

土師器

陶 器

陶器

土師器

陶器

陶器

土師器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

口径(II.0)底径 4.5 器高

口径 ー 底径 4.3 器高

口径 (Il.5)底径（4.0) 器高

口径(II.4)底径 4.9 器高 3.5 

口径(33.0)底径 一 器高 (7.0) 

口径（14.0)底径(4.8) 器高 (4. 0) 

口径(12.2)底径 4.6 器高 3. 0 

口径 5. 2底径 2.3 器高 3. 4 

口径（18.2)底径 一 器高 (8.4) 

口径（11.7)底径 ー 器高（7.6) 

口径（15.6)底径 一 器高(10.2) 

口径（31.8)底径一器高 14.5 

口径(33.0)底径一器高（7.5) 

口径(29.6)底径 ー 器高 6. 5 

口径 一 底径（15.I)器高 (8.0) 

口径 一 底径（14.4)器高 (6.2) 

口径 23.7底径 14.3器高(11.3) 

口径ー底径（II. 0)器高（3.8) 

口径(29.2)底径 一 器高 (9.5) 

口径（39.8)底径一器高（7.4) 

口径(42.2)底径一器高（6.9) 

口径(20.0)底径(11.8)器高{IO.0) 

口径 一 底径(24.3)器高（7.2) 

口径（38.0)底径(33.2)器高 (9. 9) 

口径一底径一器高 (12.7) 

口径（33.5)底径(20.0)器高(18.8) 

口径一底径(28.3)器高(I8. 0) 

口径 (31.6)底径ー器高(12.9) 

長さ (8.6)幅 （8. 0)厚さ （3. 0) 

口径ー底径 4.3器高 4. 3 

口径ー底径 3.I器高 2. 2 

口径一底径 13.4器高 3. 0 

口径一底径 3.I器高 I. 4 

口径 13.0底径（4.2) 器高 3. 4 

口径(6.5) 底径(3.5) 器高 I. 7 

口径ー底径(4.0) 器高 (2.I) 

ロ径 ー 底径(4.7)器高（3.5) 

口径 6.0 底径 3.6 器高 I. 3 

口径 ー 底径一器高 (4.9) 

口径 (27.0)底径一器高{II. 8) 

口径 ー 底径(24.0)器高（7.2) 

'
ー
，

3

2

5

 

．
．
．
 

7

3

3

 

＇ー
，

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

SD004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

SD004 

5D004 

SD004 

SD004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

5D004 

SK005 

SKOOG 

5D008 

SD008 

5D014 

SDOIS 

SDOIS 

5D015 

SKOl6 

SKOl6 

SKOl6 

SK016 

042 

043 

044 

045 

046 

047 

048 

049 

050 

051 

052 

053 

054 

055 

056 

057 

058 

059 

060 

061 

062 

063 

064 

065 

066 

067 

068 

069 

070 

071 

072 

073 

074 

075 

076 

077 

078 

079 

080 

081 

082 

40-70 

40-72 

40-78 

40-79 

41-81 

40-74 

41-82 

41-83 

41-84 

41-85 

45-I 05 

42-88 

42-89 

42-90 

42-92 

42-91 

42-94 

42-93 

43-97 

43-95 

43-96 

43-100 

43-99 

43-98 

43-101 

44-103 

44-102 

44-I 04 

18-26 

20-27 

46-110 

47-111 

47-112 

47-113 

23-28 

3

4

 

3

3

 

―
―
 

3

3

 

2

2

 

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

 

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l
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篠木野遺跡 2区 (SGN-2)I種 収蔵品目録

書号 名称 種別 計測値 （）内は復元値・残存値 遺蠣 実測図 挿図 収納

SGN-2-083 碗 白 磁 口径 一底径(4.5)器高 (2.0) SK016 083 23-29 16 

SGN-2-084 碗 白 磁 口径ー底径(4.5) 器高 (3.I) SK016 084 23-30 16 

SGN-2-0115 碗 白 磁 口径一底径(4.5)器高 (2.2) SK016 085 23-31 16 

SGN-2-086 小碗 陶器 口径一底径(4.2)器高 (3.2) SKOl8 086 23-32 16 

SGN-2-087 鉢 瓦釘土器 口径(34.8)底径 器高 (5.4) SK018 087 25-38 16 

SGN-2-088 鉢 瓦霞土器 口径(34.0)底径 器高 (8.2) SK018 088 25-37 16 

SGN-2-089 擢鉢 瓦質土器 口径(27.0)底径 器高(12.2) SKOIS 089 25-35 16 

SGN-2-090 摺鉢 瓦質土器 口径 (23.3)底径 器高 (9.6) SK018 090 25-36 16 

SGN-2-091 鉢 瓦質土器 口径 底径一器高（8.I) SKOl8 091 26-41 16 

SGN-2-092 鍋 瓦質土器 口径 底径 器高 (9.3) SK018 092 26-42 16 

SGN-2-093 羽釜 瓦質土器 口径 底径 一 器高 (6.4) SK018 093 26-43 16 

SGN-2-094 碗 青磁 口径 底径一器高（3.0) SK018 094 26-39 I 6 

SGN-2-095 皿 陶器 口径一底径（3.6)器高 (2.5) SKOl8 095 26-40 16 

SGN-2-096 土人形 土製品 長さ 8.4 幅 5. I SKOl8 096 26-44 16 

SGN-2-097 小皿 土師器 口径 6.5 底径 2.7 器高 I. 4 SKOl9 097 28-45 16 

SGN-2-098 小皿 土師器 口径 (6.3) 底径 3.I 器高 I. 7 SKOl9 098 28-46 16 

SGN-2-099 摺鉢 陶器 口径 (40.8)底径 器高 (6.8) SKOl9 099 28-57 16 

SCN-2-100 鉢 陶器 口径{I6. 3)底径一器高 {5.8) SK019 JOO 28-54 16 

SGN-2-101 鉢 陶器 口径（17.9)底径 器高 (7.9) SKOl9 101 28-55 16 

SGN-2-102 鍋 瓦質土器 口径ー底径 器高 (4.6) SK019 102 28-56 16 

SGN-2-103 壺 陶器 口径（12.6)底径 器高 (4.6) SK019 103 28-53 16 

SGN-2-104 壺 陶器 口径 (9.2) 底径 器高 (3.6) SKOl9 104 28-52 l 6 

SGN-2-105 皿 陶器 口径（15.0)底径 器高 (2.3) SK019 105 28-50 16 

SGN-2-106 皿 陶器 口径 (22.3)底径 器高 (4.0) SKOl9 106 28-51 16 

SGN-2-107 染付皿 磁器 口径（12.9)底径(4.5) 器高（3.0) SK019 107 28-49 16 

SGN-2-108 碗 冑磁 ロ径 底径(4.3) 器高（2.5) SK019 108 28-47 16 

SGN-2-109 碗 育磁 口径 ー 底径 (5.6)器高（I.9) SK019 109 28-48 16 

SGN-2-110 碗 青磁 口径ー底径（6.9)器高（2.2) SE020 110 38-65 16 

SGN-2-111 摺鉢 陶器 口径(31.2)底径 器高 (4.I) SB102P5 Ill 13-67 16 

SGN-2-112 鉢 瓦質土器 口径(16.4)底径 器il'li (3. 8) SD023 112 16 

SGN-2-113 鉢 瓦質土器 口径(14.2)底径 器高 (5.2) SD026 113 16 

SGN-2-114 壺 瓦質土器 口径(I6. 2)底径 器高 (4.O) SBI02P4 114 13-66 16 

SGN-2-115 鉢 瓦買土器 口径 {25.2)底径{20.5)器高 {21.5) SD033 115 16 

SGN-2-116 鉢 瓦質土器 口径(34.5)底径(31.6)器高(10.0) S0033 116 49-126 16 

SGN-2-117 火鉢 瓦質土器 口径（36.I)底径一器高(II. 0) $D033 117 49-129 16 

SGN-2-118 鉢 瓦質土器 口径(26.4)底径一器高 (8.2) S0033 118 49-125 16 

SGN-2-li9 鉢 瓦質土器 口径（16.4)底径(14.3)器高 4. 5 SD033 119 49-127 16 

SGN-2-120 鉢 瓦質土器 口径 (28.2)底径(29.2)器高 5. I SD033 120 49-128 16 

SGN-2-121 摺鉢 陶器 口径 底径(I0. 2)器高（3.5) S0033 121 16 

SGN-2-122 揺鉢 陶器 口径 底径（13.I)器高（7.9) SD033 122 49-132 16 

SGN-2-123 揺鉢 土師器 口径 底径（14.2)器高（5.7) SD033 123 49-131 16 
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番号 名称 種別 計測値 （）内は復元俯・残存偵 遺蠣 実測図 挿図 収納

SGN-2-124 

SGN-2-125 

SGN-2-126 

SGN-2-127 

SGN-2-128 

SGN-2-129 

SGN-2-130 

SGN-2-131 

SGN-2-132 

SGN-2-133 

SGN-2-134 

SGN-2-135 

SGN-2-136 

SGN-2-137 

SGN-2-138 

SGN-2-139 

SGN-2-140 

SGN-2-141 

SGN-2-142 

SGN-2-143 

SGN-2-144 

SGN-2-145 

SGN-2-146 

SGN-2-147 

SGN-2-148 

SGN-2-149 

SGN-2-150 

SGN-2-151 

SGN-2-152 

SGN-2-153 

SGN-2-154 

SGN-2-155 

SGN-2-156 

SGN-2-157 

SGN-2-158 

SGN-2-159 

SGN-2-160 

SGN-2-161 

SGN-2-162 

SGN-2-163 

SGN-2-164 

皿

皿

皿

皿

鉢

付

付

鈴

鉢

鍋

付

付

鍋

珠

揺

礎

壺

碗

碗

皿

染

染

皿

皿

土

火

石

碗

碗

染

鉢

鉢

釜

染

石

甕

宝

皿

鉢

鍋

皿

杯

坪

壺

壺

壺

坪

鉢

鉢

碗

甕

碗

揺

鍋

鍋

鍋

土師器

陶器

陶器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

陶器

土師器

土製品

瓦質土器

石製品

陶器

冑磁

磁器

須恵器

須忍器

瓦質土器

磁器

石製品

瓦質土器

石製品

陶器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

磁器

瓦質土器

陶器

瓦質土器

土師器

土師器

土師器

ロ径ー底径(16.0)器高 (5.7) 

口径 (23.5)底径一器高 3.7 

口径 (26.0)底径 一 器高（3.9) 

口径一底径 4.7 器高 (5.5) 

口径 (7.I) 底径 ＿ 器高（5.4) 

口径(13.9)底径 5.7 器高 3. I 

口径 (25.9)底径 ＿ 器高（3.I) 

口径(13.4)底径 ＿ 器高（2.2) 

口径 (29.3)底径(8.I) 器高 7. 5 

口径 (9.I)底径一器店 (2.4) 

長さ 4.0 幅 2. 8 

口径 (39.5)底径一器高 (6.0) 

口径 ー 底径(28.5)器高 (4.7) 

口径一底径 5.0 器高 (3.0) 

口径（11.8)底径(4.7) 器高 6. 7 

口径（13.2)底径（4.2) 器高 2. 7 

口径(28.I)底径 一 器高（3.8) 

口径 ー 底径一器高 (4.3) 

口径（16.9)底径 一 器高（3.2) 

口径(12.7)底径 4.6 器高 3. 2 

ロ径 ー 底径＿器高（8.8) 

ロ径(58.8)底径(40.0)器高 (61.7) 

長さ 21.5幅 15. I厚さ 15.I 

口径（11.8)底径一器高（1.8)

口径(42.5)底径 ー 器高 (8.3) 

口径(8.2)底径（5.9)器高（I.4) 

口径 11.9底径 7.9 器高 3. 9 

口径 II.9底径 7.5 器高 3.6 

口径ー底径（5.6)器高（3.9) 

口径 一 底径（12.3)器高（3.3) 

口径(13.5)底径一器高（3.9) 

口径 ー 底径(23.8)器高 (2.5) 

口径 ー 底径一器高 (4.4) 

口径(26.I)底径 一 器高 (5.9) 

口径（16.7)底径 一 器高 (3.7) 

口径ー底径 37.4器高 (9.4) 

口径 (9.6) 底径 4.4 器高 6. 3 

口径 (27.2)底径一器湛 5.9 

口径ー底径ー器高 (2.4) 

口径一底径 一 器高 (4.3) 

口径 ー 底径ー器高 (2.8) 

SD033 

SD033 

SD033 

SD033 

SD033 

SD033 

SD033 

SD033 

SD033 

SD033 

SD033 

SD037 

SD037 

SD037 

SD037 

SD037 

SK041 

SK041 

SK041 

SK041 

SK041 

SK041 

SK041 

SK043 

SK043 

SD047 

SD047 

SD047 

SD048 

SD048 

SD048 

SD048 

SK049 

SK049 

SK049 

SB103P3 

SD052 

SD052 

SDOOI 

SDOOI 

SDOOI 

124 

125 

126 

127 

128 

129 

130 

131 

132 

133 

134 

135 

136 

137 

138 

139 

140 

141 

142 

143 

144 

145 

146 

147 

148 

149 

150 

151 

152 

153 

154 

155 

156 

157 

158 

159 

160 

161 

162 

163 

164 

49-130 

49-I 23 

49-124 

48-119 

48-120 

48-116 

48-117 

48-118 

48-121 

48-115 

48-122 

50-137 

50-138 

50-134 

50-135 

50-136 

30-58 

30-59 

30-60 

32-61 

34-62 

4

3

8

 

6

6

6

 

―
一
＿

6

6

5

 

3

3

1

 

16 

16 

16 

16 

16 

I 6 

16 

16 

16 

16 

16 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

18 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

19 

19 

19 
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番号 名称 種別 計測値 （）内は復元俯 ・残存餡 遺構 実測図 挿図 収納

SGN-2-165 

SGN-2-166 

SGN-2-167 

SGN-2-168 

SGN-2-169 

SGN-2-170 

SGN-2-171 

SGN-2-172 

SGN-2-173 

SGN-2-174 

SGN-2-175 

SGN-2-176 

SGN-2-177 

SGN-2-178 

SGN-2-179 

SGN-2-180 

SGN-2-181 

SGN-2-182 

SGN-2-183 

SGN-2-184 

SGN-2-185 

SGN-2-186 

SGN-2-187 

SGN-2-188 

SGN-2-189 

SGN-2-190 

SGN-2-191 

SGN-2-192 

SGN-2-193 

SGN-2-194 

SGN-2-195 

SGN-2-196 

SGN-2-197 

SGN-2-198 

SGN-2-199 

SGN-2-200 

SGN-2-201 

SGN-2-202 

SGN-2-203 

SGN-2-204 

SGN-2-205 

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

甕

壺

壺

壺

壺

甕

壺

壺

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

土師器

土師器

士師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

口径ー底径

口径 一 底径

口径ー底径

ロ径 一 底径

口径ー底径

口径一底径

口径 一 底径

口径ー底径

口径 一 底径

口径一底径

口径ー底径

口径 (20.0)底径

口径 ー 底径

口径一底径

口径 12.2底径

口径（17.I)底径

口径(13.I)底径

口径(15.I)底径

口径（14.I)底径

口径(14.9)底径

口径(18.2)底径

口径（17.2)底径

口径 19.9底径

口径（17.2)底径

口径（15.4)底径

口径一底径

口径（17.0)底径

口径 (I8. 0)底径

ロ径(19.2)底径

口径ー底径

口径(15.0)底径

口径 一 底径

口径（16.6)底径

口径（16.7)底径

ロ径（15.I)底径

口径（13.8)底径

口径（17.3)底径

口径（13.6)底径

口径（16.5)底径

口径(13.4)底径

口径(I0. 0)底径

器高 (4.0) 

器麻 (7.2) 

器高 (7.8) 

器高 (3.8) 

器高 (5.6) 

器高 (6.8) 

器高 (3.2) 

器高 (4.7) 

器高 (6.2) 

器高 (4.I) 

器高 (5.6) 

器高 (3.5) 

器高 (2.0) 

器高（3.0) 

器高 15.5 

器高 (5.l) 

器高 (7.0) 

器高 (6.0) 

器高（3.5) 

器高 (5.7) 

器高 (5.8) 

器高 (4.6) 

器高 (3.9) 

器高 (2.8) 

器` 高 (3.6) 

器高(IO.4) 

器高 (6.5) 

器高（7.9) 

器高 (5.3) 

器高 (3.3) 

器高 (4.3) 

器高 (5.6) 

器高（7.I) 

器高 (4.6) 

器高 (5.3) 

器高 (3.9) 

器高 (4.2) 

器高 (4.6) 

器高（7.I) 

器高 (4.6) 

器高(JO.2) 

SDOOI 

SDOOI 

SD002 

SD002 

SD002 

SD002 

SD002 

SD003 

SD003 

SD003 

SD003 

包含層

包含層

包含円

包含層

包含層

包含庖

包含屈

包含屈

包含層

包含層

包含眉

包含屈

包含屈

包含層

包含層

包含層

包含暦

包含層

包含屈

包含層

包含層

包含層

包含層

包含府

包含屈

包含屈

包含層

包含屑

包含屈

包含屈
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1 74 
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201 
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1
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60-171 
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19 

19 

19 

19 
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19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 
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篠木野遺跡 2区 (SGN-2)I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元値・残存値 遺蠣 実測図 挿図 収納

SGN-2-206 壺 土師器 口径 ー 底径一器高 (9.9) 包含屈 206 19 

SGN-2-207 壺 土師器 口径ー底径一器高（2.8) 包含層 207 19 

SGN-2-208 壺 土師器 口径 15.6底径一器高(11.6) 包含層 208 60-162 19 

SGN-2-209 壺 土師器 口径 ー 底径一器高（9.6) 包含層 209 19 

SGN-2-210 鉢 土師器 ロ径（17.8)底径一器高(I0. 5) 包含屈 210 61-183 19 

SGN-2-211 甕 土師器 口径（36.2)底径 ー 器高（5.6) 包含層 211 19 

SCN-2-212 高杯 士師器 口径（18.6)底径 器高 (6.1) 包含層 212 19 

SGN-2-213 商坪 土師器 口径（19.5)底径ー器高 (6.1) 包含屈 213 19 

SGN-2-214 高坪 士師器 口径（18.I)底径 器高 (6.8) 包含眉 214 61-178 19 

SGN-2-215 高杯 土師器 ロ径（18.3)底径一器高 (5.6) 包含層 215 61-177 19 

SCN-2-216 高坪 土師器 口径 ー底径（19.0)器高 (2.7) 包含層 216 19 

SGN-2-217 高坪 士師器 口径 底径 一 器高 (9.7) 包含層 217 61-180 19 

SGN-2-218 高坪 土師器 口径ー底径ー器高 (8.I) 包含層 218 19 

SGN-2-219 高坪 土師器 口径 底径（15.5)器高（7.8) 包含層 219 61-I 79 19 

SGN-2-220 高台坪鉢土師器 口径（12.0)底径（7.4)器高（9.6) 包含屈 220 61-182 19 

SGN-2-221 高台坪鉢士師器 口径（10.2)底径 (8.2)器高 (8.6) 包含層 221 61-181 19 

SGN-2-222 高台坪鉢土師器 口径 底径一器高 (8.4) 包含層 222 19 

SGN-2-223 高台坪鉢 土師器 口径ー底径（7.3)器高 (6.3) 包含層 223 19 

SGN-2-224 高台杯鉢土師器 口径ー底径 (6.6)器高 (4.8) 包含層 224 19 

SGN-2-225 高台杯鉢 土師器 口径（11.4)底径 器高 (5.5) 包含層 225 19 

SGN-2-226 高台坪鉢 土師器 口径一底径 7.0器高 (3.3) 包含層 226 19 

SGN-2-227 高坪 土師器 口径 (20.4)底径 一 器高 (4.0) 包含層 227 19 

SGN-2-228 石槍 石器 長さ 5.9幅 I. 4厚さ o. 6 包含層 228 19 

SGN-2-229 甕 縄文土器 ロ径ー底径 ー 器高 SDOOI 229 59-157 19 

SGN-2-230 甕 縄文土器 ロ径 底径一器高 SXOIO 230 59-158 19 

SGN-2-231 甕 縄文土器 口径 底径一器高 SKOl8 231 59-159 19 

SGN-2-232 甕 縄文土器 口径ー底径 器高 SK032 232 52-144 19 

SGN-2-233 甕 縄文土器 口径 一 底径 器高 SK032 233 52-145 19 

SGN-2-234 甕 縄文士器 口径 底径 器高 S0033 234 59-160 19 

SGN-2-235 甕 縄文土器 口径 底径 器高 SD035 235 54-146 19 

SGN-2-236 甕 縄文土器 口径 底径一器店 SD035 236 54-147 I 9 

SGN-2-237 甕 縄文土器 口径 一 底径一器店 SD035 237 54-148 19 

SGN-2-238 甕 縄文土器 口径一底径 器店 SK035 238 54-149 19 

SGN-2-239 甕 縄文土器 口径 一 底径一器裔 SK035 239 54-150 19 

SGN-2-240 甕 縄文土器 口径ー底径一器高 SK036 240 56-151 19 

SGN-2-241 甕 縄文土器 口径 底径 器高 SK036 241 56-152 19 

SGN-2-242 甕 縄文土器 ロ径 底径 一 器高一 SD036 242 56-153 19 

SGN-2-243 甕 縄文土器 口径一底径 一 器高 SD038 243 59-161 19 

SGN-2-244 甕 縄文土器 口径一底径 器高 SK045 244 58-I 54 19 

SGN-2-245 甕 縄文土器 ロ径 一 底径 一 器高 SK045 245 58-155 19 

SGN-2-246 甕 縄文土器 口径一底径一器高 SK045 246 58 -I 56 19 
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篠木野遺跡 2区(SGN-2) II種 収蔵品目録

鵬査区 種別 遺構名 袋数 収納

SGN-2 土師器 ・陶器 SDOO I • SD002 • SD003 24 

SGN-2 陶器・土師器・瓦質土器 SD004 • SKOOS • SKOOG • SK007 • SDOOS • SX009 21 2 

SXO IO • SKO I 2 • SKO I 3 • SDO 14 • SDO IS 

SGN-2 土師器・瓦質土器・陶器 SK016 • S0017 • SK018 • SKOl9 • SE020 • SK021 26 3 

SB102P5 • SK023 • SD023 • SD024 • SD025 

S0026 • S0027 • SK029 • SK030 • S0031 • S0033 

S0034 • SK035 • SK036 • SE040 

SGN-2 土師器・陶器 SK04 I • SK042 • SK043 • SD044 • SK045 • SD047 14 4 

SD048 • SK049 • SK050 • SKOS l • SD052 

SGN-2 士師器 ・陶器・瓦質土器 POO I • P025 • P046・包含屈・表採 II 5 

SGN-2 土師器 ・石器 包含層 5 6 

SGN-2 土師器 包含層 7 7 
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篠木野遺跡 3区 (SGN-3) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元餡 ・ 残存伍 遺構 実測図 挿図 収納

SGN-3-001 

SGN-3-002 

SGN-3-003 

SGN-3-004 

SGN-3-005 

sCN-3-006 

SGN-3-007 

SGN-3-008 

SGN-3-009 

SGN-3-010 

SGN-3-011 

SGN-3-012 

SGN-3-013 

SGN-3-014 

SGN-3-015 

SGN-3-016 

SGN-3-017 

SGN-3-018 

SGN-3-019 

SGN-3-020 

SGN-3-021 

SGN-3-022 

SGN-3-023 

SGN-3-024 

SGN-3-025 

SGN-3-026 

SGN-3-027 

SGN-3-028 

SGN-3-029 

SGN-3-030 

SGN-3-031 

SGN-3-032 

SGN-3-033 

SGN-3-034 
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SGN-3-039 
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台
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壺

壺

壺

壺
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篠木野遺跡 3区(SGN-3) II種 収蔵品目録

調査区 種別 遺構名 袋数 収納

SGN-3 土師器 SK004 • SKOOS • SK008 • POO I • P002 • P003 13 8 

P006 • P007・包含肝 7 ， 
SGN-3 土師器 包含層 ・表採
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篠＊野遺跡4区 (SGN-4)I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元餡・残存鎖 遺構 実測図 挿図 収納

SGN-4-001 甕 弥生土器 口径(38.0)底径 9. 0器高 7 I. 0 SJIOlt 001 76-I 21 
SGN-4-002 甕 弥生土器 口径(49.6)底径 一 器高 (48.0) SJIOI ii 002 76-2 22 

SGN-4-003 甕 弥生土器 口径 一 底径 I0. 8器高（13.5) SJIOll! 003 76-2 23 

SGN-4-004 甕 弥生土器 口径(46.0)底径 器高 (52.7) S1102烹 004 76-3 24 

SGN-4-005 甕 瓦質土器 口径(42.0)底径 器高 (49.3) SJ! 02l§ 005 76-4 25 

SGN-4-006 甕 弥生土器 口径(48.6)底径 器高 51. 0 SJl04夏 006 76-5 23 

SGN-4-007 甕 弥生土器 口径(52.4)底径 器高 (44.0) SJ! 04! 007 76-6 23 

SGN-4-008 甕 弥生土器 口径ー底径 器高 30. 8 SJI05 008 76-7 26 

SGN-4-009 甕 弥生土器 口径ー底径 I3. 4器高 (94.O)l SJI 05 009 76-8 27 

SGN-4-010 甕 弥生土器 口径(53.2)底径 器高(I0. 8) SJI 06t 010 76-9 26 
SGN-4-011 甕 弥生土器 口径(60.8底径 器高 (50.4) SJI 06盲 Oil 76-10 28 

SGN-4-0l2 甕 弥生土器 口径 (22.6)底径一器高 (39.8) SJI06奮 012 76-10 26 

SGN-4-013 壺 土師器 口径(17.7)底径 器高(13.6) 表採 013 78-13 29 

SGN-4-014 甕 土師器 口径(25.8)底径 器高（15.3) 包含庖 014 29 

SGN-4-015 壺 土師器 口径（16.2)底径 器姦 (4. 4) 包含履 015 78-I I 29 

SGN-4-016 甕 土師器 口径（17.8)底径 一 器高 (2. 6) 包含屑 016 29 

SGN-4-017 甕 土師器 口径（17.4)底径 一 器高 (2. 4) 包含層 017 29 

SGN-4-018 壺 土師器 口径（12.8)底径ー器高 (3. 6) 包含旧 018 78-12 29 

SGN-4-019 甕 土師器 口径(13.6)底径 一 器高 15. 0 包含屑 019 78-15 29 

SGN-4-020 甕 土師器 口径（10.4)底径 一 器高 04.4) 包含屑 020 78-16 29 

SGN-4-021 壺 土師器 口径ー底径一器高(I0. 8) 包含屈 021 29 

SGN-4-022 甕 土師器 口径（12.8)底径 器高 (4. 8) 包含暦 022 78-14 29 

SGN-4-023 鉢 土師器 口径（13.2)底径一器高 (2. 2) 包含冠 023 29 

SGN-4-024 鉢 土師器 口径(14.0)底径一器高 (4. 0) 包含H 024 78-22 29 

SGN-4-025 高坪 土師器 口径ー底径一器高 (5. I) 包含囲 025 78-23 29 

篠＊野遺跡4区 (SGN-4) II種 収蔵品目録

Ill査区 種別 遺蠣名 袋数 収納

SGN-4 弥生土器 SJIOI • SJI02 • SJI03 8 10 

SGN-4 弥生土器・土師器 SJ104 • SJIOS • SJI06 •包含履 8 II 

-148-



篠木野遺跡5区 (SGN-5) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元偵 ・残存値 遺構 実測図 挿図 収納

SGN-5-001 

SGN-5-002 

SGN-5-003 

SGN-5-004 

SGN-5-005 

SGN-5-006 

SGN-5-007 

SGN-5-008 

SGN-5-009 

SGN-5-010 

SGN-5-0 I I 

SGN-5-012 

SGN-5-013 

SGN-5-014 

SGN-5-015 

SGN-5-016 

SGN-5-017 

SGN-5-018 

SGN-5-019 

SGN-5-020 

SGN-5-021 

SGN-5-022 

SGN-5-023 

SGN-5-024 

SGN-5-025 

SGN-5-026 

SGN-5-027 

SGN-5-028 

SGN-5-029 

SGN-5-030 

SGN-5-031 

SGN-5-032 

SGN-5-033 

SGN-5-034 

SGN-5-035 

SGN-5-036 

SGN-5-037 

SGN-5-038 

SGN-5-039 

SGN-5-040 

SGN-5-041 

壺

壺

壺

壺

壺

壺

坪

手

杯

坪

坪

均

高

把

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

杯

坪

杯

甕

杯

甕

甕

甕

甕

甕

甕

壺

甕

甕

甕

鉢

鉢

高

盗

蓋

高

土師器

土師器

土師器

土師器

士師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

土師器

土師器

須慰器

須恵器

縄文土器

須忍器

土師器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

口径(15.I)底径 ー 器高 (8. 7) 

口径 一 底径 一 器高(12.0) 

口径（14.3)底径一器高 (8.6) 

口径 (9.9)底径一器高 (6.9) 

口径（16.4)底径一器高（7.3) 

口径 ー 底径 ー 器高(14.3) 

口径（18.4)底径 一器高 (5. 3) 

口径 6.6底径一器高 (7. 7) 

口径 I6. 0底径ー器高 7. 7 

長さ 8.0幅 ー厚み (2.5) 

口径 ー底径一器店 (3.4) 

口径ー底径一器高 (3.7) 

口径一底径一器高 (4.9) 

口径 ー 底径一器高 (2.2) 

口径 ー 底径 一 器高 (3.6) 

口径ー底径一器高 (4.4) 

口径 一底径一 器高（4.7) 

口径ー底径ー器高 (3.9) 

口径 一 底径 一 器高（3.2) 

口径＿底径ー器高 (3. 9) 

口径(IO.8)底径一器高 （3. 5) 

口径(10.2)底径 一 器高 （3. 6) 

口径（12.2)底径ー器高 （3. 0) 

口径 ー 底径一器高（5.I) 

口径ー底径（7.0)器高(I.6) 

口径（14.2)底径一器高 (2. 7) 

口径ー底径 (8.9)器高 (2.2) 

口径ー底径一器高（4.I) 

口径一底径 一 器高 (6.6) 

口径 一 底径ー器高 (3.2) 

口径ー底径一器高 (5.2) 

口径ー底径一器高 (4.4) 

口径(16.8)底径 一 器高 (4. 2) 

口径(17.6)底径 一 器店（3.6) 

口径(18.4)底径一器高 (4.2) 

口径（11.2)底径 一 器高（5.5) 

口径(II.2)底径 一 器高 (5.3) 

口径一底径 ー 器高（5.9) 

口径（12.6)底径 (6.0)器高 (3. 6) 

口径（11.8)底径 一 器高 (3.5) 

ロ径（11.6)底径一器高 (5.6) 

SEOOI 

SEOOI 

SEOOI 

SEOOI 

SEOOI 

SE002 

SE002 

SE002 

SE002 

SE002 

SK002 

SK002 

SK002 

SK002 

SK002 

SK002 

SK002 

SK002 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

P006 

SK007 

SK008 

POl2 

POIS 

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

001 

002 

003 

004 

005 

006 

007 

008 

009 

010 

011 

012 

013 

014 

015 

016 

017 

018 

019 

020 

021 

022 

023 

024 

025 

026 

027 

028 

029 

030 

031 

032 

033 

034 

035 

036 

037 

038 

039 

040 

041 

85-12 

85-14 

85-17 

85-16 

85-13 

85-15 

85-18 

85-19 

85-20 

85-21 

81-I 

81-4 

81-3 

81-5 

81-2 

81-7 

86-22 

0

3

 

8

9

1

2

 

―
―
―― 

3

3

3

6

 

8

8

8

8

 

0

4

6

 

3

2

2

 

―
―
―
 

6

6

6

 

8

8

8

 

86-25 

87-28 

87-29 

87-30 

87-31 

87-32 

87-33 

87-34 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 
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篠木野遺跡 5区 (SGN-5)I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元葡 ・残存餡 遺構 実測図 挿図 収納

SGN-5-042 はそう 須恵器 口径ー底径 一 器高 (4. 7) 表採 042 87-35 30 

SGN-5-043 把手 白 磁 長さ 5. 8幅 3. 2厚さ (3. 7) 表採 043 87-43 30 

SGN-5-044 手づくbt墨 土師器 口径 3.4底径 一器高 3. 3 表採 0 4 4 87-38 30 

SGN-5-045 手づく1li喜 土師器 ロ径 2.5底径一器高 3. 5 表採 045 81-31 30 

SGN-5-046 土製鏡 土製品 長さ 4. 3椙 4. 0厚さ I. 9 表採 046 87-40 30 

SGN-5-017 土製鎖 土製品 長さ 4. 5幅 4. I厚さ (I. 3) 表採 047 30 

SGN-5-048 土製鋭 土製品 長さ 4. 5幅 4. 4厚さ 1.8 表採 048 87-39 30 

SGN-5-049 士製鏡 土製品 長さ 4. 2幅 3. 8厚さ I. 9 表採 049 87-42 30 

SGN-5-050 土製鏡 土製品 長さ 4. 3稲 3. 8厚さ 1.5 表採 050 30 

SGN-5-051 土製鏡 土製品 長さ 4. 3幅 3. 7厚さ 1.6 表採 051 87-41 30 

SGN-5-052 土製鋭 土製品 長さ 3. 8幅 (2. 8)厚さ 1.5 表採 052 30 

SGN-5-053 壺 須恵器 口径ー底径 一 器麻 (5. 0) 表採 053 87-36 30 

SGN-5-054 鉢 土師器 口径 (32.0)底径 一 器高 (5. 7) 表採 054 30 

SGN-5-055 スクレイバー 石器 長さ 6. 3幅 8. 8厚さ I. 7 表採 055 30 

篠木野遺跡 5区 (SGN-5) II種 収蔵品目録

調査区 種別 遺蠣名 袋数 収納

SGN-5 土師器 SEOO I • SK002 • SK003 • SK007 • SK008 • PO 12 14 12 

POl6 
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琵琶原遺跡 2区 (BIB-2) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元値 ・残存侑 遺構 実測図 挿図 収納

BWB-2-00 I 

BIB-2-002 

BWB-2-003 

BWB-2-004 

BIB-2-005 

BIB-2-006 

BIB-2-007 

B18-2-008 

BIB-2-009 

BJB-2-010 

BIB-2-011 

BIB-2-012 

BIB-2-013 

BIB-2-014 

BIB-2-015 

B18-2-016 

BIB-2-017 

BWB-2-018 

B18-2-019 

BIB-2-020 

B18-2-021 

BIB-2-022 

BWB-2 023 

BIB-2 024 

BWB-2 025 

BIB-2 026 

BJB-2 027 

BJB-2 028 

BIB-2 029 

BIB-2 030 

BIB-2 031 

BWB-2 032 

BWB-2 033 

BJB-2 034 

BIB-2 035 

BIB-2 036 

BIB-2 037 

BIB-2 038 

BIB-2 039 

BWB-2 040 

BIB-2 041 

坪

坪

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

高

高

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

弥生士器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生士器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

口径 2I. 8底径 8. 4器高 29. 4 

口径 (22.8)底径 ー 器高 (23.6) 

口径（19.0)底径 8. 0器高 19. 3 

口径 25.4底径 一 器高 (24.4) 

口径 18.4底径 9. 4器裔 24. 4 

口径 18.0底径 7. 5器高 I 9. 9 

口径(24.4)底径 一 器高(II. 3) 

口径 19.0底径 9. 5器高 16. 7 

口径(26.0)底径 ー 器謁(16.8) 

ロ径(2I. 3)底径 一 器高 (9. I) 

口径(22.6)底径 一 器湛(13.0) 

口径 (22.8)底径 (8.0)器高 18. 7 

口径（14.0)底径 (8.0)器高 17. I 

口径(27.4)底径 一 器高 (8.6) 

口径(21.4)底径 一 器高(17.5) 

口径(23.8)底径 一 器高 (8. 8) 

口径 (22.2)底径一器高(I0. 5) 

口径 (24.2)底径一器高(12.2) 

口径(26.2)底径 一 器高 （6. 8) 

口径(17.8)底径 一 器高 (9. I) 

口径 (26.6)底径 一 器高 (8. I) 

口径(22.6)底径一器高（7.2) 

口径(20.4)底径 一 器高 (4.4) 

口径(11.8)底径 (6.4)器高 11. 4 

口径（12.4)底径 一 器甚 8. I 

口径(29.2)底径 一 器高(14.I) 

口径 一 底径（6.2)器高（15.O) 

口径ー底径（I0. 0)器高(19.7) 

口径一底径 8.4器高 (21.5) 

ロ径ー底径 8.4器高（16.9) 

口径ー底径 6.4器ifli (9. 4) 

口径 一 底径（11.2)器高 (8.0) 

口径一底径 8.3器高 (9.8) 

口径一底径 7.8器高(14.5) 

口径 15.2底径 一 器高(I0. 0) 

口径 ー 底径 I0. 6器高 (9.2) 

口径 17.2底径 6.5器高 8. 6 

口径 (28.0)底径 8. 7器高 14. 7 

口径(19.0)底径 8. 0器高

口径 14.0底径 6. 0器高

口径 12.4底径 4. 8器高

7

2

1

 

．

．

．

 

1

1

7

 

I

I
 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

001 

002 

003 

004 

005 

006 

007 

008 

009 

010 

011 

012 

013 

014 

015 

016 

017 

018 

019 

020 

021 

022 

023 

024 

025 

026 

027 

028 

029 

030 

031 

032 

033 

034 

035 

036 

037 

038 

039 

040 

041 

1

7

9

2

4

6

 

―
――

―
―
―
 

1

2

2

1

2

2

 

9

9

9

9

9

9

 

93-13 

91-3 

92-8 

93-10 

92-5 

93-15 

1

2

 

I

I

 

―― 

3

3

 

9

9

 

93-14 

93-16 

93-19 

93-18 

93-17 

94-26 

94-21 

94-20 

94-22 

94-23 

94-24 

'

,

2

2

2

2

2

2

2

 

2

2

2

 

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4
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琵琶原遺跡 2区 (BWB-2)I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元値 ・残存偵 遺構 実測図 挿図 収納

B9B-2-042 

BIB-2-043 

BIB-2-044 

BJB-2-045 

BIB-2-046 

BIB-2-047 

BIB-2-048 

818-2-049 

BIB-2-050 

BIB-2-051 

BIB-2-052 

BIB-2-053 

BIB-2-054 

BIB-2-055 

BJB-2-056 

BIB-2-057 

BJB-2-058 

BIB-2-059 

BIB-2-060 

BIB-2-061 

BIB-2-062 

BIB-2-063 

B18-2-064 

BIB-2-065 

BIB-2-066 

BIB-2-067 

BIB-2-068 

BIB-2-069 

BIB-2-070 

B18-2-071 

BIB-2-072 

BJB-2-073 

BIB-2-074 

BIB-2-075 

818-2-076 

BIB-2-077 

81B-2-078 

B18-2-079 

818-2-080 

BIB-2-081 

BJB-2-082 

台

台

台

台

台

台

杯

坪

坪

台

鉢

器

器

器

器

器

器

甕

甕

壺

甕

壺

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

壺

壺

高

鉢

高

高

鉢

鉢

器

弥生士器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

口径 5. 9底径 2. 6器高

口径 11.5底径 14.4器高

口径 11.9底径 13.2器高

口径 9. 3底径 I0. 2器高

口径 6. 9底径 I0. 5器高 11. 3 

口径 5. 6底径 13.I器高 12. I 

口径ー底径 14.0器高（10.5) 

口径(25.6)底径 一 器高（3.8) 

口径（16.6)底径一器高 (4.9) 

口径 (22.3)底径 一 器高（3.7) 

口径 一 底径（7.4)器高（3.9) 

口径(18.2)底径 一 器高 (8.O) 

口径 20.0底径 7. I器高 21. 8 

口径 18.5底径 8. 6器高 2 I. I 

口径(27.4)底径 一 器高 (24.3) 

口径(17.4)底径 6. 3器高 16. 9 

口径 13.5底径 5.4器高 17. 7 

口径(16.2)底径 7. 0器高 15. 2 

口径一底径 8.2器高（12.5) 

口径 20.0底径 6. 7器高 13. 4 

口径 11.9底径 5. 4器高 8. 4 

口径(27.6)底径 ー 器高(14.2) 

口径(28.0)底径 ー 器高 16.0 

口径(24.I)底径一器高(I0. 2) 

ロ径（15.9)底径 一 器高（9.0) 

口径 24.0底径 一 器高（5.2) 

口径一底径 9.0器高(11.0) 

ロ径 ー 底径 8.0器高(I0. 3) 

口径 ー 底径 7.7器高 (4.7) 

口径 ー 底径 7.2器高（5.5) 

口径 ー 底径 8.4器高(Io.0) 
口径ー底径 (8.2)器高(I0. 2) 

口径 ー 底径一器高 (23.7) 

口径ー底径 (8.2)器高 (24.4) 

口径 18.6底径 一 器高 (8.2) 

口径(23.2)底径 8.4器高 9. 0 

ロ径(25.2)底径一器高（5.0) 

口径 20.2底径 一 器高 (6.6) 

口径 18.4底径 7. 7器高 I I. 0 

口径 9. 0底径 6. 0器高 9. 9 

口径 14.7底径 16.8器店 l8. 8 

4. 5 

12. 8 

17. 5 

12. 2 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SKOOI 

SK002 

SK002 

SK002 

SK002 

SK002 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

SK003 

042 

043 

044 

045 

046 

047 

048 

049 

050 

051 

052 

053 

054 

055 

056 

057 

058 

059 

060 

061 

062 

063 

064 

065 

066 

067 

068 

069 

070 

071 

072 

073 

074 

075 

076 

077 

078 

079 

080 

081 

082 

94-25 

94-27 

94-30 

94-29 

94-28 

94-32 

94-31 

96-33 

96-34 

96-35 

96-37 

96-36 

99-42 

99-43 

98-38 

99-45 

99-44 

99-46 

7

8

9

1

0

 

4

4

3

4

4

 

―
―
――

―
 

9

0

8

8

8

 

9

0

9

9

9

 

ー

100-49 

I 00-50 

101-54 

I 00-52 

101-55 

101-56 

100-51 

100-53 

101-57 

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

8

8

8

8

8

8

8
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琵琶原遺跡2区 (BIB-2) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元値 ・残存葡 遺構 実測図 挿図 収納

BIB-2-083 

BIB-2-084 

B18-2-085 

BIB-2-086 

818-2-087 

BIB-2-088 

BIB-2-089 

BIB-2-090 

BIB-2-091 

BIB-2-092 

BIB-2-093 

B18-2-094 

818-2-095 

BIB-2-096 

BIB-2-097 

BIB-2-098 

B18-2-099 

BIB-2-100 

81B-2-101 

BIB-2-102 

BIB-2-103 

BIB-2-104 

BIB-2 105 

BIB-2 106 

BIB-2 107 

BIB-2 108 

BIB-2 109 

BIB-2 110 

BIB-2 Ill 

BIB-2 112 

BIB-2 113 

BIB-2 114 

BIB-2 115 

BIB-2 116 

BIB-2 117 

B9B-2 1 1 8 

BIB-2 119 

BIB-2 120 

BIB-2 121 

818-2 122 

BIB-2 123 

皿

皿

台

台

石

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

付

付

器

器

磨

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

釜

釜

揺

揺

揺

揺

播

揺

擢

揺

鉢

皿

鉢

皿

染

染

皿

皿

鉢

鉢

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

弥生土器

弥生土器

石器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質士器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦買土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

汀磁

磁器

磁器

肯磁

宵磁

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

磁器

口径 11.9底径 14.8器高

口径一底径（I3. 0)器高

口径 (34.8)底径ー器高

口径(48.8)底径ー器高

口径（34.4)底径一器高

口径 22.0底径一器高

口径（39.6)底径一器高

口径 (26.0)底径一器高

口径 ー 底径(23.0)器高

口径 一 底径(26.4)器高

口径一底径(17.0)器高

口径ー底径 (8.4)器高

口径 一 底径一器高

口径 ー 底径 一 器高

口径 (2-0)底径一器高

口径(28.7)底径一器高

口径(25.3)底径ー器高

口径(34.6)底径一器高

口径(25.6)底径一器高

口径(31.I)底径一器高

口径(28.7)底径一器高

口径 ー 底径 (9.I)器高

口径ー底径 一 器高

口径(21.9)底径ー器高

口径(11.7)底径一器高

口径 ー 底径 (6.0)器高

口径 10.0底径 (5.7)器高

口径 8. 8底径 (8.8)器高

口径（14.0)底径 5.9器高

口径 ー 底径（6.9)器高

口径 (22.2)底径一器店

口径 (22.8)底径一器高

口径ー底径（4.9)器高

口径一底径 3.6器高

口径 一 底径 (4.3)器高

口径 一底径 4.5器高

口径一底径 4.4器高

口径 一 底径 (4.8)器高

口径 (8.8)底径一器高

ロ径 (9.5)底径 (4.8)器高

18. 8 

(6. 6) 

引
釘
引

~
n

釘
「
幻

n
i
り
針

n
5
り
沿
i
引
[
り

は

は

は

U
は

o
o
u
は

は

6

は

は

Q

u
o
u
u
は

は

は

位

は

し

2

伯

は

（

位

は

0
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Q
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SK003 

SK003 

SK003 

S0004 

SD004 

SD004 

S0004 

S0004 

SD004 

SD004 

SD004 

S0004 

SD004 

S0004 

S0004 

SD004 

SD004 

S0004 

S0004 

SD004 

S0004 

S0004 

S0004 

SD004 

SD004 

S0004 

S0004 

SD004 

S0004 

S0004 

S0004 

S0004 

S0004 

SD004 

SD004 

S0004 

SD004 

SD004 

S0004 

SD004 

SD004 
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085 
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098 

099 

100 
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103 
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105 
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107 

108 

109 

110 

Ill 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

I I 8 

119 

120 

I 2 I 

122 

123 

101-58 

101-59 

101-60 

102-61 

I 02 -62 

I 02 -63 

I 02-64 

I 02-65 

102-66 

102-67 

I 03 -68 

I 03-69 

103-70 

103-88 

103-75 

I 03 -72 

I 03 -73 

I 03 -76 

103-74 

103-71 

I 03 -77 

I 03-78 

I 03 -79 

103-80 

103-86 

I 03 -87 

8

8
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琵琶原遺跡2区 (BWB-2) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元侑・残存餡 遺構 実測図 挿図 収納

BIB-2-124 

B18-2-125 

BIB-2-126 

BIB-2-127 

BIB-2-128 

B18-2-129 

BIB-2-130 

B98-2-1 31 

B18-2-132 

BIB-2-133 

BIB-2-134 

BIB-2-135 

BIB-2-136 

B9B-2-1 37 

BIB-2-138 

BIB-2-139 

BIB-2-140 

BIB-2-141 

BIB-2-142 

B9B-2-143 

BIB-2-144 

B9B-2-1 4 5 

BIB-2 146 

818-2 147 

B9B-2 1 4 8 

B9B-2 149 

B18-2 150 

BWB-2 151 

B18-2 152 

BIB-2 153 

81B-2 154 

BIB-2 155 

BIB-2 156 

B18-2 157 

BIB-2 158 

BIB-2 159 

BIB-2 160 

BIB-2 161 

818-2 162 

B9B-2 1 63 

BIB-2 164 

器

形

明

明

明

飯

人

珠

斧

台

鉢

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

壺

不

不

不

仏

土

宝

石

甕

甕

甕

甕

甕

器

鉢

鉢

揺

皿

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

陶器

瓦質土器

瓦質土器

陶器

磁器

土製品

石製品

石器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

弥生土器

弥生土器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

陶器

縄文土器

縄文土器

縄文士器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

細文土器

縄文土器

口径 ＿ 底径 (3.3)器高
口径 一 底径 (4.8)器高

口径 (8.0)底径 一 器高

口径 ー 底径（5.0)器高

口径ー底径 (4.2)器高

口径 一 底径 一 器高

口径 (6.2)底径 一 器高

口径 一底径（12.2)器高

口径 一底径（12.4)器高

口径ー底径 一 器高

口径一底径 一 器翡

口径ー底径 4.2器高

長さ 4. 9幅 4. 0 

長さ 28.2幅 I 0. 8厚さ 10. 8 

長さ (7.9)幅 (4. 9)厚さ (3. 0) 

口径 (23.8)底径ー器高(15.6) 

口径一底径ー器高 (7.5) 

口径 ー 底径一器高 (3.2) 

口径 ー 底径 一 器高（3.5) 

口径 (24.4)底径 一 器高 (6.9) 

口径（13.4)底径 一 器涸（6.0) 

口径 一 底径 一 器高 (6.4) 

口径(2I. 0)底径 一 器高（4.9) 

口径ー底径 一 器高 (4.8) 

口径（15.0)底径 一 器高 (2.5) 

口径ー底径 一 器高(15.0) 

口径 ー 底径一器高 (4.7) 

口径 ー 底径 ー 器高 (2.5) 

口径ー底径 ー 器高（5.0) 

口径 ー 底径一器高 (4.8) 

口径 一 底径 一 器高 (4.I) 

口径一底径 一 器高 (3.8) 

口径ー底径一器高 (3.I) 

口径 ー 底径一器高 (3.6) 

口径一底径一器高 (3.7) 

口径 一 底径一器高 (2.8) 

口径 一 底径ー器高 (4.3) 

口径ー底径一器高（I.8) 

口径 一 底径 一 器高 (2.7) 

口径ー底径 一 器硲（I.7) 

口径 一 底径 (9.4)器高（I.7) 
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幻
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S0004 

S0004 

S0004 

S0004 
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SD004 
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S0001 

S0004 
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S0004 

$D004 

SD004 

S0005 

SD005 
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S0005 

SD005 

SD005 

S0006 

S0006 

SD006 

S0006 

Bサプトレンテ

Bサブトレンチ

BサブトVンチ

Bが1卜＂ンチ

Bサブト＂ンチ

BサブトVンチ

Bサプト＂ンテ

Bサブトレンチ

Bサブト＂ンチ

Bサブトレンチ

Bサプト＂ンテ

BサブトVンチ

Bサブトレンチ

Bサプトいンテ

Bサブトレンテ

Bサプトいンテ

124 

125 

126 

127 

128 

129 

130 

131 

132 

133 

134 

135 

136 
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139 

140 

141 
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1 44 

145 
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I 03 -82 

103-81 

103-83 

I 03 -84 

103-85 

103-89 

I 03 -90 

I 05-94 

105-93 

105-91 

105-92 

105-104 

105-95 

105-96 

I 05-97 

I 05-98 

105-99 

105-100 

105-IOI 

105-105 

105-106 

105-103 

105-102 

105-108 
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琵琶原遺跡2区 (BWB-2) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元俯・残存値 遺構 実測図 挿図 収納

B18-2-165 

B18-2-166 

BIB-2-167 

B18-2-168 

BIB-2-169 

BIB-2-170 

818-2-171 

BIB-2-l72 

BIB-2-173 

BIB-2-174 

BIB-2-175 

818-2-176 

BIB-2-177 

818-2-178 

B18-2-179 

BIB-2-l80 

BIB-2-18l 

818-2-182 

BIB-2-183 

B18-2-184 

818-2-185 

B9B-2-1 86 

BIB-2 187 

BIB-2 188 

BIB-2 189 

BIB-2 190 

818-2 191 

BIB-2 192 

B18-2 193 

B18-2 194 

818-2 195 

818-2 196 

81B-2 197 

818-2 198 

B18-2 199 

B18-2 200 

818-2 20l 

B18-2 202 

B18-2 203 

818-2 204 

B18-2 205 

車

車

錘

錘

鏃

鏃

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

碗

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

紡

紡

石

石

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

純文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文士器

縄文土器

磁器

縄文士器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文士器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

土 製品

土 製品

石 器

石 器

口径 ー 底径（8.8)器高 (3.7) 

口径ー底径（10.8)器高 (9.4) 

口径ー底径 一 器高 (4.7) 

口径 一 底径 一 器~ (4. I) 

口径 一 底径 一 器高 (3.3) 

口径 一 底径 一 器高 (4.2) 

口径 ー 底径 一 器高 (3.9) 

口径 一 底径 一 器高 (3.0) 

口径 一 底径 一 器高 (4.I) 

口径 一 底径一器高（3.7) 

口径 ー 底径 一 器高 (7.9) 

口径ー底径 一 器高 (2.I) 

口径 ー 底径 ー 器高(I0. 6) 

口径 一 底径 (7.6)器高 (2.3) 

口径 ー 底径（7.2)器高 （I.6) 

口径 ー 底径 (8.3)器高 {I. 8) 

口径 ー 底径（7.8)器高 (2.4) 

口径ー底径 (9.9)器高(I.9) 

口径一底径（11.2)器高（I.5) 

口径 ー 底径 (6.8)器高 (5.2) 

口径（16.2)底径 一 器高（7.0) 

ロ径 ー 底径 一 器高 (5.5) 

口径 ー 底径 一 器高 (4.4) 

口径 ー 底径 一 器高 (5.I) 

口径 一 底径 一 器高 (3.3) 

口径 一 底径 一 器裔 (2.7) 

口径 ー 底径一器高 (3.I) 

口径 ー 底径一器高 (4.2) 

口径 ー 底径 ー 器高 (3.5) 

口径 一 底径 ー 器姦 (4.0) 

口径ー底径 一 器高 (4.I) 

口径 一 底径 一 器高 (2.7) 

口径一底径 一 器高 (2.6) 

口径 ー 底径 一 器高 (4.2) 

口径 ー 底径一器高 (4.6) 

口径 一 底径ー器高 (5.0) 

口径 ー 底径 7.6器高 (2. I) 

長さ 4.9幅 ー 厚さ(I.5) 

長さ 7.9幅 ー 厚さ（2.2) 

長さ I. 9蝠 I. 4厚さ 0. 3 

長さ 2. 8幅 I. 8厚さ 0. 3 

Bサブトレンチ

Bが1卜Vンテ

包含屑

包含屈

包含屈

包含府

包含丹

包含屈

包含屈

包含層

包含府

包含屑

包含屈

包含恩

包含陪

包含層

包含履

包含層

包含屈

包含昂

包含層

包含思

包含屈

包含屈

包含厨

包含用

包含屑

包含府

包含H
包含屈

包含屈

包含履

包含層

包含屈

包含肘

包含屑

包含屈

表採

表採

AサプトVンチ

AサプトVンチ

165 

166 

167 

168 

169 

170 

171 

172 

173 

174 

175 

176 

177 

178 

179 

180 

I 81 

182 

183 

184 

185 

186 

187 

188 

189 

190 

191 

192 

193 

194 

195 

196 

197 

198 

199 

200 

201 

202 

203 

204 

205 

105-107 

106-112 

106-122 

106-119 

106-115 

106-114 

106-121 

106-123 

106-118 

106-116 

106-110 

107-127 

107-128 

107-129 

107-130 

107-131 

106-125 

106-113 

106-120 

106-117 

106-124 

106-126 

106-111 

I 05-I 09 

108-134 

108-132 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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琵琶原遺跡 2区 (BWB-2) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元鮒 ・残存葡 遺構 実測図 挿図 収納

818-2-206 

818-2-207 

818-2-208 

B18-2-209 

B18-2-210 

818-2-211 

BIB-2-212 

BIB-2-213 

BIB-2-21 4 

BIB-2-215 

81B-2-216 

BIB-2-217 

BIB-2-218 

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

”Vイバー

”Vイバー

石槍

石匙

石斧

石包丁

石

石

石

器

器

器

器

器

器

器

器

器

．
器

器

器

器

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

長さ

幅

幅

幅

幅

幅

幅

幅

幅

幅

幅

幅

幅

幅

）

）

 

9

6

8

8

4

4

5

6

9

7

2

9

6

 

2

2

1

1

1

2

3

7

5

7

4

7

6

 
,
1,

9
、,',

2. 2厚さ

0.4厚さ

0.4厚さ

0. 5厚さ

0.5厚さ

0.4刃さ

2. 8厚さ

3.6厚さ

3. 2屈さ

3. 5厚 さ

4. 2厚さ

(6. 4)厚さ

(4. 0)厚さ

0. 6 

0. 4 

0. 5 

0. 5 

0. 4 

0. 1 

0. 8 

0. 8 

o. 9 
I. 2 

0. 6 

(2. 5) 

(0. 5) 

Aサブト＂ンテ

SK002 

表採

表採

表採

表採

包含履

Aサプト＂ンチ

AiJ1トレンチ

表採

表採

表採

表採

206 

207 

208 

209 

210 

2 I I 

212 

213 

214 

215 

216 

217 

218 

108-133 

108-137 

108-135 

108-136 

108-139 

108-138 

108-140 

109-144 

109-143 

109-141 

109-142 

109-146 

109-145 

9

4

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

琵琶原遺跡 2区 (BWB-2)II種 収蔵品目録

調査区 種別 遺構名 袋数 収納

B9B-2 

BIB-2 

B9B-2 

818-2 

B18-2 

BIB-2 

弥生土器

弥生土器

瓦質土器 ・陶器・磁器

縄文土器・石器

縄文土器

縄文土器 ・弥生土器・石器

SKOOI 

SKOOI 員〗費II • SK002 • SK003員〗哀I • SDOOS • SD006 

SD004 • AiJ1 卜Vンチ• B91卜Vンテ

C包含履

表採

C包含阿 ・表採

6

9

0

8

6

7

 

ー

3

4

5

6

7

8

 

l

l

l

l

l

l
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琵琶原遺跡 3区 (BWB-3) I種 収蔵品目録

番号 名称 種別 計測値 （）内は復元俯 ・残存値 遺構 実測図 挿図 収納

BIB-3-001 

BIB-3-002 

BIB-3-003 

BIB-3-004 

BIB-3-005 

BJB-3-006 

BIB-3-007 

BIB-3-008 

BIB-3-009 

BIB-3-010 

BIB-3-011 

BIB-3-012 

BIB-3-013 

BIB-3-014 

BIB-3-015 

BIB-3-016 

BIB-3-017 

BIB-3-018 

BIB-3-019 

BIB-3-020 

BIB-3-021 

BIB-3-022 

BIB-3 023 

BIB-3 024 

BIB-3 025 

BIB-3 026 

BIB-3 027 

BIB-3 028 

BIB-3 029 

BIB-3 030 

BIB-3 031 

BIB-3 032 

BIB-3 033 

B9B-3 034 

BIB-3 035 

BIB-3 036 

BIB-3 03 7 

甕

甕

甕

甕

壺

壺

車

台

坪

坪

坪

台

台

台

脚

錘

壺

甕

壺

器

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

壺

壺

壺

壺

壺

鉢

鉢

鉢

高

高

高

器

器

器

支

鉢

用

紡

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生士器

弥生土器

弥生土器

弥生士器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

土師器

土師器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

土師器

土師器

土製品

口径 24.0底径 (8. 0)器高 (38. 0) No. IサブトVンチ 001

ロ径 23.0底径 (8. 3)器高 38. 2 No. IサブトVンチ 002

口径 (28.2)底径 一 器高 （4. 2) No. l-t1トレンチ 003

口径 (24.6)底径 一 器高 （6. 5) No. 11JプトVンチ 004

口径 (22.6)底径 一 器高 (4. 5) No. 1-tプトVンチ 005

口径 ー 底径 一器高（I0. 4) No. IサプトVンテ 006

口径（12.8)底径 4. 0器高 (11. 4) No. i-t1卜Vンチ 007

口径 ー 底径 9. 2器高 (4. 6) No. 2サブトVンテ 008

口径（14.4)底径 ー 器高 （6. 5) No. 2サプトVンチ 009

口径（13.5)底径 一 器高 (6. 7) No. 2サ1卜Vンチ 010

口径(25.8)底径 一 器高 38.3 包含1M 01 I 

口径 25.3底径 ー 器高 42.6 包含H

口径 17.0底径一器高 5. 2 包含層

口径 17.6底径 一 器高 (9. I) 包含肝

口径 底径 一 器高 (7.5) 包含屈

口径(16.0)底径 一器高 （7. 9) 包含肝

口径 (27.4)底径ー器裔 （9. 9) 包含屈

口径 16.8底径 一 器高 23.9 包含限

口径（13.8)底径 一 器高 (8. 9) 包含屈

口径（18.0)底径 ー 器高 （6. 4) 包含層

口径(19.0)底径 ー 器高 （7. I) 包含屈

口径 一 底径 一 器高(I0. 7) 包含月

口径 (21.4)底径 一器高 （3. 2) 包含屈

口径 ー 底径 一 器高 (5.4) 包含履

口径（15.0)底径 一 器高 8. 8 包含昂

口径 (9.0)底径 一器高 4. 8 包含屈

口径(24.3)底径 一 器高 (8. 0) 包含眉

口径 一 底径（14.2)器高 （5. 8) 包含胴

口径 一 底径 (9.4)器高 (3. 3) 包含層

口径 ー 底径 一 器高 (6.2) 包含屈

ロ径 ー 底径（12.0)器高 （7. I) 包含屈

口径 ー 底径 一 器高(11.3)包含刑

口径 ー 底径 一 器高(I0. 2) 包含層

口径 6. 5底径 12.7器高 9. 3 包含肝

口径（18.2)底径一器高 （9. 9) 包含屈

口径一底径一器高（7.5) 包含屈

長さ 7.2幅 ー厚さ(I.0) 包含屈

012 

013 

014 

015 

016 

017 

018 

019 

020 

021 

022 

023 

024 

025 

026 

027 

028 

029 

030 

031 

032 

033 

034 

035 

036 

037 

112-2 

112-1 

113-6 

113-10 

113-11 

113-8 

I 12-4 

112-3 

114-17 

114-15 

114-16 

113-5 

114-20 

114-18 

114-19 

113-9 

114-22 

114-24 

113-7 

114-26 

114-27 

114-25 

113-12 

113-13 

113-14 

114-21 

114-23 

114-28 

I 0 

I 0 

II 

II 

11 

11 

II 

11 

11 

11 

12 

12 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

II 

11 

11 

11 

II 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

II 

II 

II 

11 

II 

11 

11 

II 
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琵琶原遺跡 3区 (BWB-3) II種 収蔵品目録

調査区 種別 遺構名 袋数 収納

BfB-3 弥生土器 ・土師器 包含層 6 19 

BIB-3 弥生土器 ・土師器 包含屈 6 20 

BIB-3 弥生土器 包含屈 6 21 

B9B-3 弥生土器・土師器 包含屈 •No. IサプトVンチ No. 2サブトVンチ No.3サプトVンチ 翡 7 22 
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